Hokuseido Book News with Specimen Pages and Illustrations 1930 Autumn Announcements by 北星堂
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The mark of the North Pole Star 
on the back stands for 
a book of quality, 
artistic binding, 
and moderate 
. p r 1 c e 
おことはり
1. 弊堂設行の図書は全部本日銀に牧めであります。
2. 大慢に於て寝異を入れまし?こが、本目録の編纂までに問に
合はなかったものは省いてあります。ま?こ築震も夫々装械
の色合等により不鮮明なものもあります。
3. 内容見本は参考書の方は大部分入れてありますが、中には
姉妹篇とか、叢書的になってゐるものはその中一部分ぞ入
れておきまし?こから他のものもそれによって御承知願ひま
す。
4. 英文原書は全部内容々と示すことは莫大な頁数になわますの
で大慢の賠裁だけを示し、内容目次を示してありますから
それによって御承知願ひますO
5. Lafcadio Hearn及び GlennW. Sha¥vの各書はー頁
位の内容えと示すより寧ろ世評の一部を御覧に入れる;万が早
分りと思ひまして各世評ぞ掲けておきました。
6. この目録ぞ常に皆様の机上に備へておかれること必お薦
め致します‘一通り御讃みになっても大へん利盆がありま
す。
北星堂出版国書目録索 ~I
[下記に示しれる頁により内容某他の詳細存知らるべし]
翠徳、た仰0-"て
頁
4 . . . ・ . . . . . . . . . 
参考書の部
中畢ー、=年程度
実:ABCの讃み方から
やさ Lぃ英語のお伽噺〈春・夏・秋・冬).. 
英語の童謡-と意話
ナγョナル第二議本解穆.. . 
中畢ニ、三年程度
新イソップ物語解懇.
プィブテイ・ブェイマス新解穆…
アラビア〆・ナイ ~1O/?懇…
ナジョナル第三議本解稼..... 
中皐三、四年程度
実作文の根底から
新英文訟の根底力・ら
アンデルセ ンお伽噺.. 
グリムお伽噺
中華回、五年及受験参考書
策i丈英誇と英文法
英文法の輪郭
英文法新講義〈動詞篇). 
新手l]文英語の考へ方.. . 
新英文和諜の考へ方.. . 
三宅n喜和文英諜の研究 . 
ナジョナル213匹!讃本解緯".
ユース・オゲ・ライブ誹義..
プレラヤス・オグ・ライブ講義.. . 
ヒース・エンド・ノ、ヒネス講義.. 
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民容見本頁
12-13 
24-25 
28-29 
14-15 
30 
31 
3 -35 
50-54 
44-49 
26.-27 
????? ???
??? ?
63 
16-19 
66-67 
プッ γν ゲ講義…
ノ、ゥ.~・ゲッ 1、講義.
ユーニオ ν第四講義.. . 
1、yレストイ短篇講義...
崎支英語研究書
新聞英語の讃み方と書き方
英字新聞の研究
英語曾謡
英語合話と随筆
英語休暇旗本
-・ ・ ・ ・ ・. .. 
New Holiday Companions (休暇の友〉…
一年用〈やさしい皐語ら集めれもの〉…
二年用くイーソップ物語と出世物語〉
三年用(アラピアν・ナイ Y物語)
四年用〈バイオグ・ラフイカル・スト-1)メ〉…
五年用〈デーピト スウォν〉
Tom Thumbく1、ム サム)[三年程度]
The Tinder-Bo xくテイふノダーポッグス)[四年程度]
The Merchant of Venice (グェニスの商人) [同]
Rip Van Winkleくりプグ、ア〆ウィユ/グル〉
Select Readings from L3fcadio Hearn 1.， 11.
縁臨書
三二丈萎復興
支那のー官支Lり欧米人に奥ふる書
英女皐
英文'海軍霊草
英詩藻自筆草
さド編皇子そのほか
漁村哀話〈イノッグ・アーデン謬).. 
68 
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69 
" 
76 
56 
73 
36-37 
" 
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86-87 
" 
78-.79 
74-76 
38-39 
40-41 
88 
80-81 82-83 
" 84-85 
" 
70 71--72 
阪F 英文原書及ヘルシ関係書其他英女教科書、英謹書類(~ 88頁以 F
万IJ頁にあります。
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爵伯
員議院族貴掛用御省内宮
著謹2徳芳荒二
ノ歯車
I;~" =宣之
??ぎ仰て
…?????????????
?
??
?
??
?
??? ???
?
??
?
??
?? ?
?
?
?????
??????????????
????
は字交の紙表
書護下関守馬江入長所歌御
、.U~. 必
4ミFぜ安手『
rc.~1-<if:)-~ 
議長『
'弓b湾人V
£長?ぷ
.............，;;.:由且-1')-、
~';;'~1."Iii 
当込?必-dgED内Jち?必?雰豪州'，-
??????????????????? ????? 、 ???? ??? ?〈『??? 。
??????????。??????????。??????
?
???????
?
????ー?????
? ? ?
?
????????
?
??????
?
?
????。??????
?
?
。?????
???
?
????
?
???? 、、
?
?
?
???????
?
???
??? ?、 」 ?? ?
?
????????? 。 。
??? ? 。????
?
?????。??????????
??? 。 。??? 。 ?
?
???
?? 。? ? 。
4 
二荒芳徳氏著
聖徳を仰ぎて
帝園国書館長松本喜一
(昭和三、一一、二一日時事新報所載)
手rl1倫敦滞在中に、大正天皇!お御の悲報に胸つぶる h思ひらな L、つ
いで 今上陛下の御即位昭和攻元の公報ら奔し、 春秋iこ笥まぜれまふ
陛下りしみしめす我帝園の前途の洋々れるら忠ふて、事事1:歎喜にナ:へなか
っにのであります。 その2時タイム F・1社設lこ於て、大正天皇の崩御ら
奉悼し、新天皇の御日IJ位ら議ぎ奉るの錠tJ:?'掲げてゐましれが、タイム y、(1:
新天皇の治下lこ於げる日本には困難なるこ大関騒が様はってゐるさな L、
即ち日本[1一面iこは経済的危機iこ瀕して足り、 まれ一面iこ於て人口問題
iこ憎んでおるさ設き、 この経済問鼠さ人口問題とら、如何iこ解決すべき
勺、は、新天皇の治下に於げる日本の直面ぜるこ大問題であるさ論じ、われ
われは日本℃旬、かに之ら解決する γル剖目して見んと欲するものである
さ述ぺておれのであります。
タイム九のFf論(1人口問題乃至経済問題の二駄に止まってゐたので
ありますが最近のわが閣は夏に思想問題ら加へて、われわれが切貨に
考慮すべき問題1皐に一二lこして止まらぬ事ら感ずるのであります。
思想問題ごいび経済問題さいひ乃至人口問題といび、これ等の重大な
ろ諸問題ら世界環親の裡に解決いれすのは、まさに昭和時代に於げろ
われわれ閣民の大使命でなげれlfならねさ忠びます。
而して此重大なる任務ら遂行いれすれめには、会図民の受躍に倹1:れ
l:rならぬのは元4りいふまでもなむ、事であります。 夫に115tづ吾人が
わが待殊の園傍観念に徹底L、固有の民族精紳iこ覧醒して、事l調一致
闘運の進展に精進する事でなければならぬさ忠びますO
時恰も御即位の大典ら翠げさぜ給ふの秋に際して、 「聖徳ら仰ぎて』
すよる一書ル手にする事ら157:の[1、昭和の新時代に於:1るわれ等図民
の本分布テ熟慮内省する上から見て、極めて意義深いもの hあろル痛感い
れすものであります。
本書(1富山高等製校長ナ:~J l故南日恒太郎兵力f、 Jltfl¥其開校記念式
ら掌ヤるに就て同校が 今上陛下の御成婚記念さして創立ぜられたるに
因んで特に婁徳に閥Lて謹詑ぜるものた撃校関係者iこ頑ち更に闘民教育
の資料さして普く江湖に墳ちア川、さいよ、趣旨から、伯爵ニ荒芳徳兵にその
執筆ら委喝しれものでわリます。著者二琉伯1永く宮内省iこ奉磁し、先
6 
年 陛下の御外遊に庖従して、常時「皇太子殿下御列遊詑Jの著のあつれ
事{1人の託憶に新なる所であって 聖議認の著~さしては、まさに其入
浴得ナ:りさ謂つべきであります。
本書!1第一編に於ては 陛下の御幼年時代、御外遊中の御逸事£り
して、聖徳、の也、す'也、ずや御近状た謹認し、変l二 皇后陛下の御近状i二及
ぴ、第二編に於ては 天皇と Lての御修養£り、古典ら通じて観t:る民
族理想ゃ、 天皇の観念等の費支項lこわれって著・者のEfr謂天皇観ら明かに
L、変に新日本の使命lこ論及してゐるのであります。而して陛下の御日
常のまのあれ"J斧する0 ういものされてあろのも、 さすがiここの著者な
らではさ忠!1れる所であります。
聖徳の勺・ずかずか詑ぜる中i二「御規則jの御蔵守Jなる一項ら斧讃L
て、な("t感殊に深きものがあるのでありますo lJちわが帝園間書館1
先年来 陛下の御下命ら奔して、館の蔵書ら天覧に供するの光幾ら辱
うした事がありますが、闘書の御併出iこ際して(1必ず期限らお定めに
なり、某期満つる前lこ必ず笹i返付になりますることは、すべて御規則ら
厳格にお守り遊l工す事の一例さも斧すべき事さ思ふのであります。 殊
に御調査未了の場合さ雌も、一般登館者の関設に支障なからしむるや
うにさの有難き大御心γ ら、績借といよ、事1断じて遊ばされず、必ず一
旦御返イずになっt:上で、夏l二時ら隔て h御用ら仰付げれまふが女日告は淘
lこ恐懐の至に惑へね失第であります。
陛下が御政務御多端に渉らぜられる御傍、各方面の御研究に御熱心で
わらぜらる弘事1"本書によっても明γ でありますが至尊さして帝図
画書館の蔵書ら御利用遊ぼされろ事1、長くも陛下の始めれまへる御
新例で、 国書館iこついての深き御理解のはご・も拝察され、賞事者とし
ては、淘に感激の至に描へまぜね。 新る融からいれしましても聖徳の
御一端ら窺u¥奉るこさが出来ゃうと忠ふのであります。
今日瞭古の御大典ら前iこして、瑞雲天に波リ、群誌地に溢れ、歎聾巷
に充ち満ちて、新日本の前途ゃ洋々 1:るものあるた思(1しむるのでありま
すが、異に昭和の新時代らして祭光あらしむる1:めにはわが図民ら挙げて
おのおの忌善の努力私、 天皇と同家と iこ捧ぐるた以て第一義さなすべき
ら痛切に感ずるものて;.d)リます。 本書l:t量的に1僅γに百三十銭頁の小
冊子iこ過を・まぜんが、言々句々悉く著者の敬皮なる信念γ ら出土もので、
なl:t昭治の霞民議本さして、 一般に緒績ぜられんこミも薦むる lこ跨踏ぜ
ざるものであります。
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聖徳を仰ぎてを讃む
紅秋山人
著者の性格に依り其著書の償債も定まるさ云ふべきもの.e思ふ。如
何に丈章が流麗であっても、 31:議論が如何に高尚であっても、其叙事が巧
致であっても、著者英人lこ尊敬すべき品性ら有ぜず、叉俸聞のま hゃ、想
像推量に依つ'仁筆ら取ること多き時(1、好し多く譲まれても、讃者。〉随
想に何色のも印象が洩らない、従って感化さか啓沃さか云ふこさも少し、。
宮内省御用掛の伯爵二夜芳徳氏1謹殿なる紳士で、皇室中心主義た高
鳴すろ人で、今上陛下の皇太子lこ御在しましナ:時御外遊の供奉員れる光
栄ら有し、叉常に陛下lこ近侍しれてまつり陛下の御動静ら斧するの機曾
多γ りし人である、 此人にして「聖徳ら仰ぎてjル著述ぜられ先づ以て
著者其人ら得れるら喜l'fずんばわらず。
本書取むろ庭(1第一篇今上陛下御幼年時代より筆ら起し、明治四十
一年四月御八歳の時畢習院初等科l二人皐遊ぼされ院長乃木大将が身ら捧
げて御教育に任じ給ふれが乃木た勝lこ濁しては院長関下さ呼l'fぜ給びれ
ることや、御~r.憶力の勝れさぜ給うれるこさや、御日記た幼少の頃から
お始めになっ1:こさや、事習院初等科御卒業後(1高輪御1r内に東宮御事
問所有?お設?になり東郷大将が御偉育掛さして御教育申し上げれこさや、
此時伐に陛下ι御進講者が日本歴史ら通じて最も御印象の深い事柄i1何
でございます旬、との御質問に到し、蒙古襲来の時lこ亀山上皇'!)，身ら以て
困難にイミはらんことら伊勢紳宮に御新願iこなつれ事でありますさ答へき
ぜられれことや、又杉浦重剛兵が御愛諦の章句1何でございますかさお
れづれ申しれところ 陛下iユ麓認の「日月無ニ忍照一Jでありますさ仰ぜら
れれ二となどら始め世間こ洩れ知られざる漂白 ν お話が載ぜられてある。
叉外遊中'1始終著者(1奉仕して局られたから数多き御盗事が掲げら
れてある中lこ就て大正十年五月十一日陛下が英哀ロンド y.ilj長の奉迎舎
に臨幸わらぜられれ時の陛下吃御態度(1ロy ドν市長の朗讃ぜる奉迎交
l こ撃すする御答能力f;員~Iこ音吐朗々としてし旬、も階調のある抑ぬら以て御演
説になり?こる数項た讃み我々も感激の念禁じ難〈涙ぐましく斧護ltこ全
巻百五十J'C._~以内の附誌と錐も陛下御聖徳のかずγす*陛下.御返獄、
皇后陛下の御近状等!こまたて簡易iこ明瞭i二誰iこも剣り易くし かも讃了して
深さ印象在留むるの雄大なる著書である。 第二篇にはこ琉伯の天皇さ L
ての御修養、古典た通じて観t:る民族理想、天皇;スメラミゴト〉ν 観念、
我民族古来の観念、自然人さして見奉るスメラミヨト、新日本の使命の論
設がある。本書'1園民教育の好資料とて愛護ぜらるべきは信じて疑(tざ
7 
る所である。著者が我々の欝敬するこ旋伯であろ丈にー暦に著書の民民
ル高むるこさミ忠ふ。
歴史教育〈二月挽〉
本書ら斧議lt:筆者1巻中心到る蕗iこ於いて幾度かさ!-yさ身のひ
きLまるか資え、まれ時iこはあっき涙ら流して昭和の御代らしろしめす我
が大君・の御聖徳ら青海原に上る初日の光ら見ろ如き光ら見る如き心地し
て仰ぎ奉つれ。
本書1筆ら、聖上陛下の御幼年時代に起し、御外遊中の御迭事、御近
状その1御聖徳、のかずかずら謹詑し、最後に天皇としての御修養、新日本
の使命等守主sぺられたものである。 例ヘロ陛下が航中猿に3討する御仁愛、
ロνドνのギルドホールに於げる立採な御態度、まれ日常の御聖徳中lこ
て御沈着に波らぜ給ふこさおきまりよく在らぜられ給ふこと、御精助i二
あらぜらあ、こさ、御孝心、御研究心‘震災常時の御仁発表、先帝御不例1(1
の御心勢等ル譲み奉れlt'、誠173ミれ多きこさの数々のみ多きが、しγ もこ
れらは何れも我等日常¢模範れるべ〈図民教育上一日も忘るべからざる
こさのなるら思ふものである。身浴歴史教育にゆt:れ、歴史ら教へて岡氏
教化ら(1. 't)、リ、以て君恩の蔦分がーにも報ぜんとする我等1、あまれくこ
の書ら設みまれ庭くこの書の讃まれんこさら計られl1:ならね。惑に筆者
1教育者のみならず、あまねく小号室校児童青少年国民lこー讃ル奨むろもの
である。
LIFE OF EMPEROR TOLD IN NEW BOOK 
-The ~αpαn Ad vertiser 
“In Praise of the Imperial Virtue，" (Seitoku wo Aogite，' published 
by the Hokuseido， isthe title of a very timely and enlightcning book 
by Count Y oshinori Futara which has been placed upon the market 
00 the eve of the Enthronement. It is not only an intimate biog-
raphy of the present Emperor， but a thorough presentation of the 
conception of the Emperor in the hearts and minds of the Japanese 
people. 
Though written primarily for the younger generation it is emi. 
nently readable because it throws new light on the persona1ity of the 
man who is now the leading figure in public interest throughout the 
world and shows his position as the focus of the national ideals of 
J apan. Count Futara has been in personal attendance upon the Em-
peror for many years and was one of the Imperial suite when the 
8 
Emperor, then Crown Prince, made his European tour several years 
ago. Much of the book is written from intimate knowledge of the 
Emperor's boyhood and every day life in later years. 
· The latter half of the book is devoted to the significance of the 
Emperor in the life of the Japanese nation. 
''It is regrettable that the true meaning of the Japanese Emperor is 
not fully appreciated even in this c )untry,'' said Count Futara in an 
interview with a representative of The Japan Advertiser yesterday. 
" From a philosophical point of view, Emperor in English, Em-
peror in French, and Imperatore in Italian, do not convey at all the 
. meaning of the Japanese 'Tenno.' These words are derived from the 
Latin word 'imperare, meaning to command. It was used during the 
Roman supremacy and later adopted by the countries of Europe. The 
names 'kaiser' and 'czar' likewise originated in 'Cresar.' The 
word 'monarch' in the English, French, and German language is 
composed of two Greek words meaning 'autocrat.' 
"In Japan the words 'Sum era Mikoto' have an entirely different 
meaning from the various terms denoting rulers in Europe. While 
the European conceptions imply a sovereign who rules by force, the 
Japanese conception of the 'Tenno' is a supreme being upheld by 
national faith. 'Sumera' is the honorary title signifying supreme 
goodness and beauty. 'Mikoto' has the significance of ' makoto' or 
truth. The 'Sumera Mikoto' implies the faith of the Japanese race 
who regard their ruler as a person of supreme goodness, beauty, and 
truth. 
'' From this consideration, the English word ' emperor' as applied 
to the Japanese ruler is utterly inadequate. In order to understand 
the significance of the Imperial Family it is necessary for foreigners 
to understand the Japanese people, their national life, and their 
national ideals." 
A further idea of Count Futara's book may be had from the 
various chapter headings which are: The Childhood of the Emperor, 
The Imperial Tour of Europe, The Virtue of the Emperor, Daily Life 
of the Emperor, Daily Life of the Empress, The Emperor and IIis 
Culture, The Ideal of the Japanese Race from the Classics, The 
Conception of Hu1er, The Emperor as a Natural Man, and Mission 
of the New Japan. 
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山崎 貞先生解鰐
l突ナショナル第二
iナショナル第三
讃本解程|守:師長
讃本解程l議明銭
|ナショナル第四讃本解程|長年長
Barne's New National Readers l:t米園出版の教科書で、 1-5
まであろ。 原舎の出版されれの(1約四十年前であるが今なほ盛ん
に米図で用ゐられてゐる。 我図でも二十年前の英語教科書i工殆ん
さ・本書に限られ、今日日本の英事者Itナジョナノレ.，) -!Fー に£って
英語の基本を築いれさ云っても過言ではな U、。 今日数多出版され
る中等墜校の英語教科書の大多政(1本書£り材料ル抜いれものが多
ゐ、のでわる。
濁皐者めれめにお薦めする真書さ云へlJ:本書らおいて他にない
のである。 弊堂i工此獄に於て描撃者のナ:めに上言巴の解搾書-ら編纂
しれものであって後昔、謬、註た最も詳しく L、恰も著者が自ら教壇
lこ立って英語入門の撃生に向って講義するやう、悉く噛んで含める
べコうに親切丁寧に説明しt:ものて;'J)る。而刀、L著者l:t斯界に於げる
一大権威1tJ-である勺・ら説明の明{渥な事(1他lこ類がない。しかも定f頁
(1他庖品iこ比L殆んさ.三分のーの廉償℃わる。
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(A B Cの讃み方から内容見本)(英のー 〉
文字の読み方
日本語には「いろはJ四十七文字あるが、英語には ab 
c二十六文字しかない、といふと大居教が少くてわけなく覚え
られきう冗が、共二十六文字の名前が、「し、Jrろ_JrはJなど
エ-{ピースイ-
Lいふ簡単明瞭なものでなくて、 a b c などはまだしい
タプJレユー
中には w など Lいふ恐ろしく長い名のついにのがある〉ら
頗る厄介である、併しし、くらむづかしくても高が二十六文字、
まづ文字の形と名前そ覚える事にしよう。筆記臆セ一々挿入し
て行くのはうるさいから省いて印航館だけを記す。
Aa は「エー」と引張って柊りが軽く「イ Jになるやう、即ち
「エーィ」といふやうな風に読む。只良直に「エー」と引張
・つにばかりではいけない‘併し叉「エ・イ J とはっきり二
音にわけては向いけない。
Bb は「ピーJ と良直.でよろしい。
Cc はよく「シーJと書くけれど本蛍は「シーJではない。
「ス」えと長く引張るとしまひが「クー」となるが‘ iスJと
いひかけてしまひがr-クーJにならすに「イー」になるや
わ即ち「スィーJ といふやうにし、へば此文字の讃み方に
なる。 これも「ス・-1.-_j と二音にならぬゃれ「ス 4一ー!
と一昔にし、はねばならぬ。
Dd は「デJといひかけて、しまいが「エー」にならないで
「ィー J になるやうにいふ、即ち「デ1-Jである。「f-J
や「ダーJにならぬゃう央々も注意を要す.
12 
くABCの護み方から内容見本)(其のこ〉
ムthisの「jkfJは the(7.: '{-)の時の様に舌端を上下の前
歯で噛んで設音するのであるo ムそれから rat(レァット);big 
(ピック);get (グヅト);this (ズィス〉等の「ト_JrグJrス」
は「りから「オJを削つに音‘「グJlス」から「クJを制つ
?ニ音である事会忘れてはならぬ。
〔意義コムgetは虞く「手ぞ入れる」といふ意で、「取るJ
( -貰ふj 1-買ふJ乃至は盗んで、も手に入れるのは皆 getといふ
て構はないのである、だから場合に臆じて都合のい L様に誇す
がよい。ムcanは外の動詞と結合して、「何々する事が出来るJ
'-f可々し能ふJ1何々する事を得J などいふ意味会なす語-。 ム
this は「ニオパが)Jとか「ζれLは)Jなど物な指しτいふ語。
;(1ス ..，~ ア ぜヅグ
This is a big 
これ((1) わるに一つのコ大きな
【謬〕是l1大きな鼠である。
レアヲト
rat. 
鼠くで〉
〔説明〕此文は第一課の Itis a dog.と同じ組立で、只 Itが
Thisに;dog が rat に鑓~， bigといふ語が一つ飴計に這
13 
ナショナ Jレ第二議本解穆内容見本
LESSON XXVII. 第=十七課
NEW WORDS. 薮語
bell [ペル]鈴
door [ドウア〕戸
pqll[ブ.Fレ]引く
dるe'tor[ドクター]瞥師
r1ng [リシグゴ鳴らす
f込'ther~~ [ファグァ犬]父の
loud [ラウド]高聾i二
morn'lng .[宅ー ユνゲ]朝
bed [ペッド]寝応
nine [ナイシ]九
????
」
?
」
?? ?
??
? ?
、、?
???????
THE SICK DOLIん
病 気の人形
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"Come， E'rank， let U~ play もha~ my doll 
凍れデシアンクよ 吾々をして遊ばしめ主 私。人形が病'
is sick， and you areぬedoctor. 
気であゐ事を そしてあなたが醤詣である(事を)
fathp.r's lon宍 coat and his も九1hat， 
父の長v、外套と彼の高ゃ帽子宮着け広さや
??
? ??
??
?，?? ?
???、 ?
?
?????
?
?ぁ
?
??????
???
rlngもhedoor 1>e1， just as the oocもordoes.'l 
戸のペルを鳴らしなさい 了度醤者がする様に
仁志;謬J r一寸今レァンク兄様、私の人形が病気で¥兄
様がお警者様だってことをして遊びませう。お兄様はお
交様の長外套を箸.高崎Jをかぶって、丁度お害者様カな
さる様に玄関のベソレをお鳴らしなさいなら!
(詮〕 本課lこ出て来ろ人物 FrankとMaryは兄と妹らしい
Vち其つもりで謬語ら附して置いナ:0 play that...... i-.. ..• 
t~. といよ、遊びかすろ..10 前にあっt:play balなe_"e比較ぜ工。
put onは何でも身につげろ事‘詑では coatゐ「著J、haもや
「γ ぷろ Jと南方へγ、ろ。 fa.ther'sの '6は[アポストロヲ4
ヱス]といって、所有絡のしろして¥「父Q:}J といふ「のj(こ蛍
ろ。lH:民主"つfather(1.勿論 ourfatherて・'1)ろが、自分の家族b
L、ふ日きは nlyとγourと3・た省くのが通例である。 dOOi' は
っちであるが、設では入口の戸の事1~."'!.J‘ら「支調..Je.詳しf:の
て・d)ろ。 justas the doctor doesの does{工 fl0gsの代用。
“o yes. sister， 
おう然り妹よ
When 1 riog the bel1， 
払がぺ1しを喰らす時に
for me." 
私の局に
工 wi11 be もhe docもor.
私が醤師にならう
Ann musもopenthe d∞，r， 
エァンが戸を関かねばならぬ
第三解鮮の講義法式は-}白鰭第二と向じいかf 内符見本
J 省略す
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LESSON XVIII. 第十八課
THE GIRAFFE OR CAJ¥IELOP ARl). 
限麟一名蛇豹
There are fe，v sights nl0re pleasing tluJ，u a 
herd of tall and gracefnl giraffes. 
【諜】 背の高叫すらりとしれ (graceful) ヂラヲの笠 (a
herd)程見て心博の好いものはタぃ (Theraare few sig h匂 nlore
pleasing) 
【述】 few{ま「少いJ 或は「殆んどなしJ と課す、之に反
し afewば「少しはあろ J と誇す、例:-This book has fiω 
faults (此本には誤謬がタい)といへlt御世誌になれど、 This
book has αfωfaults (<T 1__ば訣謬があろ)とい八l't非維の意
を含むn 類例:-There are many Engli~h books， but few 
good ones. (英語のオえは多いわ-:1.(、、のは今い). There are 
lna.ny English books， and αfωGernlan books. (英語の本が
津Ll、叉窃逸話の本も42しはあろ)、【形式 71】。 sight ば
「見ろ物J の意、場合に際じ、「みもの」「光景J 「名所_JC (偉)
毅J など誇すべきなり。 giraffe[ヂラヲ]ば支那人の所謂戯
麟に似7ころもの、一名を camelopard[ケァメラバード}と旬、ふ
ば、形 c:lnel(験段)に似て、皮に pard(豹jの如き斑勤め
ろを以てなり、依りに院豹と誇ぜり。
'Vith their heads reaclli.ng a heigh七offrom 
twelve to eighteen feet， they move abouもin
small herds onもheopen plains 01 Africa， eating 
the tender t，vigs and leaves ofぬemimosa and 
other trees. 
【謬】 十三乃至十入吠 (fronltwelve to eighteen feet)の高
きに主主すろ (reaching)顕を有し (wiもhtheir heads)，小群.をな
{て (inml1al herds) 阿弗手I}加の臓腎~ (on the open plains) 
俳術し(1l10veabout)，ξ モウザ及び{也の樹木の軟γな小枝
16 
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(tender twigs)突っ葉を食ふ.
【設】 open r打ち関げれる-'0 plain r平野-'0 eating= 
and ea.t と見て誇ぜり。 mimos~ [ミモウザ「或はマイモゥサ]
含差草(訴さ)の属。
The 18gB of a large 印iraffe al'e ft， bou七 nlue5'-':' "'.. LV ....LU...O'"" b 
feet long， and its neck nearly si玄 feet; ¥v hile 
its hody 111eaSUres only seven feet in length and 
slopes l'apidly lron1 the neck to the tail. 
【課】 大なろヂラヲの脚{ま長き凡九I~(ahout nine fet long)， 
其蛮ば殆んぎ (nearly)六択わる;伶ろ(二 (while)兵綱{工 (body)
長き僅勺‘七吠(lleasuresonly seyen fet in L:ngth)，そして頭
γ ら尾へ念に傾斜して屑ろ (slopBSrapldly). 
【笠】 measures r計りて見ろと・・・…わろー 1) only sev'en 
feet in length r長さは只七日尺あるはγ リJ。
The g・raむefnl appeal・ance of the girn丘b is 
increased hy the beaut.Y (f its skin， ¥，:アhichis 
orange 1・edin eolor :1nd n10ttled with dal'k spotS. 
【誇】 ヂラヲのタト貌の優美なろ事ぽ (graeeful appearanCt.~ ) 
其皮の美(二Lって増加ぜらろ (isincreased)，其皮ば (wl山h)色
ば (iI1color)樫紅色 (orangered)で黒い翌年黙があろ(llotled 
with dark spo私)・
【詮】 Thegraceful appearance is increased by...... 
r……あろが匁(二外貌の美が増す」η increa.se (ま[イングリー
ス〕と表音す、終の sは清音なり。 此反撃tr減すwろ」は de-
crease Lディグリース]0(is) mottled with dark spots (見
き貼で班にされて庇ろJコ
1 tslOl1g tail has a t the en d a tuf七 of もhick
hair "ァhichserves the purpose of keeping off 
the flies and stingil1g insects， 80 plentiful in the 
110七clinlateof .L¥.frica. 
【誇】 其長旬、尾{工基盤i三(atthe end)漂い毛の房(atuft of 
17 
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7ょっt:・げれrも親しさ二人の問の (betweenthe two friends)-
幸穏な関係ば何物も之を轡へろ事ば出来なγ つれ (nothing
ωuld change)，叉是以上 (nlore)満足しナこ愉快な家庭!ま (con-
もenteヨandcheerful household)何慮〈行っても (anywhere)
見つげる事ば出来ない位であっ7こ・
【詮】 made.…の主格は paintと ωmfortsとなり、即ち
「ペンキと設備とが古家を美しくしずこ=新ペシキ新設備の鴛に
古家が美しくなっ1:J、形式 13参照。 comfortsば心身を安
易ならしむる設備をいよ、。 charmingは「人の心を魅する様
1!. .Jと云ふ原意4り鴇じて、耀く「尖らしいj r美しい」など
の意{二用おらろ。
LESSON XXIX. 第二十九課
LOOKING FOR THE F_A_IRIES. 
妖精捜し
!'ve peeped in many a bluebell， 
And crept among the flowers， 
And hunted in the acorn CUpS， 
And in the woodland bowers; 
And shookもheyellow daffodils， 
And search'd the gardens round， 
A-Iooking forもheli ttle folk 
1 never， never found. 
【誇] 表[_ぱ津山のアリューぺ Fレの花を覗与込み(戸epeuin)" 
叉花の中を潜って歩いナこ (crep七 amongthe f!owers)，叉樫賓
(25)の盃(a∞rncups)の中。，森の茂み (wo吋landbowerδ)の
中を捜しれ (hunteu);それγ ら叉黄色の7ltfl由(yellowdaffodils) 
を擦がし (shook)，国々を隈な〈捜しまはつれ (search'd the 
ga.rdens round)，どうしてもどうしても見つγ らない (Inever，. 
18 
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never f'ound)小さい人主義を (li叫efolk)按きうとて (A-Iωking
ior). 
【詮】 此詩!工子供が fa.iri倒(前に屡説げろ事わり、人の形
しナごろ小さきもの、付fむ所にiりて花の精?オミの精など誇さ!て
或は営ちん〕を求むろとてさまぶびあろきし無邪気なろタ年時
代の阿想なり 。
bluebell 村械の類にて、背き鈴の形し7ころ花を開く。
acorn curs 樫賓(が)の殻の盃の形しすころものをいよ、~. bower 
は遁勿!樹の校予蔓な乞で作り 7ごろ圏亭をいへど、設にては樹
木が枝を突して茂り居る島の怠と見るぺし。 seg.rch'd=
searched. A-lookingばlookingと書くも同じ、類例:ーもogo 
a-Hshing=to go fishlng (釣に行く)、 togo a・hunting(織に行
< )、 togo a-b地 ting(対ー ト漕さやi三行く)等皆同じ。 A-looking
. . . は上の peped， crept， hunted， sflook， s伺 rched等に勺・、ろ
副詞旬、 即ち 「……を捜きうとて・・・・・・しすこ.Jo Iittle folk 
(=li此lepeople)とは iairiesの事をいよ、。
1¥ e linger'd til the SpもtingSlln 
Thre，v out a golden sheen， 
In hope to see a fairy tronpe 
Con1e dancing on the green ; 
And marveled that they did noもCOlne
To revel in the air， 
And ，vondered if they slepも， and where 
Their hiding places wel~e. 
【誇】 妖精(ジ)の群が (afairy troupe)絡の野を繰り乍ち
亦.ろ (conledancing on the green)のが見えろ勺=と思って (In
hope ω800)，夕陽ザ (these抗ingsun) 黄合(γ)のキりを
(golden sheet】)放っ (th陀 W out)迄さま工ってfil:事もあろ
(I've Hnger'd); そして彼等が突っつて来て空中で犬騒ぎを仁て
遊l!ないのを(もhatthe~ did not∞nle To revel in the a.ir) 
不思議に忠つ?: (marveled)，彼等{ま眠Jって尽ろのγ(ifthey 
sl~pt)，叉彼等の墜包場笠 (hiding plaω) は何怠なのγk
(where...…we問)あQ しんt:-(wondered). 
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ム お伽噺
定償各登国廿銭
(三版〉
〈送料各六銭〉
世界童話界の雨大閥ともいよ、ぺきゲ，)ム及ぴアンデルセユ/のお伽噺の
中γ ら最も傑作さされて居ろもの数編宛ら惇ぴ各一冊として課誌や附
L、中撃三、問、五年程度の皐主諸君の座右に倣へるやう上品で流暢な
謬丈と親切な乳搾ら附しれるものはこの雨書であります。アシノデルセ
ン，l工丁抹人、グ 'Jム兄弟{1瀦透人でありますが、此の人々のお伽噺(1殆
んご.凡ての閣議に献課され、世界中の少年少女の伶侶さなって尽りま
す。併し何れも率に小さな子供が讃んで面白いとし、ふIf勺・りでな〈、
義術閉まの登ぅ・な丈与さ上の作lZとしても低値あるもので、中準以上の青
年諸君がお讃みになってし極めて味ひの深いものであリます。
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山崎貞先生諜註
新イーソップ物語解穂
最雲形設定健一国廿接議八銭
Asop (1西暦紀元前 620年頃ギ')yヤiこ生れれ奴
隷であつれが、その非凡のオ能や主人に認められて
自由も輿へられ、諸岡ら漫遊Lて、王様。賢人の需
(新刊) 1二際じ得意の寓話似て入浴教へ喜l'fぜれと云ふ
こさである。ィーソップ牧:誇(1世界の格言の涼さすよ
ってゐろ。まれ日常の舎話にも常に常用されるのである。有も英語ら
墜ぶものは勿論、議人も一度(1積まねばならねものである。本書は最も
やさ l~ 、英文で書き直し、それに謬丈と詳誌も添ヘナ:中毒さ二、三年生の
座右の名書である。〈教科書に共遺す〉
山崎貞先生課註
Fifty Famous Stories新解緯
(34版)霊炉設定{貫一国五十銭喜八銭
“Fifty Famous Stories" l t米人JamesBaldwin 
氏の筆になり、五十の有名な物語ら集めれものであ
る。其材料(1正史に出づるものと、停設lこよるもの
さわり、物語の種類い或は壮烈、或(1悲痛、是(1優雅
に、彼は滑稽、極めて鐙化に富んで居ろが、何れ L古
来人口lこ槍炎ぜるもので、書籍にも御話にも常iこ引
用され、従て英語ら撃ぷ者l1是非一通り知って置γ
ねばならね僚なものl1:'1)~りである、のみならず、元々
少年少女の讃み物さして綴られれものであるγ ら、
丈績が極めて簡潔平明で英語初撃者の伴侶さして最も好通常〉書である。
本書{:t濁習者の鴛にするものである勺台、解し易きら主眼とし、出
来得る限りの逐語縛ら施L、注意、すぺ空語句構文等i工註の巾に詳説L
1:。本書ら熟議ぜli進んで程度の高い英文守護む上lこも、叉自ら英文ら
綴るよlこも、盆する底力f砂くなし、と信ずる。く教科書lζ共湿す〉
之8
〈やさしい英語の
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DICK WH ITTINOTON 
盟川， n1any years ago 伽 eIived in 
a litle English village an orphan 
lad named Dick Whittington. He had no 
friencls， so he made up his mind to go to 
London. 
2. H e put al he Ilad in to a bundle， 
and set off to ¥valk to the big city. 
3. When he got on to the ro‘lcl， he 
met a 111an ，vIth a cart and four horses. 
4・ “Please，sir，" said Dick， " can 
1. Many， rnany years ago f幾年も畿年も前にjコ B必;listE
(1 Englandの形・向調「英国のJ;， '1lIage Cグィ'ヅヂ)r村j。
orphao (すーアァν)i孤児Jo Isd ( . boy) r少年j、是に
劉すち「タ女JI lass C -girl) 0 80 fそれ故iこJfそ二でj。
made up his gJlo1 f伎の心待定めれ=決心しf:J。
2. aU he bad (1 al の失lこthat ごし、ふ誘年置いて見
る、 liPち[彼が持って腐れ凡ての効た=有ワ?こげの所有品
ルJ;， bundle r I!lみJo sel off r出かげ1:J.set ，工硯在も過
去も同じ形だが、技1勿論過去である。 theblg c'ty さは
即ち Londonの事、挫の the ごいA、総lこは{今述べれAJ
まいA、様な怠ら含んで居る.
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お伽噺内容見本〉
-
iJj~ 物 き1tロ
す?っ王、ずつ日英吉利の或別、3な村氏
ディ yク;-1;クィ yアィントンといふ名前
の一人の孤児の少午が居 bました。デイ少.グ
みよリ
は一人も身寄があ bませんでしたからロン
ドyへ出ょうと心ど含め弐した。
2. Cそ乙で) 有ちったけの物を一つの包
みにし℃、兵大3な郁へ歩い℃行かラと il
かけましアとョ
3. 往還¥出7ごと之ろで、デイクグは四頭
立の荷馬車を引いた男に逢u¥ました。
を雪r
4. r もし、ノ}、父~A..、ロンドシへ行く泣
戸、_..、、，画、ー〆同、、. d同-..-、
3. got 00 t{)..…r ...…迄主主 lt: J with 1 r 伊J~~持
町て居ろ j さか「何~，~伶れ℃居る j さか』式、意味i こ月}ゐ
Z、 例 :-aman with a high nose (高』、鼻ら持って杭ろ人
目鼻の高い人). a man wt"h a horse (.Ui 'e曳いてだ;る人〉。
n c8rt and four l:orses ("1 r-つの車三四鼠の馬jではない
[凶E民政の荷車:Jの事であろ。
4. Please， 81r ("1丁寧に人f~ 1J'1びかげる時用おろ言葉で.
f何卒 iさいよ;怠味l1なも、、 i~ l、わな1:J位に常る、 t生
徒þ~ ;，~生ら nJU¥かげるaをなご.，こもJlb言・ 1実~~ flωる. ca~ 
25 
"It sounds like glass-bells," said the lord-in-
waiting, "and look how her little throat is working! 
It is surprising that we never heard her before ! She 
will have great success at court." 
2 1. " Shall I sing once n1ore before the em-
peror? " asked the nightingale, who thought the 
en1peror was there. 
" My sweet littl~ nightingale," said the lord-in-
waiting, " I have the pleasure to invite you to a . court 
assernbly this evening, at which you will enchant 
his Imperial l\1ajesty with your delightful song." 
" It is best when heard in the greenwood," said 
the nightingale ; still she went willingly, on hearing 
the emperor wished it. 
22. The preparations in the palace were magnifi-
cent. The walls and the floor, both of porcelain, 
were shining in the light of several thousand gold 
lamps; the rarest flowers, which had a right to ring . 
their bells, \vere placed in the passages. vVhat with 
the running to and fro, and the draught, there was 
such a jingling of bells that one could scarcely hear 
oneself speak. 
23. In the middle of the state-room where the 
en1peror sat, there was a golden perch for the 
nightingale. The whole court was present, and the 
26 
内 容 見 本)
「きながら柏、子の鎮の音の様ぢや。あの小さな咽喉の動
のど
き振を御覧じろ。 今迄あれぞ聞いた事がなかっナことは驚
き入った事である。御前へ出ても吃度面白を施すであら
う」と侍従が申しましナこ。
21. rもう一度御前で歌ふので御座いますか」と鷲が
尋ねましずこ。鴬は今迄陛下が共庭に御出での事と息。て
居たのです。
「こりゃ、やさしし、鷲ゃ、今晩そなずこを宮中の宴舎に招
待致し度 く20) gracious Cク・レー ィジャユコ「慈悲、深きJowishes you 
o sing rお前に歌って貰(}皮いさ仰やる Jowith the greatest 
感に入つpleasure!の前に 1will do soの女日以句時って見るべきも
h ド の、「喜んで左様致Lまぜう J ミ快誌の意、た表す、軽く with
「私のpleasure!さもし、ふ。 exquisitely-= very beautifully. it was a 
すJと鴬delightto hear her rそれら聞くのは愉快であつれ」さいよ、意、
喜んで参delightful さし、ふ形容詞ら用ゐるぺき良か adelight ミ名詞ら
用ゐて意味た強めれのである。 wiI1have great success r大成
22. 功ら得るであろうJ。
(21) 1 have the pleasure to invite you rお前か招くの
め壁や床ゆかた喜ばしく思ふJさし、ふ程の意、 pleasureた honourに受へれ
のある珍1:、 i汝ら招待するの光幾ら有すJrあなれた招くのか名響さ思
ふJr何卒御光来下さし、Jい、ふ意になる。 assemblyr集舎J、蕊'J歩くの では宴合。 youwiII enchant …… は wiII you <please) 
の鴬仁、 enchant…・・?ぃ、ふ依頼の費形さ見てよい、即ち「陛下ル菩lt
ぜて貰0¥1支いJさいふ窓、 enchant( =charm) (1悦惚れらしむ
23. ろ意。when(it is) heard in.. ...さ補って見s.0， stil rさうは
の棲り木いつれもの.).Jo on hearing the emp町 orwished it =when 
とま she heard that the emperor whished it. 
あの小娘
人22) rarest (レア¥/7-、トコ「最も珍奇なJowhat with the 
running to and fro， and (what with) the draught rあちこ
ち騒げ歩くのやら、隙間風やらでJ鈴がゆれて鳴るさし、ふ原因ら
示すO 類例:-What 'With teaching， and whαt with wri ting， 
n1y time is wholly taken up.く教へ?こり書いれりで手一杯t:")(J
one could scarcely hear oneself speak r人が自ら物し、ふり屯
27 
A SUDDEN SHOWER 
I 
I 
I 
I . 
It really is remarkable, the sky is clear and 
bright, 
And yet it's raining, pouring; that surely can't 
be right. 
Above is fair as fair can be 
And not a cloud in sight. 
28 
内俄
~ 
今:r
か
見 本〉
雨
ほんとにど甘かしい，ぞかしいぞ!
空は晴れて雨 ふる.
まったくこれはそか乙いね!
安は上天気
雲もない.
Sudden ('S.Adn). 急すよ・
Shower ('Jaua). にわか爾.
Remarkable. めづら Lい事.
Sky. 空.
Clear. 晴れれる.
Bright (brait). 目青々 さl1:ろ.
And yet. それにのに.
It's=it is. 
Ies raining. 雨が降ってゐろ.
天気具合の時 it込用おて，
it is fine (も、 h天然fご)，
it is warm (唆ぃ天気?っ，
i t issnowing (雪が降って居ろ)など云ふ
Pouring. しのつく弔う iこ降る.
That surely can't be right. 縫γに正 L~ 、事ぢゃない， ε・ぅ γして
ゐる. can't be '1， fltJ々 であり1;'ない.
Above is fair as fair can be. 空私見ればよく晴れて居る.
Not a cloud in sight = Not a cloud is in sight. 
乙9
く事fffーソップ物語解縛内容見本〉
Asop's Fables 
イーソァブ物語解理
一一一辺見ぐ一一
1. The Dog and the Image 
犬とその影
A dog once stole a piece of meat out of a 
butcher's shop and ran ofI with it. Before he 
had gone far he carne to a narrow wooden 
bridge over a strearn. As he was crossing the 
bridge， he looked down and saw his own Ilnage 
in the water. 
きれ
[誇] 或時一疋の犬が肉屋の底から肉ぞ一片かりばら
くは
ひ，それぞ脚へて逃け出しました. 間もなく犬は，或河
にかけに狭い木橋の庭へ来ました. 犬が共橋を渡って居
る時に下を児ると，水中に自分の影が見えましナニ.
~ stole (ストウルコiヱstealCスティールコ〈盗もつの過去.
a piece [ピー スユ ofmeat (一片の肉)l t， a cu p of tea (一杯
の茶〉など h同類句. meat r獣肉J. butcher (プッチャコ「屠
獣者Jr肉屋J. shop r応J. ran 00: with it rそれた持って
Lくはへて〉逃げ去っナこJ・ before he had gone far r彼が遠く
行った前に=遠く行かぬうちに=間もなく J・ wooden Cウ
ドゥン)r木製のJ. bridge Cプー リッヂユ「橋J・ over a stream 
finJlこかげた L橋)J・ Iooked down and saw…「下た見て.. . 
た見大Jr下た見ると…が見えれJ. image (イミッヂユ「影像J・
30 
く71フティ.フェ1vス鮪緯内容見本〉
20. Years pa55ed by， and three boys had grown 
up to be nlen. King William lay upon his death-
bed， and again he thought ofwhat would beco.me of 
his sons when he was gone. Then he renlembered 
what the wise men had told him; and 50 he 
declared that Robert should have the lands which 
he held in France， that William should be the King 
of England， and that Henry should have no land at 
aU， but only a chest of gold. 
{誇]歳月流れて、三人の王子もいつしか成人ぜられれ。
キリアム玉は臨終の床に横はって、再び我がなき後三人
の子は如何になり行くやと思ひめぐらされれ。其時王は
賢人蓬の申し上けに事を思ひ出された、そこで玉は、ロパ
ートには予ヵ悌蘭西に於て領有せし土地会得さすべく、
ヰリアムには英図の王位ぞ譲るべく、ヘンリにはをく土
地ぞ奥へ歩、して、只一箱の黄金えと得さすべしと仰せ出さ
れれ。
阪~ Years passed by r幾年も過ぎ去っ1:J、yearsの如く皐
iこ複数ら用ゐて manyの意ル含ますこさら不定複数といよ、、
類例:争Agesago. く幾伐の昔下。 hadgrown up to be rnen 
「成長して一人前の人さなつれ」、 growup l1 r成長するJ事、 to
be t1結果たし、ふ Infinitiveなり、類例:-Hegreω-up to be a 
fine youth = he grew up and became a fine youth. (彼{1成長
Lて立添な青年になっ1:)0He rose， step by step， tobe a generaL 
く彼(1一歩一歩iこ昇って大将さなつれ)0'he thought of what... -
he thought，“What wilI become of my sons when 1 am gone ?" 
さ直して見よ。 whatwiU become of..? '1 r是γ ら先どうな
る1ごらう Jさ未来の運命、即ち成行売台関ょ、、之lこ濁して「ε・う
なつれらうJミ過去の運命存関ふlこは whathas become of..? 
ら用ゐる、例:ー…es…… ら家11挨矢 i♂1 芯ど.うなる t~ごらうの〉。
1 have seen nothing of Katayama lately， whαt hαs become 
of him， 1 wonder? (近頃片山に一寸も逢(1んが、ご.う
してしまつれかしらん〉。
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受アヌ
最新刊
ピヤンナイフ解緯
山崎貞先生新著
絵入美本
新活字二百七十頁
上製美本定債一国二十銭
送料六銭
“Arabian Nights' Entertainments，" に背アラビア
の宮廷で、美しいオ援I~ ; 年・夜王様にお話し中上げ t:物
語さいよ、ミころからしてつげれ名前であって東洋諸闘
の物語ら集めれものであります。
原文I!中撃三四年の英語副議本と Lて各地の中等誌撃
校で教科書さして盛んに用ゐられてゐるもので英語ら
与さぶもの弘一度 1積んでおγなけれ1!"ならぬものであ
ります。 本書(1原文に加ふるに著者・濁待の名謬と懇切
な註符=も添へれものであります。〈次に内容ら示す)
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「アラピアシ・ナイツ解穣J内容鬼木 〈其のー 〉
( 19 ) 
22 Ali Baba took Morgiana aside and spoke 
secretly to her. ' Y our master has been killed 
by robbers and cut into pieces，' he said，‘but 
no one must know about it. Thinlc therefore 
of some plan to keep it secret.' For he knew 
what a clever girl Morgiana was. 
[謬]アーリ・バーバはモーギアナをわきへ呼んでこっ
そり話しました. rお前の家の旦那は盗賊に殺され，づ歩士
一歩、?こに切りきざまれてしまった，ずさがそんな事を人に知
られてはいけない. tごから何かこの事を内密にして置く
訟を考へてくれJ といひまし?二 くかういふ相談をかけ
れといふのは〉モーギアナがどんなに怜例な女の子かと
いふ事ぞアーリが知って居?こからです.
訴~ took Morgiana aside 内所読もする震に「毛ーギアナ
らわきへつれて行つ1:J・noone must know about it r諜も
その事に就いて知つてはならぬj さは， 誌にも知られて('1なら
おさいよ、事. Think of some plan to keep it secret rそれ
ら秘密にして置〈ぺき伊1"O~案ら考へてくれ J・ therefore r tごγ
らJ.For r奴隷なさ・にこんな相談らγtj1:わけはJ・ he knew 
what a clever girl Mogiana was r屯ーギアナがご・んなに怜
仰!なタ女である力、正いふら知って局1:Jミ1'1， he knew that 
Morgiana was a very clever girlさし、ふに等し.
23. Then he went into the house and told 
Cassim's wife the sad news. 
‘Do not grieve，' he said ;‘you shall come and 
1ive with me and my wife and share al our 
treasure. Only we must be careful that no one 
guesses our secret.' 
So they unloaded the pieces of Cassim， and 
33 
〈英の二〉
( 20 ) 
told al the neighbours that he had died sud-
denly in the night. 
[誇]それカ、らアーリ・パーパは家へ這入Jってナャスィム
め妻に悲しい知らせを告けました.
「おなけきなさいますな，私の家へ来て私や家内と一
緒に暮し，私達の財産そ一緒にお使ひなさい. 75が私-遠
の秘密々設も気がつかない様に気をつけなくてはなりま
せんJ といひましナご.
そこで皆はタセスィムの屍骸を(嘘烏から〉おろし，近所
の人達には夜中に急:死したといひふらしました.
説話戸 neW8r知らぜJ11.-、つも複費支形. grieve r培、LむJ.
you shallの如く二人稼l二shallら用ぴるのは，裏面に 1wiU 
の意ら含む， you shall come and Uve with u8=1 will let 
you come and live with us. 即ち 「な遠の家へ来て一緒iこ暮
さぜて上げるJミー 、ふ意. (you shall) share all our treasure 
= 1 will let you share a1 our tre鎚 urer凡て私達の財賓ゃあ
なt:lこ使はぜるJ. share '1 r分つJr共l二するJ意. 例:-T(}
share a feast (御風走lこわづ旬、る); to share one's joys (喜
ぴら分つ，喜びか共lこする). Only ，-r r只Jの怠から「位Jの
窓になる. be careful = take care r注意するJ. guess r察す
るJ.unload (-r穣んに荷らおろす事. nei~hbourlJ rネイバメユ
「近隣の人々ふ
24. Then Morgiana went to an old cobbler 
who lived some distance off， and begged hIln 
to come with her， and bring his needles and 
thread with him. ‘Your work must be secret，' 
she said，‘and 1 must blindfold you before 1 
lead you to the house.' 
34 
く其の三〉
( 21 ) 
I3翠]それからそーギアナは少し離れた鹿に住んで居る
年寄の靴直しの庭へ行き，針と糸を持って一緒に来てく
れと顧みましナご.r仕事は秘密にして貰はなくてはなりま
せんから，お前さんそ眼かくし Lてから家へつれt行か
なくちゃなりませんJ とモーギアナカ九、ひました.
艇ij=-cobbler (1 r靴直しJ である. 新Lい靴も作る人l1
shoemaker である. some distance off r少し離れれ4に占
bring …… with him r……ら携帯するJ・類例:-Itook my 
umbrella with me. (傘ル持ってそ子つれ). Bring your brother 
u'i~h you. (弟さんらつれておいでなさい).1 m ust blindfold 
you before 1 lead you to ……「お前払……へ案内する前日
お前ら眼γ<L ~なげればならぬJ・
25. At first the old cobbler refused， but when 
~1:orgiana slipped a piece of gold into his hand， 
he let himself be blindfolded and led to Cassim's 
house. Then Morgiana bade him sew together 
the pieces of her master's body， and he did it 
so neatly that no one could see the joins. 
Then she again blindfolded him and led him 
home. 
[誇]初めは靴直しのお爺さんはいやだといひましずこ
が，モーギアナが金貨を--0握らせると，く承知して)，限
かくしぞされてクャスィムの家へ伴れて行かれましすこ. そ
こでモーギアナは主人の屍骸のバラバラになったのを靴
直しに縫ひ合させましたが，大居上手に縫ったので誰が見
ても縫ひ目がわかりませんでしれ. それからそーギアナ
は再び靴直しに限かくしをして家へつれて館つτやりま
しナこ.
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New Holiday Companions 
皐習院教授山田巌先生著
会五冊 各舟定償廿銭 送料各二銭
一年用 253会思議1ぞ於弘司普請でき雪?1;
二年用 Asop'sFables， Whittington and 
His Cat. 
三年用 Arabian Nights Entertainments 
(Aladin and the l¥1agic Lamp) 
四年用 BiographicalStories (Samuel Johnson) 
五年用 TwiceTold Tales (David Swan) 
The Summer-Reading Series 
撃習院教授山田巌先生著
各既定償二十銭 送料各二銭
三年程度 TomThumb 
婚指のやうな小さい人間が或l~ 草蔭1: 、或ろ時は粉
鉢の中に居て、いろいろの面白い活劇ら演じます。
四年程度 TheTinder-Book 
アミノダーセ〆の{築作であります。
同 TheMerchant of Venice and 
Other Stories 
同;誌記~:: Select Readings from La~州io Hωn 
五年程度 RipVan Winkle 
我浦島太郎に似通つナ:無邪気なお話で米文豪
Washington lrvingの傑作であります。
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(HOLIDAY COMPANIONS 
l!oLIDA Y CcMP ANION 
A Be!l for the Cat. 
1. A little bt·own IUOtlse ran to 
her 1nothe1· as fast as she could go. 
'' Oh, mothe1· dea1·, I ain afi·aid ! '' 
she cried. ''A big gt·ay cat 1·a11 after 
llle and alinost caught :me ! '' 
2. Then tl1e mother rnotise called 
tbe othe1· Inice to he1· hotne unde1· the 
floor~. 
3. '' Tl1e time has con1e fo1· us to 
talk abot1t tl1e big gray cat,'' she 
said. " He ran after my little mouse 
and almost caught he1·.'' 
4. " 'V e must think of a \vay to 
get rid of him,'' said an old mouse. 
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No.2.内然見本〉
A EELL FOR THE CAT t5 
bellr鈴Jo A Bell for the Ca.t r舗に附げる鈴J。
(1) brown (プらウシ)r築褐色のJo Oh (おウ)rぁ、Jo dear 
(で4ア)r大事なJo mother dea.r rヰーお母さ主」。親愛の怠も表す呼
掛の語。 afraid(アフれイド)r恐れてJo am afraid r怖い.10 gray 
(グ・れイ )r鼠色のJo after r の後(~)に.10 ra.n a.fter me rなら追っγ
げt:.10 a.lmost (お-fV噂ウ λ ト)r殆どJo ca.ught (こート)は ~tch
fつγ まへるJの過去。 叫mos色ca.ughtrもう少しの蕗でつγ まへγげ
?、.10
(2 mother mou飴「母親の二十日鼠Jo ca.l1ed r呼ん1:.J。此昆で
は「呼び集め1:Jo floor (ブろー )r床J。
(3) The time has come for us句・・…・「吾々が……すぺき時が来
1: Jo toの附い?こ態調の前l二forの附い?こ名前伊代名詞があろ渇合lこは、
芸名詞叉は代名詞乍「......がJ と課す。類例:-It is bad for youωdo 
so. r君~~さうするのは悪いJo ta.lk (とーグ)a.bout...... a……の(事i二
dついて)話与すろJo
(4) think of.…・ r."..~思びつ~Jo way r方法Jo ge色 rid
<)f.….. r…・・・与除く Jr...." と云ふ厄介ものもな~ t!，すJo
，・ー
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2 SELECT READINGS FROM LAFCADIO HEARN 
The Story of Mimi-nashi-Hoichi 
More than seven hundred years ago, at Danno-ura, 
in the Straits of Shimonoseki, was fought the last 
battle of the long contest between the Heike, or Taira 
clan, and the Genji, or Minamoto clan. There the Heike 
fi perished utterly, with their women and children, and 
their infant emperor likewise-now remembered as Antoku 
Ten no. And that sea and shore have been haunted for 
seven hundred years .... Elsewhere I told you about the 
strange crabs found there, called Heike crabs, which have 
10 human faces on their backs, and are said to be the spirits 
of Heike warriors. But there are many strange things to 
be seen and heard along that coast. On dark nights 
thousands of ghostly fires hover about the beach, or flit 
above the waves,-pale lights which fishermen call Oni-bi, 
15 or demon-fires; and, whenever the winds are up, a sound 
of great shouting comes from that sea, like a clamour of 
battle. 
In former years the Heike were much more rest-
less than they now are. They would rise about ships 
20 passing in the night, and try to sink them ; and at all 
times they would watch for swimmers, to pull them down. 
It was in order to appease those dead that the Buddhist 
temple, Amidaji, was built at Akamagaseki. A cemetery 
40 
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also was made close by， near the beach; and ¥vithin it 
were set up monuments inscribed with the names of the 25 
drowned emperor and of his great vassals; and Buddhist 
services were regularly performed there， on behalf of the 
耳無し芳ーの話-
母音字の上t二・・を附せるは、其母音字は其前の母音字と濁立させ℃ハツキリ
I!音するの充、二重母音になっ℃庖・るのではない、と云ム事を示す印@
(1-7) Straits r海峡Jowas foughtの主語は其次の theIast 
battle以下。「戦関与するJ二とらfighta battleと云ふ。例:-When
was the battle fought? r其戦闘は何時あったかJo contest r争Jo
or r即ち.Jo clan r一門Jo perish I滅ぴるJo infant emperor r幼
帝Jo likewise = too. now remembered as……「今……として
記憶されて居ろ〈幼帝)J。
(7-17) be haunted Ch5:ntid] r幽霊lこ悩まされるJr怨霊の
崇りがあるJ。 例:-This house is hαuηted. r此家には幽霊が出
るJoElsewhere同じく Hearn氏の筆になる“Kotto""骨董〉中
lこ卒家蟹の話あリ。 (whichare) found there r英危lこ産するく卒家
蟹)Jo (which are) to be seen = which can be seen. ghostly 
CgoustliJ fires r幽霊堂(の〉火Jo hover (hλva] I俳御するJo lit 
fチラチラ飛ぶJo up「高<Jo clamour Ckhema J r騒ゲ」。
(18-2:) In former years I以前にはJo restless f(浮ばれ
ないので〉落著かねJo rise r現はれるJo passing r遇ろく加)J.:> 
at al times r絶えずJowatch for I待構へるJo It l工次行の that
以下た受(0 appease (api:zJ r宥めるJo dead r死者〈の霧)J。
cemetery r慕地Jo close by r附近iこJo were set up r建てられ穴j
の主語l:(~えの monuments r墓碑J:) (which were) inscribed with 
. r(……の名た〉刻んたく墓碑)Jo great vassal Cvasal] r歴
セの区下Jo Buddhist services r法舎Jo on behalf of rの傍iこJ。
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送定約最j
料望号新;
間五形j
λ1ft・十上j
銭緩買製;
訂正改版
忽穴版
山崎貞先生著
構文研究
新英文法の根底か ら
本書(1品詞論即ち単語の説明ら主ミ Lすよいで構女論
即ち交の憐迭の解説ら主とし?ございよ、裁が新Lぃ試
みであります。 極めて2po易に講話慢で説明してあリ
ますから初筆者lこも決して難解の恐れはありまぜん、
叉主主ん7ご修筆者も本書ら讃め(f、 むづγ しい皐請や
女句{f'f)-り知って居て英文の根本ら知らないさいふ
誹ら菟かれる事が出来ます。
初事者諸君! 諸君陀研究に礎資なる恨底なら Lめん
がれめに本書Il..お讃みなさし、。
上級生諸君!諸君が今まで蓄積されれる知識ら整理
L、分類し、系統的ならしめんがにめi二本書らお讃み
す五さい。
花園策定先生著
審会英作文の根底か ら
忽五版野晶諸定債一国三十銭義人銭
本書(1著者が多年英字新聞記者さしての経験ら傾倒して英作文iこ封ず
る研究態度ら示しf: 弘のに。最初の練習篇 l"t、ピアノ~練習本より思び
ついれもので、毎朝之ら全部音讃ずる二とが要求される。著者か宮心し
れの(1表現の形式である。思想はその形の中に盛られるのである。入
拳試験凋題l二ついて、作文、議讃、丈法、合話、疎習各方面£り研究らまさ
めて居る。公式三百、添削寅倒の如き、何れも直ちに寅際の活用ら可能
にする。此の一冊iこよりて讃者諸君の作文カil百倍ずるさいっても過
言ではない。一一著者 〈一月頃雲行〉
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花園策定先生著
英文法の輪郭
Oulline 0/εnglish Grα'mmar 
第十五版君主主空語定償ー剛凌喜八銭
??
??
英文法は六クしし、片苦しいものと足、ふ人は本書
を讃み給へo どの頁を聞けてもスラスラと面白
く知ら字、議ら下、のうちに英文法を舎得せしむる
やうに書いてある。
本書は「英文法の先生J1e全部訂正増補改版し
たものであって全図到る庭の中撃三、四年生の
指定書として盛に譲まれてゐる。
??????
??
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-- 80 ー
て諸君は草純現在は乞んな形ぞして居るかは既に御承知
の筈であるが，念の魚改めて申さうなら，単純現在は動
詞の原形を共催用ゐるのである. 但し主語が三人格車数
であれば動詞の語尾に・s或は・esや附けるといふ事は
fi 70に述ぺた. それから beといふ動詞に限って人稀
に従って 1am; you are; he， she， itis; they are 
など愛化する事も S69に述べ寸こ.
115 形はこれでわかったが，次に意味に移って，皐純現在
はどう U、時間の関係を表はすか. 名前が現在だから勿論
現在日の前で行はれて居る動作を表はすものと諸君は思
ふ光らうが，震はさうでない. 名前が「現在J であり乍
ら，現在の動作令表はさぬといふのは甚だけしからぬ次
第であるが， }::'うも仕方がない. それなら何を表はすか
といふに，単純現在は現在の獄態若くは現在の習慣的動
作ぞ表はすものである.
一概に動詞といっても，皆勤作を表はすものではない.
例へば Heis a student (彼は事生である〉の isは動作
を去はしては居らぬ. 之は玖態の動詞とでもいふべきも
のである. 悶様に Hehas a high nose (彼は高き鼻
を所有す一一彼は鼻が高Uつの has も動作とはいへぬ，
矢張紙態の動詞である.
それでJ獄態動詞の草純現在は現在の成態を表はすと
いふ事になる.此類に属する動詞の例を二三暴けτ泣
かう.
He is a good student. 
=彼l1Lい生徒fご.
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He is very diligent. 
=彼l工大暦勉強f.
1 have many English books. 
ーな'1津山英語の本た持って居る.
My brother knows French. 
=なの兄，1.プラ νス語ら知って居る.
1 remember him well. 
志ー[.，1.絞ら£く覚えて居ろ.
116 共に動作を表はす動詞の草純現在は現在の習慣的動作
を表はすものである. 伊jへば， He rises earlyく彼は早
く起きる〉の risesは草純現在であるが，之は今現に起
きる所ナごといふ意味ではない. その人が早起きの習慣で，
毎日早く起きる事を示すのである. 習慣的動作といふ事
は只一回の動作でなく幾度も繰り返される事そいふので
ある. He rises earlyといふ事は決して一度行け早起
きする事ではないJ 毎朝早く起きる事である. いひ直
せば Heis an early riserく彼は早起の人である〉と
いふ事になる. 習慣的に繰返される動作といふものは一
歩進むと人の性格を表はす，例へば Hetels liesく彼は
嘘を吐く〉といふ事は共人が一度だり嘘をつくのでない.
いつも嘘ぞっく，即ち嘘つきの常習犯で，いひ直せば He
is a liar (彼は嘘言者なり〉といふ立波くわな人格者ナこ
る事を示す. 又少し考へ方を愛へて見ると，繰返される
劃作は塾の巧拙などを表はす事になる.例へば， He 
swims well (彼はよく泳くワといへば Heis a good 
swimmer (彼は上手な泳ぎ手である〉 といふ事になる.
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猶吹に職業を表はす事になる. 例へば Heteaches 
English く彼は英語そ教へる〉といへば毎日事校へ通っ
て英語を教へる事で， He is a teacher of English 
〈紋は英語の教師だ〉といふ事になる. もう一歩進んで
習慣が極度に規則的になると翼連になる.例へば The
sun rises in the east く太陽は束に昇る〉といふのは
太陽が毎日東から出るので，之は永久不獲の真理といふ
事が出来る. 今迄述べ了こ所を下に列挙して見ょう，
He rises early. 
J =彼l-t早〈起きる一一早起だ.
習慣:-iI He drinks much wine. 
性格:-，
巧拙:-)
職業:ー
early Cアーリ〕
word Cワー ド1
He keeps his word. 
=彼i工言葉ら守る一一堅い人?ご.
He tells lies. 
=彼1嘘ら吐く一一j遺言家f.
He swims well. 
=彼(1L <泳ぐ一一泳ぎの名人fご.
He 'writes a good style. 
ー彼(1!い文孝弘書〈一一文章家fご.
He teaches German 
ー彼ltドイヲ諮ら教へろーードイヲ語の先
生7ご.
He sells foreign goods. 
=彼l工外岡品私費ろ一一洋品商fご.
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The sun rises in the east. 
太陽t!東に昇る一一束γ ら出る.
民理:-iTwo and two make four. 
=ニミニ(1四iこなる一一二二が四.
-・ー・・司・
車純過去
117 草純過去くSimplePast)は，鼓j詞の活用の巾の過去
形を共億用ゐる. 例へば goく行く〉といふ動認の活用
は go，went， gone tごから，過去は went(行つt:.)で
ある. 同様に see(見る〉は see，sa w， seenと嬰化
するから，共草純過去は sawく見大〉である. そして単
純過去の動詞は，れとひ主語が三人稽草数でも語尾に-s
や・esぞっけぬ. goといふ動詞の現在と過去を劃照し
て見れば次の如くである.
現 在 過 去
第ー入者S I go I went 
車
第=人稀 you go you went 
he goes he went 
数 she goes she went 
it goes it went 
複 第ー人穆 we go we went 
第ニ人稀 you go you went 
数 第三人稿 they go they went 
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却も過去は一様に wentであって少しも愛化がない，
之は wentに限ら歩，凡ての動詞の過去が皆かうだが，
只一つの例外は beである.此動詞は頗る厄介な動詞で，
現在の時も人格及敢に従って am，is，areの三通りあつ
れが，過去には wasとwereと二通りある.表にして
置くから早速暗記して貰ひ度い.
現 在 温 去
第ー人稽 I aロ1 I was 
箪
第二人稲 you are you were 
he 
. 
he 18 was 
she 
. 
she 数 18 was 
it 
. 
it 18 was 
複 第ー人海 we are we were 
第二人橋 you are you were 
厳 第三人稼 they are they were 
118 過去の形は之でわかったから，今度は意燥に移る.獄
態を表はす動詞の過去は温去の紙態を表はず. 之は欣態
動詞の現在が現在の欣態を表はすのと同様であるくcf.9 
115). 
He was a good student. 
=彼(1.よい生徒であつれ.
1 was poor. 
-ll.l!貧乏であつれ.
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They were happy. 
=彼等(1幸編であつれ.
1 had many EngIish books. 
=忍1津山英書ら持って居1:.
1 knew English. 
ーな(1英語ら知って居?こ
1 remembered him very well. 
=忍(1!く彼ら費えて居f:.
119 然るに，動作を表はす動詞の過去は， (a)遁去の習慣
的動作を表はす場合と，くb)過去の一回の動作ぞ表はす
場合と二つある. 例へば Herose earlyといへば， (a) 
彼は「共蛍時J早起きで-あったといふ習慣を表はす事も
あるし，くb)r或朝早く起きた」といふ一回の動作を示す
事もある.
くa) He rωe every morning at six. 
ー彼t:t毎靭六時lこ起きれ.
(b) One morning he rωe very early. 
=或靭彼(1大磨早〈起きれ.
(a) He drank much wine when he was 
young. 
=彼l工若い時i工大沼家fごつれ.
(b) He drank much that evening. 
ー彼(1其晩大暦飲んだ.
くa) In those days 1 went .to school on foot. 
=英頃僕lt歩いて撃佼へ蓮つれ.
くb) One day 1 went to school by car. 
ー或日電車で~校へ行つれ.
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「春になりました ，、v
春=Spring.
春 Spring.
夏 Summer.
，、“ 内 d
秋 Autumn (Fallは米国語).
多 Winter.
になりました=が来ました=hascome. 
来アこ，そして今居る=he has come. 
行った，もう居ない=he has gone. 
生徒の草稿
Spring has become. 
，、d ~ 
(;手〕 成るほず，「あの人は一人前の男になったJさ云ふやうな
時hehas become quite a manさ云ったり，「病気になったJさ云
ふのを hehas become. ilI， rあの入は金持になったJ を hehas 
become rich， rあの人は商人になった』を hehas become a 
merchantさ云ふけれごも， こ〉の場合iこは同じ rになる」でも
恥comeを用ゐるこさは出来ないー
He has become p∞r. 
彼は貧乏になった.
He has become aωldier. 
伎は兵士になった@
becomeはcomeinto beingでさういふものになって行〈とさ
である.貧乏でなかったものが貧乏になり，兵士でなかったもの
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が兵士になる場合である。 それ故Ithas become Spring (時候が
移って春になった)さは云っても， Spring has becomeー さは云へ
ないのであるobecomeの衣に何かそれに震ったものが来なくて
はならないo It has become warmer (だんだん暖〈なった)さ云
ふのならぼ becomeは生きて来るのであるー
と〉は Spriggがさきに来て書き出しさなって居る。つまり主
人公である。主格(Subject)である。それで春になりましたさ云
ふ観念は春が来たさ云ふとさであるからでもあり，またもっさ適
切に云へほ英語ではかう云ふさ云った方がい bのかも知れない
が， Spring has comeさ云へほい〉のであるー
四季 (fourseasons)の語は大女字で書くこさをする人さ小さく
書〈人さある。 耀nたさへほ Sunday，Monday等は必ず大文字
で書く.
訂正文
Spring has come. 
設雪
spril) h3z-kAm. 
交法
草歎 (Singular number) 穂鮫 (tluralnum6eけ
一人格 1 come. We come. 
二人橋 Y ou come. Y ou come. 
三人格 He， she， itcomes. They come. 
三人稽の草委まで現在ださ動詞に sをつけて hecomes， she 
cOlnes， itcomes， Spring comesパheboy comesさ云ふのである.
車敏 被歎
一人格 1 have. We have. 
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二人稽 You have. 
三人得 He， she， i t has. ?
????? ?
? ?
?
?
? ?
??
さきの comeのやうに三入構軍数現在ださ comeにた).""sをつ
りれほい〉ものさ，との haveが三人格箪数現在たさ hasさ震っ
て了ふやうなものさがある。
箪数 複数
一人稽 1 do. We do. 
二人稽 You do. You do. 
三人務 He， she， itdoes. They do. 
との doでは He，she， itはdoesになるのである。尤もとれば
come にすヤ s をつけるのさ大差はなした)O~.. doにすぐ sをつけ
ないで eを入れてsをつけるさ云ふのである@かういふ例をきうけ
れほgoがgoesざなり， passが passes，こなる如きものである@
叉中には fly(飛ぶ)さ云ふ字の如く終がyで終ってゐる字は iに
かへて esをつける@たから flyが fliesになるo try (試みる〉
がtriesさなる。
車数
一入構 1 fly. 
二人構 You fly. 
三人稽 He， she， itflies. 
とれまで掲けた，
come (来る)
do (震ず)
被敏
We fly. 
You fiy. 
They fly. 
have (持つ)
fly (飛ぶ)
等は何れも動詞(verb)である。物の動き，存在して居る状態を
示す言葉であるe
さころがSpringhas comeの hasは持っさ云ふ字にはちがひ
ないが「春が持つ来るJでは意味方P震さない。 それ故，この has
は「持つJ さ云ふとさでは都合がわるい。賞際この hasはcome
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さ云ふ5封筒q，助けて居るので，助設詞 (auxiliaryverb)なのであ
る。 auxiliaryverbsさ云ふのは英語の動詞が語尾を接化きせて
現在完了や未来を作るこさが出来ないので have，be， shall， will， 
may， dりを用ゐて時 (tenses)を示すのである@これが助動詞であ
るー 今Springhas comeのhascomeは「来た」さ云ふ現在に事
柄の働きが終って完了した，終結したとさを示すために用ゐられ
るのである。そして hascomeのやうな形を現在完了 (present
perfect tense)さ云ふのである。
Oh， he has come. 
あ〉あの入がやって来た@
She has just come here. 
あの人は今しがた来ましたよ，
That man has gone. 
あいつはもう行っちゃったよ 9
Spring has come. 
春はもう来た，もう春た，春になったa
Winter has gone. 
もうさちは去って了った，
Come here， boys! 
kAm hid-b:>iz 1 
曾 話
みんなと》へおいで.
He will come here in a moment. あの人はすぐ来まずー
hi-wil kAm-hi~ in-d・mOUnldnt.
Well， come and see me again. ぢゃあまたやって来たまへ@
wel-kAm・母ndsi:-mi: ~'gen. 
It was last Spring. それは過ぎた春のこさでした
it-w:>z la:st・sprin・
1 will go to Boston this Spring. この春はポストンへ行って来
ai・wi1・&，OUtu・boustdndis勾 ri!). まず@
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〈某の五)
30 
Next Spring. 1 hope to go to 来春はシカゴまで緩行して来
nekst spri!)-ai-houp tu-gou tu・
Chicago for a trip. アこいさ思ってゐまず。
sika:gou f:>:.I-~・trip.
Come on. 
kAm on! 
おいで、，おいで早<;さあ行
かう。
【詮】 Come onのonは穏勢佐強のる矯めに用ゐる。 車に来九
( cOlne)芭去ふよりも切迫した意味で，「早‘〈おいで，さあきあおも・でJ
芭云ふやうな意味である。子供などをせき立てる時ゃ，子供を這〈か
ら呼ぶ時など COlneonを用ゐ ξ。 Comeonは Comehon(esty) 
ゃ Comerl1nのやうに響いたり， C'mon芭云ったり1"る.
練習
衣の文章を訂正せよ一一
The Winter has come. 
Summer have come. 
Spring has comes. 
Spring come. 
Winter has go. 
【詮1Winter hぉ come;Summer h鑓 come;Spring has 
come; Spring has come; Winter hぉ goneが上の答。
下の文を謬せよ一一-
1. 大分暖かになりましたーもう二週間許りもしたら棲の時期
ざなりませう。 (明治専門)
Very warm now. 1 think the cherry blossoms will be 
out in about two weeks. 
【註】 「雨三嘆Jさいふ問題を見て途方に暮れてゐた事生があった.
この「雨三度.J，主「二三度J であるさ考へるこさが出来なければなら
ぬー「棋の時切さなる」芭いふのが.r摂が喚<Jさいふニ芭に考へら
れるやうにならなければいけない.大分暖かになりましたをそのま』
鐸せば it has become warmer芭か，何芭かいふのであらうが， it 
is very warm nowでい "'0now怯「‘う今位…・・・になってゐるJ
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「英文法の輸事~.J内容見本
固有名詞
悶有名詞も英語で ProperNoun e云ふ。出衆ろなちrt周有名
翁など〉費えずに、 ProperNoun として費える方がい h 普遜
名詞に Lても普遇名詞k云って覚えるよりも CorumonNounさ
云って受える方がい〉。何でも出来ろ f:.げ英語で?こ~ ~上げる方
がい凡さ云って分らないなりに英文の本々と諌んでも何lこむなら
ない。
固有名詞主いよ、主、特味の入なり物なりの名前である。をと聞と
いへlf浅草公閣にも日比谷公閣にも上野公園にも遁用出来るけれ
ども、浅草公園といへr日比谷公園さはちがよ、のである。浅草公
国はある待殊の一つの公園であるから、これは固有名詞である。
人t云へtf三太郎にも三助にも入会にも熊公にも適用されろげ
れども、 Woodrow'Vilson と云へtf1924年の二月三日に亡く
なっれ米国前大統領ウイ yνyν£り他lこない@
く=)
今固有名調さはさ・んなものか云ふから例か以て示-ttIf、Tokyo，
Peking， :France， Germany， England， Russia， America等の地名
中、 Fuji，(連LJでな(. t:¥-の山にl1theがつかすよし、)the Alps 
〈山脈の名には theが入用である〉等の山の名。、 theSumida， 
(}1Iの名には the が附〈二ミル費えておて貰ひt:い) the Nile， 
the Thames (二れはテムメと波音するので、倫教のデームス河
すよピミ云ふのl1間違である〉、 1! ~'・の川の名ゃ、 The Gulf 01 
Mexico， the Bay of Tokyo， (Tokyo Bayさし、ふ時にl1theがつ
かない。?毎の名の時1the Japan Seaさいふ0 うに theが入用だ
が、海め名の時l1Tokyo Bayとし、ふ。うに theが不用である〉な
ごの海の名や、 TheJapan f"3ea， the Yellow Sea等の海の名や
Washington， Kiyomasa， Napoleon， Yuan Shi-kai (主位凱)11.ε・
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COMPOSITION BASED ON GRAMMAR 
和文英語と英文法
鈴木芳松先生著
最新形美本 送料
約三百頁定{賢一国廿銭六銭
試験官日〈一受験生諸君の和文英謬の答案に接Lて常
に痛感に湛へすよし、の(1、部分的iこ(1整ってゐても、文全越
さして交法的確た繰くもの h多い事である…...。 之、
之t1畢支するに文法た文法ミ Lてのみ事習し、作文とい
ふものミ全然匂j離して考へて居る鴛めでl11"γらうγ。
著者はこうしれ通弊lこ鑑み、新道に於げる多年の経験
ル基礎と Lて編輯されれるもの {1本書である。全鴨~f協
調別に L品調篇毎iこ人事試験問題ら主としれる代表的問題駁十種た盛
り、一文毎にその文法的急所在挺へ、二れに詳密周到なる解答ル加へ、更
に各篇毎に五十内外の際、周練習Itl_題ら附L、主なる皐語アレーメズF特l二
注意して其下欄に示し、巻末iこはその模範作例ら添へれるものである。
???
NEWSPAPER EDITING AND REPORTING 
英字新聞の研究
花園余定先生著
定債一国五十銭送料六銭10版 三五剣上製
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く来日文英誇と英文法内溶見本)
-9 
( 8 ) 
日本の華族は大抵貧乏だ。
Mωt of the Japanese nobility are p∞r. 
〔解
之迄設現しれのl工、集合名詞が普遁名詞叉(!群衆名詞に用c)ら
蔵3
れ1:例であるが、ままに常に群衆名認としてのみ用ぴられるものが
わる。即ち単数の形で常iこ複数に用びられ、複数形i工絶望すにない
のである。上例の“nobi1ityH にしても、「貴族の集園」であっ
a 〈一人えと指す時l1とは云lまない? ?
? ?? ? ??? ????一人の貴族令て、
nobleである)0Jltの他 peasantry(百匙連入 cattle(牛〉、 poultry
〈家禽〉、 fish(fn.類〉なε・皆さうである。尤も最後の fish(1純符
の普通名認とし-('¥ a nsh; fishesの形ら取る二ともあろ。
二れら受tjる代名群衆名詞i工形l1.車数でも意味l工程鼓だから、
℃受I思.般の集合名言耐え it;which 調{1they; whoで受げ、
る。例へt: 
車数集名:ー「文明閣民'1自己の利害た知るj。
A civilized people knows its own interests. 
群衆名詞:-f教育わる人士l1自己の利害ル知るJ。
Educated pωple know their own interests. 
( 9 ) ? ?
」
家具は主に木で諮る。
Furniture is chiefly made of wood. 
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Method of Japanese. English 
T ranslatIon 
A Systematic 
究
入試問題一千題
支英語の研
清水起正先生著
春日
〈六板〉最新形上製定償一周五十銭雲八銭
本書 1 1:過去三十有四年間 lこ~ろ官立事校入事試験問直一千有絵ら集
め、これに親切なる註蒋， jf確なる解答ル附l1:り。 各解答(1A， 
Bのニ脹づ、た示L、A(1直謬韓に、B(1意諜韓に各々その範ら示
Lれれば受験生諸君1本書iこ£り何事校(1何手度に如何なる開腹ら
撲出ぜし。、まれその問題ら如何に課すぺきや、叉其等問題 りねら
ひ所(1奈漫にありペコら明治・iこ知る二とら得ぺし、受験界無二の賀典。
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義講新法文英の色特
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(英文法fJi講義 内容見本〉
【動詞一一動詞の定義】
THE VERB 
動詞
THE DEPINITION OP THE VERB 
〈動詞の定麓)
動詞とは動作叉は存夜ル表はす詞なり:ー
5 
1 read newspapers every morning (僕1毎朝新聞ら
翠1').
Mr. Tanaka is* here (問中さんがお出になりま L1:). 
THE DIVISION OF THE VERBS 
〈動詞の分類〉
動詞はその Primariest(主要語〉じより之ぞ分類する
こん下の如し。
(1) Subject (主語〉ら有するものも FiniteVerb (定形動
言語〉 と稀し、之私有ぜざるものか InfiniteVerbく不定形
動詞〉 と解す:ー
-、J曲、J町、~、、J、】円、_-、島、 r、.........，、~
後 Tanakais young (国中 1若い).叉1 Tanaka is a 
student (問中i工撃生7ご).の女日告文中の 1Sさいよ、動詞t1:
動作叉l:r存在の女日告必要なる陳述らなすものにあらず、し
て只 Tanaka さyoung又は astudentとら連結するlこ
止まる故これら Copula(連結動詞) と解すろこさあリo
Jespersen博士の言ふ所に依ればこれは文章lこは必ず動請
すよγ るぺγ らすてよ、談信の産物にして言語撃上より云へit
必要なきものなりと。
t Primariesさは Subject，Object，及ぴ Complementら云
ひ Jespersen博士の用語。
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6 f動詞一一動認の分類】
(Fiηite) 
He beat me black and blue 
〈彼が僕ら恋fごらげになる
ほど打つれ).
1 never dreamt of seeing 
you here (僕l1.此地で君iこ
逢はうとは決して夢lこも思
('1なγつれ).
Clnfinite) 
To be beaten is to conquer ! 
(責γ きろ h事('1勝つ事で!
ある即ち貢げるは勝ちう・ 1 
To dream is nothing but to i 
think sleeping C夢ら見る
といふ二さ(1:睡眠中に考へ
ることに他ならぬ).
阪語F'1.上交の beatゃ dreamt1. He叉i工Iとし、ょ、文法上の
生諮ら有し人務及ぴ数が定まれるた以て定形動詞さ云ぴ、
To be beatenゃ Todream (1只貢げるこさ叉l工夢みろ
こさら意味し人稀及ぴ数に闘しては不定なるか以て不定形
動詞さし、ふ。
阪~2. Infinite Verb には to さ勤講の原形さよりなろ In-
finitive C不定法、さ濡するものさ、勤講の原形に lng叉
'1. ed (不規則動調(1然らず〉た加へれる ParticipleC分
詞〉 ミ稀するものご、動認の原形iこ lng ら加へれる
Gerund ミ駕するものさの三種あり。
くα.) Infinitive (不定法):ー
To be great is to be misunderstoodく偉くなるさしな、
こミ (1誤解されるこさである). -Emerson. 
(b.) Present Participle (現在分調):ー
Have you a father Iiving くお尖さんは御在命ですγ)1
-Union FOU1・thReader. 
Past Participle (過去分詞):ー
1 have my hair dressed by my own handsく忍代自分
で髪ら束ねます〉。
(c.) Gerund:ー
Getting up early is good for the health (朝起は身鐙
の薬fご).
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山崎貞先生著早稲田大事敬授
HOW TO TRANSLATE 
ENGLISH INTO JAPANESE 
* * * * ー
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〈新英文和認の考へ方〉内容見本〈和夫英語の方l1悶絶裁故省略す〉
一8 ー
定!l!貧乏打。禽事カ苦手!l:不利であろ。 fLはそれらする事が出来
ね。忍が。って見7ミミて何の盆がわらうかjなど川、A、のえと周《
事であつれ.
7. No book， I believe， isever worth half so 
muchもoi旬 readeras oneもhathas been∞veおd
for a year討 abooksぬ1，and bough七ou七ofsaved 
half -pence ; and per ha ps a da y orもwo'sfasting. 
(11.鹿島高師〉
【考へ方】 Nob∞Ik i8 ever worth half 80 much 88...[ミ.ん
な本でも…の半分も債値わるものは決してすれ、」、参考ユー
IIe is qu偽 ωcleverωhis brother. 
z 彼lヱ兄に少しも劣らずオがある.
He is ηot hαゲsoclever ωhis brother. 
E 彼l1凡の半分もオがない、、遥かに劣ろ.
one (-a book) that has been coveted...…and bought直諜す
れば「欲Lがられ、そして買1れれ本Josaved halfs:pence lt. 
half-pennyづ》貯へられれる金さいよ、意。 half-pennyかじへf
プニ〕、 half-penceた〈ヘイプνス〕さきを昔する。 andperhaps 
以下(1;で前さ切り離されて居て此鐙では関係がつき難し、、 per・
ha.psの次に byでも補って boughもへかげて見る外はあるまい.
a day or two-one or two days r一雨日j、領湖:-amile or 
two (ー ニ哩)0fasting r断食する事j。
【聾文】本屋の底に並ぺてあるのか一年間し欲しし、欲い、さ思
って居t:末学片っi¥.貯へt:.金事、そして恐らくは一日か二日の筋
食らしてく漸く〉買っ?こ本の半分も其護者にさって償値のある本
l工決してないさ私l1信ずる。
I .~・ Just la¥ys are no restra凶 UpOllωl 
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義文講昼北
by Lord A vebury 
ブレジヤス・オヴ・ライフ講義
南日恒太郎先生序
、温水起正先生
吹田佳三先生議註版9 
最新形上刻 送料
三百頁定償一国舟銭六銭
Lord A veburyの名著iこして内容の充寅課3にの厳正、註線の親切
なろこさ到底他の及ぶさころでない。 ユース、オヴ、ライブと共i二
受験準備川、英語研究用書ミして最も遁嘗なものである。
The Pleasures of Life 
ON PEACE AND HAPPINESS By Lord Avebury 
オン・ヒ。ース・エンド・ハッbネス講義
清水起正・吹田佳三雨先生誇註
最寄形上製定債一国廿銭詩六銭
?
? ? ? ?
?
?? ，
? ? ? ? ?
???? ?????
，?
???
2版
本書l1Lord A veburyの名著 OnPeace and H~ppiness の講義
である。 ユーユ、オグ、ライブと共に認墜上、道徳上の利盆ら讃者
lこ輿へ、殊にイ ν示トヲク γ ョνの語句iこ登富であるγ ら、よく
入牟試験問題に出るのである。誇丈、註標共iこ最も親切可略である。
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〈北星堂英文講義叢書内容見本
(講義叢書l工総て二の盟裁なれば以下内容見本略す〉
THE USE OF LIFEt 
講義
一一一-o-o~oo-一一ー
CHAPTER 1 
第一章
THE GREAT. QUESTION' 
嘗面の大問題
1. The mogt important thing to learn in life3 is how 
to live;' There is nothing nlen are so anxious to keep 
ぉ liた，"and nothing6 they take so li抗lepains7 to keep 
w.el.8 
【誇】 この世に於いて我+が事ぷぺき最も大明な事1、如何iこ
生くべきγ さいふ二さである。生命種に人が保ちれがってゐるも
のはな旬、が、其癖まれ生命超l二人が頁《保つにめlこ苦心たてまぬも
のもすよ旬、
〔註1 1. THE USE OF I"IFE. r人生の妙用j又は「人生の
善用」等の怠にして theabuse of life (人生の濫用)， the waste of 
life (人生の浪費)等に聾していふ:ーTheuse oj money is al the 
advantage there is in having money (金ら活用する二さ ιワ他
'には金ら持ってゐる剃盆はない、巧《使はなげれは金{1有っても
賓の持腐りの怠).-Franklin. 2. '1'be GreAt q，l1eatlon.現下唯
ーの大問題の意、 thegreat questionさ agreat question又(1
one great questionミル混!司すべγ らず、即ち前者(1刻下時金一。
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ユース、オグ、ラ 4フ講義の一部)
2 THE GREAT QUESTION -一
大問題換言すればそれのみが大問題さ稽ずべきものなる事ら怠吸
い後者t1一大問題換ぎすれば猶其他lこも大明恵三稽すべきしの
がわる事ら意味す。 3.il Ilte. in the worldさ同義。 4.how te 
li，'e. the art of livingさ悶義にして生活の仕方、人生の送ワ方、
高揚の霊長れる人間さして扇1:'0-l 'V"らぬ生き方九円、ふ。 howto 
get a livelihood即ち口ら糊する方法さこれら混同すべV ら-?
~. There ls Jlothing...… AS Ufe. 我令(1固Lり財産や名寄杯も
永く保在しれがろが、所謂命わっての物種で、生命ら永く保ちれ
がる二さはまれ路外である。 6.oothing'…… well. there il 
nothing that they take So little pains to keep well as lifeの曾
略であろ。'7.so little pAi 08. SO冷却 palnsさ云(1ざるに及ぴ
之さ問機に sOmuclz painsもsomany palnSさ云はざるに注怠ぜ
よ、苦心努力の意の時1pains l二して身建(叉1矯赫)上の痛みの
時は painなるiこもまれ注意ぜ r:-He took great pains to cure 
me of lny pain (筏(1mの痛みら治すれめに大いに努力しナこ).
8. keep well. keep life wellさは可惜一生ら酔生夢死的に像令
さ送るやうな二さな《、人の入れる道た守って祉曾のれめiこ有盆
l二活動しっ、一生ら送るたいふ。
2. This is no simple matter. t “Life，'" said Hip-
pocrates，S at the commencement of his medical 
Aphorisms，4“Life is short， A~ is long， Opportunity 
fleeting，6 Experiment uncertain， and J udgment difficult." 
【鰐】 是l工中々容易な専まではないo l: ~グラティーヌ (1 自分が
著しれ養生部fIの冒頭で云ふれ『人の一生1短《、法衡は長《、.
舎は去ワ易〈、質験¥1額ワなし剣断(1英雄し』さ.
【註) 1. Tblo量sno剖mpleIDAt旬 r. This is by no means 
easy. Th臥 1"hequestion how to live の意。 00. 此の女n~ 場合
の目。九~ no色aさ混同すベゲら?、Ilol!その次にある形容詞ら反
撃tの意義lこ混じ、IlotI isら否定するに過ぎl':-tie is no great 
scholar (彼l工大家なぞなもの勺‘).He is 1Iot a great scholar (彼11
大家ではない). 2.“1.lte."二度繰ワ返l1:のは said云令の掃
句.~"ta ~ j主きれめ護者がひιつミ忘れし0 も知れず之の著者の老
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PUSHING TO THE FRONT BY O. MARDEN 
南日恒太郎先生校閲
賂川行道先生誇註
ブッシング講義
18版 雲禁堂主主定債一国五十銭受話
本書i工マーデy兵の名著「勇往選進論jら懇切町障害に隷設しれもの
であろ。本書も叉取結{也にきを行されてゐるがし、づれも分冊され或は
償高くして全附嫡へるに甚7ご不便である。しγ るlこ本書付金奪ら網
羅L、謬丈、註課共何れも他書に群ら抜いてゐる。受験準備書さして
締叉、青年修養上の一大秘書さして詩人のー設すべき真書である。
Orison Switt Marden 
How to Get What Y ou Want 
ハウ・ツゥ・ゲット講義
8版 清水起正先生誇註最新形美本四百頁定債一国五十銭送料入銭
マーデ〆兵の著書中最も新々iこして、ま1:最も園熱しれるものとして世
鼠に定評わる“Howto Get What You Want" の諜誌である。或{!.
料撃的に或{1通俗的に、而~}.も従来の作品よりもー}菅人生の大局庭世の
高所iこ着眼して、精神ー到すれt:r吾人の希望する所のもの即ち富の増殖
も、健康の増-迭し智能の啓援も、徳採の成就も覧には能く人刷会ーの域
lこまでも到達ぜLむろ二と敢て至難の業に非ざることらマ兵一流のオ筆
によって設き去り、設き来リ議1).たして殆んど巻ら措く能1ざらしむる
ものである。 l忘託高等事門墜校入墜試験問題の本原、書より撰出さる誌も
の h多き{1敢て不思議ではない。殊lこ清水先生得意の謬誌は一言一句受
験者諸君の好伶侶?こらしむ。
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Sander's Union Fourth Reader 
ユー=オン第四請本講義
清水起正先生誇註
美最本新形百上製頁 定債一間五十銭 送六料銭
-ー. ・ 考書の勿て轄親もも英り撃科書本書
• 
好論しと の襲、校
十
で伴・1:巧妙 切で生叉にとは
あ侶ーれ にあの受てし中
ると言ばなしる必験準備 採て製
4・h 。し一英語 るて。下、 用金四
ーー~ て何 詩丁各ー さ幾闘. 
版 唯受研丈等章み 讃用れ 五一験準備 究とな すとつ多年の 者やるなべし L のの
行設 参 は以註最きてあ諸致
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「漁村哀話J内容見木(其のー〉
Enoch Arden 
Long lines of clif breaking have left a chasm; 
And in the chasm are foam and yellow sands; 
Beyond， red roofs about a narrow wharf 
In cluster; then a moulder' d church; and higher 
A long s仕eetclimbs to one tall-tower' d lnil : 
And high in heaven behind it a gray down 
With Danish barrows; and a hazeh~lood， 
By autumn nutters haunted， flourishes 
Green in a cuplike hollow of the down. 
大意
(1-9) 
艇々と連る長い絶壁がぽつりと中途で切れて曾!日ができて
ゐる. そうしてその割目iこなつれ谷の中には打寄する白浪と貧
色い砂演が見える.その向うの方にl:t，幅の狭い埠頭(はと同のま
はり iこ赤瓦の屋根の家がごちゃごちゃと集(か大)まってゐる，そ
れから古いこわれかけれ数舎がある，それから上t:t爪さき上りに
長い街(とほめがあって其たまをリ詰めれところに風車で泰守
粉はな)にする廃穀舎はなひきごや〉がある， それには風車た掛げる
高い培が附いてゐる. 小合(とや〉の背後には友色の丘が一段と高
く?Rに傘えてゐる，その丘にl:t往昔二の図iこ攻めて来ナこデー ν人
たちの境獲がし、く》つも見える. そうして秋の頃lこなると熟れずこ
食ら拾ふ人ナこちがうち連れて弔って来る榛(はしばみ)の森が盃の
如lこ窪《なった丘の凹地<iまち〉に青々と繁茂ってゐる.
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く某のニ〉
野信
冒頭わづか九行の詩句の中に此詩全堕の背景が描き出され
てゐる. われらlt此詩の展開のどの階級においても二の九行の
詩句た以て描き出されれ背景島強く意識さぜられる. 碧い深い
海，砂演，致合，磨穀合，高く見える榛の森，これらのどれかに蓮
闘して此詩のところどころの pathosは起ろ. 丘た被ょ、碧空と
砂漬た洗よ、荒海と iヱこの小さな情景にー穫の紳秘か奥へると共
l二此詩た一貫する厳粛な運命のカた象徴する. 人のカのいかi二
俊かにして運命のカの如何i二大いなるものであるか，われらltこ
の寒村と其上にある空，其下にある荒海とたつくづくと打見ると
きに感知しすれ、でlJ:ゐられない.
1. breaking. breaking (一一'-') と云ふ trocheeの節が
ひ£つくら lambusの節の中に現れてゐるナこめiこ全捜の 9ズA
b突如として破ってゐるがれめlこ内容と形式と相呼庭、する妙所
た見落してはならない.
〉一一 I¥.J一一!一一¥.JI'-'一 I'-J一一
Long lines I ofcli百Ibreaking I have left I achasm 
艇々ナ:る絶壁の割日lt谷のやうになってゐて小さな川が山
の方から流れてきて海に注いでゐるのである.
2. [0αm， surf. 寄波，打波. foam lt詩語. 荒海が絶壁九?
鴫んで生じれ泡が波の上に浮いてゐる. 教会があり風車小屋が
見える卒和なこの漁村の下にltかういふ恐ろしい海が横はって
ゐる. 二の海のナこめiこその村の人ナこちi工どれほどその運命た支
配ぜられるであらうか.
4. moulder' d church. 海ら相手とする漁民ナこちltとかくは
困難と危険と lこ曝されて回しい生活た辛じて管んでゆく，彼等の
数舎が足立盛な大都舎のそれのやうに舵麗でありうる筈がない.
fこわれかけた数合」二そまことに此揚の情景にltふさ iヱしいの
である.
7. Danish barrows. barrows lヱearth-mounds墳なり.支
那朝鮮でl:t今日まで barrowsた用ゐてゐるが西洋では八世紀頃
まで行はれ穴埋葬の形式であるそうな. 丘の上lこ駄々としその
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者記聞新日日京東
員汲特グーョーユニ枇同前
著生先定乗園花
??????? ?????? ?、?
?
?
??
???????
?
?
?
???????????????っ?、????????????
????????????????????????????????????????????? 、??
?
????????????????、?????
??? ? 、 。 ?????、
?
???????
?、
?
????????????????、??????
? ?
?
? ? ? ? ? ? ?
??
??
? ? ?
?????????????????????????
?? ? 、 「 」??
?
???????????????、????????????、、????????
「?? 」 、 、
?? ? ?
? ? ? ?
】?
???、
?
? ? ? 。 ?
? ?
「?????」???
??
?????? ????????????。?
???? 、 ?、
?
?????、??????????????????
???。? ? ?、 ???? 。
73 
英語曾話ミ随筆「曾鼠篇」内容
Paying A Call 
〈訪
Does Mr. A (Mrs. A， Mi8S A) 
live here， please? 
Yes， Sir 0γMadam. 
No， he or she doesn't. 
問〉
Aさん(A夫人、 A嬢〉のお
宅(1こちらですか。
l11.t、左様でございます。
ゐ、 hえ、二ちらではございま
ぜん。
艇ir'(人の家ル訪ねて、家がはっきりしない時iz、上のQ うに
尋ねろさ、 servanもがきうt:さか、さうでないをか答へる。
apartnlenもなら(1"elevator boyに零れればいl..)。
18 Mr. A at home? 
Is Mr. A in ? 
Yes， Sir or Madam; wiII you 
con1e in? What name， 
please? 01・ Your name， 
please? 
A さん(1まま家ですか。
Aさんは居ますか。
{1. "、。どうぞわ‘入り下さ』、。
お名前l1。
Mr. B (Mrs. B， Miss B). Bです。
鋲Fくさう Lて家に入ろと、夫人なり、令壊な旬、主人なりが
出亡来て、それはそれは心から嬉しさた滋へ-c、下の如く
いふ、〉。
Oh， how nice of you to have 
∞me! How are you? 1 
am 80 pleased (or glad， 
delighted)ωsee you! 1 so 
74 
£くいらっし0いまし1:。如
何ですか。ほんさに鰭しう
ございます。近頃1わまり
お眼 lこか hりま包んでし
英語曾話さ髄筆「没詣篇j内容
SOMEBODY'S STENOGRAPHER 
〈誰れかさんのステJゲラフアー 〉
関人ら L いのが通り "O'~ って、道傍で貰ってゐる玩具に限ら
取めた。米園では日本と同じに道傍で、風車fごと γ風船玉と γ硲
火ミか云ふものか貰って居ろ。』比等(1日本と臭って大遣に屋妻は
なく、只ぶらりと立って貰って居る。下lこ力パνた置いて居て、
その中に湾出品物ら入れて居る。
How much is it? 
『いくらfごれ。』
さ尋ねて見1:。
すると大道府人(1
Twenty-five cents. Amuse the Kiddies! 
『二十五仙です、お子供さんのお慰みに如何です。』
t答へて、ヒーヒーn帝〈ゃう iこなって属る幾の玩具ら手の先きi二
男~~て見ぜ1: 。
It looks real! 
『まるでほんもの hやうに。』
主云dって閑人i工業巻ら左手lこ取勺て、 右手lこ鶏ズ台東ぜて見t~ 。
Yeh， looks just like a real chicken! 
rぇ、、ほんとのひょっ二のゃうでさあ。』
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方言書 Z方み議の語英間新
員孤特クーヨーユニ間研日朝高実
著氏内吉野北 。o 
???????
???
?
?????
?? ?? ?
? ????
? ? ? ??????? 。? ???
???。
??? ????????? ?
?
、??
?
???????????
? ???
?
?「?
?
? ? ?
?? ? ? 。 ? 。
?
? ?
? ?
??、???? ? 、?? 。
???????????????
76 
?????????????????
??????????????????『???????
? ???? ? ???? ? ???? ? ????? ?
?
??????、????
?
??
? ? ? 、??? ? ??、? ? ???? ??、? ? っ ??
?
? 。
?
????????
?
、?????
???
?
? ?? ? ?? ?
?
、???????? ????、
?、??? ? 、 ?「、 」 。
????????? 、 、 、
?、?? 、 、 、 、? 、 、 、 、 、? ?? 、 ゃ? 、 。
???????????????????
????、?????
?????
????????
?
????????????????????、??????????????っ??????
?
????? 。???????????????????、????????????、????????
?
?ゃ ?、 ????、??????? ?
?
?????????
? ?? 、 ??
?
?????、???????????、????????????、?
??? 、 っ 。 、 ? ?? 。??? ??????
?????????????????????。???????
? ?? ??????、 ? ??????? ???? ?、? ?? ? ?』
?
????????
? ?
?
?????????????、?????????????????????????????????、
????? 、 、 、 。???? ? っ? 。
封
す
る
77 
??
??????????????????????????????
? ????????????????????????。?????
??
?
????????。
? ? ??、????? 、 、? 、??
??
????????????
? 。? 。
25 
C本文〕経務欄詑事
fset 1 
f新詑銭令違ろ}'1 = tO) create ，a new record 
~establishJ 
rcut 】
f詑銭た破るJl工-tO)beat {the record 
~break J 
3. 00 less than -= as much r rnany J制
131 
訴F“noles than" 1多数多量なる怠Hまら強むろだげの句で、
邦語の「無慮jに蛍る、
(There a.re no les thαn 50 ships in the port . 
.&.~ -=港内の舵舶は無慮五十隻.， Theωop will be no les8 than 70 million koku. 
¥. =敢穫は無慮七千高石に達ぜん
之さ反撃t!こf少数乃至少量jなる意味ら強める句(1"no more 
than "で、 onlyミ同意義
(The la wyer had no more thαn two c1ients 
.E.li.~ ...The lawyer had only two clients. 
丸 田あの嬬護士の仏領人IJ僅か二人fごつれ
米作穆想
本年の米作t1四千蔦右た突破し、七年比方の最高νヨ介ドら示
す1:.らうと珠想されておろ。一部の人やは無慮七千高石に達する
k哉書しておろ。
107. 
Prcies of Commodities 
Prices of commodities in leading cities of Japan 
for October show a general decline rougbly of 6 
per cent. 1n commenting on出isfigure， M r. 
Tsurumi， Director o{ もhe Commercial Affairs 
Bureau， says that tbe campaign for lower prices 
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182 新聞英語の讃み方さ舎さ方
is successful in spite of rumours to the contrary. 
It ¥'il prcduce tangible effects soon.-J白panAdvertiser. 
1. prices of com' modities (物侵入 conlmoditi...s(1日巾品の
こと、米ゃ味噌など無《て叶(1ね主要品か(fstaple commodities !: 
云ふ事は先刻御承知ならん、前車に prices1:.げでも「物侵jの意
味に使l1れる事が多《、又 co"tof li ving (生活-貨〉らも「物償j
さ鐸す場合があろ
(rf p1・icesgo np like this， we must demand an increase 
あ.) 111 our sala.ries. 
¥ =斯う物慣が上っちゃあ増給与要求ぜにゃならん
2. show a 'general de' cline (一般的f氏採ら示す〉
~) 
The priぐeof rice shοw・3α stcαdyαPゐαηCf:>，.
〈米債(1ヂ')4 騰々貴〉
The nl1mber of suicides shοwsαグαdur.lincreσ.lfe. 
(白殺者が漸失増加〉
The statistics slwwαgrcat dec1ine in the llnmber ot 
marriages. く統計によ九 k結婚が激減〉
3. 'comment on---make remarks upon-' (--に裁て評や
加へろ〉
Ex. ~日is speech was favourably commented on bァ山 press.
目 L _新聞紙(:t彼の浪設ら賞め〔て批評 lJ t:
4. Com' mercial Af'fairs Bu' reau (商務局〉
5. camp3ign (k詑m'peinJ~an attempt to rouse public opiniotl 
〈宣傍運動入但し軍事上に用びられろさ「戟役人 No.56参照
(ele~tion cαmpdgη 〈選纂戟〉
あ.i cαmpm:gn for lower prices (物侵引下げ運動〉
¥cαmpαzg凡 forwoman suffrage (婦人参政運動〉
6. 'rumours to the 'contrary (相反する風説〉
(to the contrary (反撃?の〉
cf.} quite the contraryく丸で逆t:)
¥ on the contrary (イヤそれ所か〉
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南日恒太郎先生の
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ゼラミ 吋~ ~ 乏うJ
英文藻彊草
研究は轍もすれば無趣味に陥わ、趣味は草取もすれば研究を蔑
如す、本書は蓋し之を>'1発して成れるもの、作者はアデソハコー
Jレリッジ‘パイロン、ラスキン、ァーグィング、ホーソン等の第一
流にして文は記事、小設、座談‘日記ー書束、論文等の各種に豆
れ厳正巧妙なる詩文に添ふるに詳細なる脚註を以てす。幸に腕
究と趣味との雨方面そ調和して護者に無上の満足をJ)r~ふるそ得
ん験。
* * * 
英詩藻盟草
英文によりて賞用的方面必究むるものは亦英詩によって情調
的方面を察せざるべからや。本書牧むる所スコッハクァズワァー
ス、ロングフェロ一、ノ~"1 ロン、 キー ツ、 テニスン、スクインノマ
ーン、カムペノレ等の第一流にして歌ふ所は怒愛、武勇、風丹、詠懐
の各種に亘り、而かも巧妙なる図詩に謬し、精細なる脚註そ附す。
以て机上研究の師と震すべく、以て捺rt'の友と震すべし。
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英文京1 2語草内容見本
Tl王E
WRECK OF THE BIRKENHEAD 
Sαmuel SnLIles 
the Birl(enhead 0任I
rous spirit of common men3 acting 
in this nilleteenth century，4 of "vhich any age might 
be proud. The vessel ¥vas steaming along the 
African coast ¥vith 472' nlen and 166 ¥VOmell 
and children on board. The men belonged to 
several reginlents thell serving at the Cape， & 
and consisted principally of recruits who had 
beell onlv a short time in the service.6 At two 
0' clocl<: in the nlorning， while al were asleep 
below， the ship struck ¥vith violence upon a hidden 
rock which pel1etrated her bottom; and it was at 
J向、r、...r.J、、J 、v"'、r、.rv-、.J、、Jヘf、ノ....F-./、、"ノヘd匹、/'-./'..~、 ，、vへJヘノヘ、-"、/'-./'-.J、J.. 可 、J、~'-'-、F-./ヘ、J、、J 、~
1. off the coast of Africa. 亙弗手Ij加海岸ら離れれ昆で、即ちIDi弗手1).
加の沖で、“o任"は Preposition.
2. another.本文{1就い同積の例ら挙げれる文の績き故1:斯〈云よ"'3
3. chivalrous spil'it of c(nnmon nlen. 武士ミ刀、何と勺・云へる特種の
階級の入に限らず、普通千民閣にも武侠!句精神あるら云ふ。
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本女l1Smilesの名著 SeH-Helpに在り。 容て明治四十
五年四月号さ習院卒業式の際ー与さ生らして、今上陛下、常時
の東宮殿下の御前iこ之ら口演ぜしめ、且つ英語文ら台覧に
供し奉りねο 是れ之ら巻頭に抱くやる所以なり。
バーケンヘッド競の難船美談
千八百五十二年二月二十七日直弗利加沿岸に起りし
英艦ノ'¥._ケンヘッド読の難破は是れ亦?乙蛍十九世組に
於て武侠的精神の普通人民にも務繕たるを示したるも
のにして其の赫々たる義烈は如何なる時代にあっても
以て誇るに足るぺし。蛍日寺該般は亜弗利カ日沿岸を航行
中にして乗組人員は男子四百七十二名、婦人小児百六
十六名、就中男子は喜望峯駐剖の各穏聯隊に麗し主と
して入隊日 ~jほ浅き新兵なりき。やがて梯暁二時乗客
}同夢命ほ濃かなる時舶は烈しく暗礁に蛍って其底部
4. acting in this nineteenth century. “acting" l1 "chivalrous spirit" 
に係る。 古の武士的時伐にはあらで今日の如き末世にも云々。 Self
Help l1 1859年に出版ぜられLLの故その積り iこて見るぺし。
5. the Cape. The Cape of Good Hopeのこミ。
6. the service.=ihe military service. 
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1 SA W THEE WEEP 
LOTd syron 
1 saw thee weep-the big bright tear 
Came o'er that eye of blue; 
And then methought it did appear 
A violet dropping dew : 
1 saw thee smile-the sapphire's blaze 
Beside thee ceased to sh ine ; 
It could not maich the li ving rays 
That filed that gl ance of thine. 
1. Lord Byron (1788・1824).本名らGeorgeN oel Gordon Byronミ謂
ふ。 天資放縦加ふるに新婚の翌年夫人に主主げられ、兎角の評ら立てら
れしか憤り途に海外に放浪L伊太利、希1滋の間に流寓し、千八百二十三
年希胞の叛軍に投じ翌年 Missolonghiの司令官iこ拾され将に大l二銭寸
ところあちんとして病ら獲て主主iこ残ぜり。 其閲歴の獲千七多きさ;民時代
反抗の気象さはおのづγ ら其詩たして光彩陸離気焔蔦丈ナこらしめ、因
習ら重んずる英本国人に疎んぜらる hの嫌わるも敵大陸の問lこい却て
む伐英詩人の第一さ崇めらろ。
2. 1 Saw Thee Weep. Byron が千入百十五年に其友 Douglas
Kinnaird の請に際じて作りれる Hebrew ~Ielodies 中のー篤なり。
Byronの女性た噺ヴるや顔る辛隷なるものあり。 されε・此篇・2えぴ
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“She walks in beauty，"“There be none of Beauty's daughters"等の諸
作ら叡れIfByron Zかれ優しき眼もて女性の美質ら認めしル知るぺL。
3. 0' er that eye of blue =over that blue eye. 
4. the sapphire' s blaze. “sapphire" ，r青玉とて賓石中にも特iこ重
んぜらる。 “blaze"は燃ゆるが如き光。
5. ceased to shine.“cease"口止む。君がほ L笑む艶顔iこ1:1賓玉
も匁めに光りや失ふさの意。
6. living rays. 瞥見する日っさの艶セしきら謂ふ。
7. match the living rays.生げ Z光lこ匹敵す。“livingrays"さは資
石なご・の活気なさ光iこ非ずして魂の溢るミ生々し1:る目の光ら謂ふ。
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文萎復興世評
。英語青年 :-WalterPater の怠女作 TheRenα'1ssanceは LaGiocondaの subtle
な美をとりあづかワ允 Leonardoda Vinci 論や、 いのちの短かさと感興の長さを釘照し大
Conclusionを合んでゐる諮で、 Pater た審美主義者とし℃彼以後の文惑と結びつける人々に
喜ばれ、ま?乙全fl.仁ゆさわ?乙つれ寛やかな humanism今、 Winckelmann論t二あらはれ大慈
室.な HelIenism の誌で、彼以前の文恵一例へl~ Arnoldの女化主義ーと結びつける人々仁と
づ℃亀、いつまで屯なつかしい文献である@とれまで日窓では Pater仁費するとれらこうの見
方のうち前者をとる人々が多かつ先やろに思はれ、ま?乙それには充分な理由があっ北のであら号
が、しかし我々は Paterを Carlyleから Arnoldを姪℃さ免英吉利の高い批評的精瀞の鑑震
者として考へるとι仁よって、彼のうち仁別な興味ι意義を見出しはしないであらうか@ 今、田
都氏の「文-暮復興」の改訂本が出版されれ時にあ大ワ℃、とのやうな再考をすること亀無盆なこ
ξではあるまい。田部氏の謬者酌良心と、おそら〈乙の書仁詩する愛箸は二度の改諜を屯厭は?、
震支は以前のそれ仁j七べてはるか仁な?とらか仁なり、緊密な結構を持つてはゐるがあ〈まで屯し
なやかな原交の光之蔭屯傍へられてゐる@新大に加へられ?乙註震也親切であり、前からこの語審
の特徴の一つであう矢内容要自主索引屯増補され大@続々は Paterの著作の最初の翻慢が今度
最屯新しい袋ひを也ワて出版され?乙乙とを喜ぶ誌のである@
。東京朝日新聞=英圏託代文撃の組とし"c rオスカワイルドJrアーサーシモシズ」の先めに
其這を開けりと思惟せらるる「ウオルター、ペーターJの庭女作仁して、伎をして、文壇の位置を
確定せしめし名著なり@十五世紀を中心主せる文芸主復興時代以外仁於て遠〈中世紀の思想仁濁り
託〈十八世紀の「ウイシケルマシJ までを包容し、此の潮流の代表的人物に就℃の「ペーターJ
-流の論評は?良夜主義より最活文書喜の新傾向tに轄ぜんとする問仁立ちて、其の前経を関指せる「ペ
ーター」自身の立場を明仁示せり、願る難所の務ある本書を新〈まで益滞な〈謬し得?乙るは葬者
の力量なり ι云ムベし、敢へて文壇の士仁薦む@
。 H反朝日新聞=ペーターの文は託代英文阜の完壁なり、其著「文書E復興論」は氏が得意な優
B装重なる女齢を以て書かれたる中世文明の評論にして震に近代英国o審衡に大なる影響を輿へ
枇る誌の。此の名著の獄謬を企て大る著者の努力は喜ぷベし@
。東京 I =ウオルター、ペーターがil代文書芸思想家免る事は少散の議若を除さては多《知ら
ざる屯、震際の所彼は確かに「ニイチヱ」と雁行し若〈はそれ以上にも出づベさ天才也@オ?ク
スフウードの撃窓ド匿れて古書堆裏t二一生を‘送り先る彼は深〈内部t二沈遺して熱烈火の如き思想
老若草し、オスカワイルド、アーサーシモシズの如き皆遠〈彼の後墜を奔するの皐徒仁過ぎヂ@回
都文事士ベーターを心議する事多年、其の傑作t二して且つ最も一般にiii~ベき rJレネツサシス」
の一部を鶴、謬して始めて此の哲人の面白色紹介せるもの ~pち本書なり、諜文は三年の苦心を挽び
す乙りと云ふ?ざけに洗練無j七、破らかtこ彼が思怒り核心を把握し得たるに膝幾し、片々?乙る繍謬d、
Z鬼類と同一視すべから，..
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$J{iddle and g(igher 9rade. $chool 
En li hText-Book., 
and 
of Lafcadio Hearn 
and Others 
' ! 
Ho~useido Publication 
' fir~ kno~ t6 be . as · gOod as any published · in 
England or. America in printing, binding, and format, 
and therefore will be sure to give perfect satisfaction 
to teachers and. students alike. · 
. ·. I . a ftbJ in~tanttS of 'l$riti~b ~rifJ~ttJ to \ J!}okuJttbo 
" . • ..- I 
~ ............ worthily produce<t"-and printed, and bound 
by craftsmen who care for 1;heir wor~ •....... ~ .... 
~: -T~e Times Literary· Supplement. 
· -·· ......... fine print on splendid paper are an honour 
. . . 
to Japanese woclcma~ship, an~ they are published_ 
at aoout half the price which an. English f·rm. 
f ~ ~ ,. .. •.,. • ~: I .J- ' Quid be , blilfed to charae for them ...... .-· .... . 
-Obaeru•r. 
昭和五年の新春を迎-"'"ました-と同時に設に繁堂の英文教
科書目録会議行し務先生の御高覚に供てすることの出来ますrの
は喜ばしれ事で御座い志す。 併て日頃御引立御摩宿舎蒙って・
底ます諸先生方に封L謹んで厚く御穂申上けます a
弊ヤ堂iま先づ英文教科書を護行致しますに就いては第一'に
誤様の皆無を期待し厳重な校Eぞして居ます。く高一御縮議iの
際御議見になりましたなら御数示賜り?とう存じます。〉文字は
米国製:の最新活字を用ひ¥，印刷は最も入念に鮮明を旨とLJ 
袋械は高雅で竪卒、 i用紙は限を害さない綾上等紙えと帰るて居
ますカ、らγ ‘何れも欧米の製品に御比ペ;になりましても決して
遜色なか弘う主存じます6 殊iこ定僚は英米の品に陀し大へん
廉ぐして1御座いまする
弊堂の出版物は大部分英文書でありましても和交の書物
に比しご修三傍の努力と費舟と令要することは皆様の既に御 t イ
承知の事と存じます16 之の厄介な英文書令本場でない日本で-
出版じ、本場の書物に比し遜色なきまでじ而かも遥かに低廉
にじようと努みて居るので御座いますから容易な業でないの
で御座います。 然し乍ら弊堂の努力がi島々と世に認められる
ようになり欧米各閣に於でも多大の信用を博するやう‘になり
ま七たことは弊堂の光柴であり、 ま'ft誇bでありますと同時
に日;頃御厚情念蒙って居弘ます諸先生方の御指導の賜ものと
只管感激に堪えない次第で御座います。
以上の高評~博して居ます弊堂はこの世評に反かないよ
?に最善の努力基研究とを持ちまして良書0)_刊行に努めて居
るので御座いますe今や闘を拳けて緊縮そ叫ばれつムありま
す際定僚が低 t廉で如来書に優り而かも的時御用命にな:今;まし
ても芭ちに問'"ど合ふ北星堂の英文教翻意を御採用賜は6んこ
とを伏'してお願申すラた第で御座い志す.
昭和五年~}J -J ~ム 縮寄進A4ZH;土義a敬白
書目及索引
詳細は目{滋賀の虚を開いて下さい@ 内容を示してあります@
繋引は高等程度の分は ABC願tこ排列し、例へば Selectionsfrom J ack 
Londonの如きは 3ack London， Selections from 主してあります@
ーー→o~民~一一
中等程度 C=、三年用〉
註文用語
イソップ
定債目録貰
Asop's Fables 
Robinson Crusoe 
Gulliver's士'ravels
Stories frorn Don Quixote 
Stories frorn the Arabian Nights 
Pandra and Other Stories 
Easy Stories for Boys and Girls 
Simple Practical English Conversation 1. 1. 
同三ー四年用
English Grammar and Composition Vol. 1. 
" " " " Vol. 1. Cindellera and Other Stories 
By the Hearth and In the Field 
Cuore 
Fifty Famous Stories 
Twenty 'More Farnous Stories 
Stories from Eng1ish History 
Stories from Shakespeare 
同四、五年周
Grimm's Fairy Tales 
Andersen's Fairy Tales 
BiographicaI Stories 
Tour through the Britisb Isles 
Wonder-Book 
Practical English Conversation 
Union Fourth Reader 
ロピ νソν
カ.lJパ
ドュ/キホテ
アラピヤ ν ナイタ
パ〆ドラ
イーミ，ストーリヌ:
シシプJレカシバセーシヨシ
グゆラマ 1. 
グラマ 2.
γνデ V ラ
バイ ザノ、ース
グオ ν
ブィプティー
トウユ/ティ ブェマス
ヒスト lJ-
ストーリズセークスピア
}j、9ム
アンダセ〆
ノマイオ
フ，.lJテ γ アイ yレズ
)7νダプッグ
カνパセー γ ョν
ユーユオふ/
.46 10 
.36 " .33 " .44 9 
.47 " 
.46 " .37 11 
各 .35 3 
.65 2 
.64 " .52 11 
.44 " .52 12 
.57 " .55 " .52 7 
.44 8 
.41 13 
.39 " 
.49 " .42 6 
.57 7 
.60 4 
.46 13 
高等専門事校程度
STORffiS， SK.ETCHES， NOVELS， etc. 
American Short Stories アメリカストーす
An Attic Pbilosopher in Paris アチッグ
Anton Tchehov， Selections from. 1. 11アントンチヱホブ
Bad Boy， The Story of a パッドホゃーイ
British Short Stories プりテジストーリ
Call of the Wild， The ョー yレ
Choice Novelettes 
Christmas CaroI， A 
Cricket on the Hearth 
Contemporary Short Stories 
チョイスノペレグ
グリグマスカロル
グワケット
コシテシポラリ ストーリ
カνトリプラインド
アラふ/ポー
エミネントオーサ
カレンダ
1.20 44 
1.00 30 
各 1.00 31 
.80 48 
1.20 17 
1.00 24 
1.00 17 
1.00 23 
1.00 " 
1.00 45 
.35 19 
.60 31 
.60 17 
The Country of the Blind & the DooJ; in the Wall 
Edgar AIlan Poe， Selections from 
Eminent Authors， Select Pieces from 
English Country Calendar， The 
English Prose イふ/グリ γ プローJ:
1.30 24 
.80 16 
Five Short Stories ファイア γ ョート
Francois Viilon ブラユ/ジスピロン
George Gissing， Selections from ギッγν ク・
Half Hours with Modern Writers 戸ーブ
Happy Prince and Other Tales， The .).....ッピプりふ/ス
Hawthorne， Selections from ホーソν
Jack London， Selections from 汐ヤグロンド〆
John Galsworthy， Selections from -J. jレス JJ-~
Jonathan and His Continent 沙ヨナサν
J oseph Conrad， Selections from 
区atherineMansfield， Selections from 
I~ife and Humanity 
Little Lord Faunteroy 
Lcndon Chronicle， A 
Lure of the Sea， The 
Mail-Coach， The English 
Miscellany of Typical Prose， A 
Model Milionaire and Other Stories， The 
Napoleon Bonaparte， Character of 
Olalla 
Opium-Eater， Confessions of 
ヨジラド
カスリシ マシスフ {-Jレド
ヒユマニテー
小公子
ロンド〆グロニグル
ルアオグザジ
メールゴーチ
ミセラニー
毛デ‘ yレミりオネーア
ナポレオン
オララ
オヒアムイータ
1.00 23 
.50 20 
.70 31 
.60 16 
.50 16 
.70 34 
.90 45 
1.00 34 
.60 15 
1.00 48 
1.00 34 
.60 22 
1.00 20 
1.70 26 
1.00 22 
1.00 52 
.50 15 
.40 16 
.35 19 
.38 20 
1.00 21 
Our Village 
PaviIion on the Lillks， The 
Quentin Durward 
Rajah's Diamond， The 
Rip Van Winkle and Other Sketches 
Rosamund Gray and Selected Poems 
Sexton's Hero and Other Tales 
Sherloclt Holmes， The Memoirs of 
Silas Marner 
Son's Veto and Other Tales， The 
Tagore， Rabindranath (Selections) 
Tales from Charles Dickells 
TaJes from Shakespeare 
Tales from Terror and Mystery 
Thomas Hardy， Selections from 
Tom Brown's School Days 
Twelve Best Short Stories 
Three Men in a Boat 
Vicar of Wakefield， The 
7'J ピ νヂ 1.20 30 
パピ qアン .50 48 
グヰ ンデンクャワード 1.2{) 37 
ラヲアス
リプパ ン
ロザマンドグ・ νー
セ グストふ/
γ ヤロヅゲホーム
サイラスマナー
サふ/ズペト
タゴー 1レ
チヤ jt.，ズテ'ケンプ:
.50 20 
1.00 30 
.80 48 
.80 35 
.80 22 
.90 46 
.80 32 
1.00 35 
.35 20 
テールスセーグスヒア .50 20 
~-ラエ〆ドミステり .70 45 
トーマスハーテ・- 1.0J 32 
トムプラウ〆 1.20 35 
トウヱルアペスト 1.00 23 
スリーメン
ウ。ィーカー
.80 48 
1.00 45 
ESSA YS， CRITICS 
Amiel's Journal 
Citizen of the World，τhe 
Critical and MiscelIaneous W ritings 
Culture and Life 
Essays of EIia 
Ethics for Y oung People 
GIimpses of Modern EngIish Critics 
How to Get What You Want 
Helps' s Essays 
Henry D. Thoreau， Essays of 
Higher Intelligences 
Bow to Live on 24 Hours a Day 
Inge and Jacks， Select Essays of 
Intellectual Life， The 
Literary Prose 
Mahomet 
Martin Luther 
Matthew ArnoId， Selections from 
On Liberty 
アミール
ジチブご〆
グリチカ yレミセラニ
カルチヤ
エヅセスオプエ 9ア
ヤン グ ヒー 7.}レ
グリンフ。セス
ノ、ゥ y ゲット
ヘ yレプス
1.00 30 
.80 42 
1.00 36 
.80 41 
.38 20 
.60 46 
.50 23 
.60 15 
.60 34 
《ミノザー ソロー .50 20 
ρ イヤインテリセ、ンス 1.00 38 
戸ウグリグ .83 24 
インク'" 1.20 44 
イ〆テレグチヤ .70 31 
9テラリープローズ .80 36 
マホメヅト
マルチふノルーテル
アーノ yレド
オンリパテー
.25 19 
.25 19 
1.00 31 
1.20 36 
Pen， Pencil and Poison and Other Esays ペふノ ~~Vjレ 1.00 36 
Soul of Man， The ヲー丸J 可 ν .50 46 
Swinton's English Literature， Studies in スウ f与/トふ/ 2.00 22 
Unto this Last アングヂスラスト 1.00 21 
U se of Life， The ユース .50 15 
Virginibus Puerisque パークニパス .38 19 
Walter Pater， Selections from ペーター 1.00 37 
SCIENCES， PHILOSOPHY 
Biological， Scientic Readings パイオロミ》カル 未定 51 
Essays on Modern Problems モタ・ふ/プロフ・νムメ、 1.20 41 
Essence of Modern Idealism， The 毛ダンアイデアりズム 1.00 46 
Making of Man， The メーキユ/グマ与/ 1.00 32 
l¥'loral Ideas and Social Life yγアルライブ .80 43 
Philosoph and Science， The Fathers フイロゾヒエンドサfエシス 1.00 47 
Social Evolution ソシアルイボJレー シヨシ ‘80 43 
Social Problems yγア yレプロプνムズ .80 43 
Wisdom and Life， The ウィフごドム
W orld before Man， The ワールドピフォアマシ
DRAMAS 
Extracts from Shakespeare エキストラクツ セー クスピア
Five Short Plays ファイププνー
Litle Masterpieces of Ten Great Dramatist テ〆ドラマ
One-Act Plays， Contemporary )l ~アグト
BIOGRAPHY 
1.00 47 
1.00 32 
1.50 40 
.60 39 
1.30 40 
1.00 " 
Autobiography， Modern Masterpieces of オートパイォ 1.00 49 
Seven Great Mell of To-Day セプ〆グνートメ ν .60 42 
SPORTS 
Modern Sports， Readings in 毛タ・〆スポーク 1.00 49 
POETRY 
Comus and Lycidas ヨーマス .40 20 
English Poerns イングリ V ポエムズ .70 39 
English Verses パーセス 1.00 38 
Enoch Arden and Locksley Hall エノフグアーテ・ν .25 19 
Introduction to English Poetry， An イシトロダクシヨシポエトリ 1.00 50 
Poerns on Evening and Night イプエンタ・ナイト 1.50 39 
COMPOSITION 
Bigher English Composition トミタ コシポジシヨン 1. .90 49 
CHEAP EDITIONS 
Alicias Diary アワ γ アス .30 19 
Defendant， The テ・プェンダ〆ト .20 " My Adventures in London マイ アドペ〆チヤ 20 " ‘Rikki-Tikki-Tavi' and Red Dog りキテキ .25 " Shakespeare， Selections from セーググヒア抄! .20 " Silence サイレンス .20 " Talk and Talkers トーグエル/ドトーカ* .25 " 
The Coming World Unity iJミユノゲ .20 " Three Strangers， The スリースト νふ/テ・ャ .20 " Twenty-Six Men and a Girl トウエシテシキスメン .20 " Virtue and Other Stories パーチュー .20 " W arrior' s Soul， The 'J - lJアス ソー yレ .20 " 
這 カ日
Democracy and PubIic Opinion デ毛グヲミ/ー 1.00 54 
De Profundis (Wilde) 獄中詑 1.00 55 
English Composition (Hanazono) .70 37 
Five Best Stories ファイプペスト .80 54 
London Sketches (M01・ton) 宅 yレ1、〆 .25 38 
Lyrical Poems of England lJ lJ力 jレポエム .30 " O. Henry: Best Short Stories オ・ヘエ/1J - 1.00 55 
Representative Modern Essays 宅ダミ/エッセーズ .80 52 
Renaissance of Art ルネヅサふ/ス .20 55 
Sleeping Fires (Gissing) スリーヒユノグ・ .80 54 
Two Critical Essays グーグりテカ Fレ .70 55 
AN ENGLISH 
GRAMMAR AND 
cordPOSITION 
VOLS. 1. 11. 
山崎貞先生新著
昭和 4.3. 9日文部省倹定済
山 (1容 65銭
昭和五年良臨時疋慎¥;怨 64銭塗料各六銭
本書二巻l1，中毒3校第三第四隅事年に於いて，英文?去さ英作
文さら併ぜ教授する日的ら以て編纂しれものであリます.
縫う誌の英文法教科書(1，品詞論が大部分ル占め，格支論(1.幾
分間却されて居るγ の様に見受げられます. 本書i工少しく極右p
異lこし構究論に重きた置き， そして第一巻らl:r事ら Simple 
Sentenceの練習に充て，第二巻に於いて ComplexSentence， 
Compound Sentenceた研究するミー、ふ方針に£り，ぷ詞論もそ
れに遁賞する様雨巻に按排してあります.
即ち，まづ第}老会前半に於いて SimpleSentenceの五種の
形式ら例示しついで動詞の活用売台数へ，猶 Tenseの大略，否
定文疑問丈に於げる WordOrder等ら設き，叉各種疑問詞iこ論
及して，作文練習の根抵ら固め，後半iこ於いて人格イミ名詞，名お，
形容詞，冠詞，副詞の用法も述ぺてあります.
第二巻lこ入って， Complex Sentence， Compound Sentence 
の要素れる各種のClause私設き，その構成に必要な接捜詞，関係
イミ名言司，関係形容詞，関係副詞在論じついで Tense， ~lood， 
εequence of Tenseた詳試し，猶 Infinitive，Gerund， Participle 
i こ及ぴ，最後に高íj~詞の用法ら附加へれものであリます.
2 
(瓦ぷ工?
Book 1. 
金二加
定償
各三十五銭
Simple Practical 
English Conversation 
Boys and Girls 
By 
Frank H. Lee， B.A. OXFORD 
PItOFESSOR OF ENGLISH AT THE TOKYO UNIVERSITY 
OF COMMERCE， AND AT THE PEERS' SCHOOL. 
AUTHOR OF “THE ENGLISH COUNTRY CALENDAR 
AND “A LONDON CHRONICLE "， ETC. 
(中身さ二年程度〉
著者'ー先生~lt在留英人中最も皐識あり且つ日本第~t:.た￡く理解して
居られその教授法には多年の経験ら冶.ぜられ叉先生の文筆の卓絶なるこ
とは既l二我英皐界に定評があります。先生が多年の経験から編み出され
た理想的の合話番1:本書であります。
本書編纂の目的1著者が従来日本の皐校で教授されつ Lあろ英語舎話
番なろものが兎角無味乾燥に陥リ何等生徒の智識慾ら助長ぜんとする努
カのないのた慨され叉一方では日本の皐生が退嬰的であって外図青年と
の交際た避けろ傾向のあることら憂へられれ結果成るべく卒易で而も費
生活に必要な日常合話た舞えきし、そして日英少年少女の接近た計り、引
いて1:雨図々交の上にも好感、た奮さうとの目的で編纂ぜられれものであ
ります。
以上の趣旨によりま Lて第一巻におきましては舞塞た英京倫敦に定め
まれ第二巻でl"t東京及葉山等ら場面として日英雨図の少年男女が互に陸
L{喜戯談笑するさまら寝Llこもので御座います。今後ますます欧米人
に接する機合の多い我厚生たして如何に外図人と誇ろぺきか又如何に外
図入と交際すべきかといふことら皐ぶに際しまして活きれ教材として最
も過賞なものと信じます。叉合話皐習者;-l1:本書に£りて亭lt¥:1恰も西洋
人i二ついて生粋の英語た皐ぷと同じ効果があります。
8 
Practical 
English Conversation 
for 
Boys and Girls 
By 
Lee， Frank H. B. A. OXFORD 
PROFESSOR OF ENGLISH AT THE TOKYO UNIVERSITY 
OF COMMERCE， AND AT THE PEERS' SCHOOL. 
AUTHOR OF “TIIE ENGLISH COUNTRY CALENDAR " 
AND “A LONDON CHRONICLE "， ETC. 
f定俊六十銭
四六州
治料六銭
〈中率三、四年程度〉
合話譲本き生き比類な
????
日本の畢生が横演から出帆して倫敦見物
までのやさしい舎話を?書いたもので賓に
興味ある質問英語の好教科書であります
CONTENTS 
1 . • A HOIJSE IN TOKYO 
10 THE VOYAGE . 11. 
68 AT THE SEASIDE IN ENGLAND 11. 
78 FISHING . IV. 
84 . . • • .AN EXCURSION V. 
94 • TRA VELLIN G . VI. 
112 
4 
. • • THE NEW BOY .VI. 
~~======================================~ 
PREFACE 
I feel that I owe some slight apology to all Japanese 
students of English for venturing to add this contribution 
of mine to the already very considerable number of text-
books on English Conversation. The only excuse, however, 
which I can presume to offer is that 1 have followed a method 
differing to a certain extent from that adopted by the major-
ity of · authors of such books. It has always seemed to me 
that there is a great lack of continuity, \vith consequent lack 
of interest, in a book largely consisting of more or less dis-
connected words and phrases, which might severally be of 
service in various contingencies. 
I believe the primary idea in the compilation of a Con-
versation Book is that the sentences shall be committed to 
memory by the student, so that he shall be able to produce 
a ready-made question or answer should the occasion for its 
employment arise. 
In my opinion, however, to endeavour to learn by heart 
large numbers of such sentences is the gravest error which 
can be made in learning a language. Naturally there are a 
few stock expressions which must be learnt by the beginner, 
but these are fe\v and easily acquired whilst he is still fresh 
and filled with enthusiasm. 
This book is a Conversation Book, but it is not filled 
with sentences to be learned off parrot-like, but to be read 
over frequently, so as to acquire an English atmosphere. I 
want the reader to put himself in the place of the young 
Japanese who is being sent to school in England. I \vish the 
reader, as it were, to travel in the boy's place and make the 
boy's friends his own friends. If he can do that, he can swim 
in the sea that washes the shores of England, can climb the 
hills of Scotland,. and can take his place with English boys in 
an English public school. 
F-. H. LEE. 
5 
♂ 
TOUR THROUGH 
THE BRITISH ISLE~S 
Adαpted from Cα7・penter'sGeogrlαphical Reαdet・
中与さ三、四年程度
〈昭和凶年十二月廿四日文部省検定済〉
給入 112頁.昭如 5.臨時定憤 42銭.送料四議
従来我図でを達行されて居る中等英語教科書lt其材た西洋のお伽
噺ゃ傍.設から取っナこものが多いゃうですが，弊堂t最近愈々中李英
語の費用化か叫ばれて居ろに鑑み， 中等与さ生たして地理とか歴丸と
か或t-r科卒方面の英文らやさしくして讃ましれならば興味と卒行し
て其効果もまれ大ならんと信じて本書た編纂しれものであります.
本書は Carpenter'sNew Geographical Reader (大戦後 1922
5手の改訂版) の Europeの巻から英国に関する部分たげた取り，本
邦の厚生に取っては詳しきに遜ぐると忠はる L個所た幾分削って編
纂しれものであります. 原書lt，普通の地理皐致科書の乾燥なろ事
貨の羅列に過ぎぎると異り，見事放行認の控裁とし米関£り英国に
渡る依快なろ般の放た叙し巡遊する英図各地iこ就いては，官iこ其地
方の地形産業等ス伝説く lこ止まらず，港湾運河等についてiヱその歴点的
後遺に言及し自然の奇視については興味あろその惇設に鱗れ，叉偉
大なる詩人文士の郷土古跡た訪れては其人々の作品ら偲ぶなど，誠iこ
興味洋々れるものがあり去す.そして其文捜も卒明暢達，英作文の範
とするに足るぺ~， lt皐三四年程度の英語教科書として最も適震で
あると信じます.
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STORIES FROM 
ENGLISH HISTORY 
(ADAPTED) 
BY ALBERT F. BLAISDELL 
中卒三、四年程皮
(昭和四年十二月二十日文部省検定済〉
絵入 154頁昭和 5.臨時定償 52銭送料四銭
本書l"t，米人 Albert F. Blaisdell氏が彼の図の少年少女の伐に書い
れ “Short Stories from English History" とし、ふ書物の四十一篇の
l 奥談中から，日本の皐生にとっても興味があり，又英図今日の文明，びい
て("tiせ界の文化ら理解する上l二重要7ごと思はれるもの二十八治=らねき，中
等苧校三四年程皮の英語科副読本として編纂しれものであります.
A 双1onder...Book
By NATHANIEL HA¥VTHORNE 
中持基四年程度
(昭和Il~J年十二月二十日文部省検定済〉
172頁.昭和 5.臨時定債 57銭送料六銭
本書l"tアメリカの文豪 NathanielHawthorne の傑作であります。
彼の紳秘的な構想と流麗極りない筆致と(:t;t日待って讃者たして一議巻ら
措〈能l:tざるものがあります。 彼氏まれ少年少女の心理にも多大の理解
ル有し、古代の紳話た物語化して之が指導に学生た俸げナ:と云ltれて居
ります。
本書 Wonder-Book もまた彼の傑作中最も多《世界の少年少女間に
愛議されて居るものであって.英語た与さぶもの h是非一皮(1:積んでおか
ればならぬものであります。
7 
Stories Irom 
Shakesρeαre 
for 
Y oung S ludenls 
中皐三、四年程度
昭和五、二、六日文部省検定涜
絵入 115頁.昭和 5.臨時定償 44銭送料六銭
Will iam Shakespeare く1564-1616)が陛界的劇詩人であるこ
とは今夏言ふた侠れない. 彼の作三十銭笥何れも不滅の傑作である
が，何分今から三百年も前の英語でしかも過半l:t韻丈で緩られてゐ
ること、て，現代英語iこ堪能の士といへどもさうれやす <t:t読みこ
なし符=なし、のであろ.
十九i昨己の初め頃 Charlesand Mary Lamb兄妹が沙翁劇の筋
ル{専へろ伐に散文に書き直した“Talesfrom Shakespeare"とい
ふ本があるが，これも日本の中厚生にとっては粉程皮が高¥，一寸と
りつきにくい憾がある. それでもう少しやさ Lぃ英語i二番き直しれ
もの¥.q-lから少年少女の漬物として少しも不向の虎のずれ、数結らと
り，中等三四年程皮の英語科副読本として本書た編纂しれ次第である.
〆、、，ヘノ九戸、，
CONTENTS 
HAl¥tlLET， THE TEMPEST， KING LEAR， THE TAMING 
OF THE SHREW， AS YOU LIKE IT， CYMBELINE. 
PELICLES， THE MERCHANT OF VENICE. 
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Stories from Don Qyixote 
(文部省検定済〉中与さ三年程度
123頁.昭和5年臨時定償44銭送料6銭
回現牙の丈豪 Cervantes(1547-1616)の筆力、ら生れ I! 
1: Don Quixote (1、英閣の劇聖.トhakespeareの生 1 
ん7ごHamlet ミ名撃た等LくLてお立すろ世界3足感 1 
史上の大:tEiiyk其人と州知lろ事1文与さら談ずろ者・ 1 
iこミって殆んε絶針必要事であろ。本書!1此物認の I! 
i ド勺‘ら殊 i こ面白~ ")な部分ら平易な英語に書き直し 1 
tP苧三、関与の英語副議本としれものであります。 I!
Stcr.:es from the Arabian l¥Tights 
(文部省倹定済)rt1率三年程)支
133頁.昭和 5年鴇時定促 47銭送料6銭
“ARABIAN NIGHTS' ENTERTAINMENTS" l:r
昔アラビアの常庭で、美しいオ媛が毎建王様にお話
L ~l上げれ物語さいふ!是γ らつげれ名前で1 東洋諮
問の物語ら集めれものでありますハ其中の AliBaba 
の話、 Aladdinの話、 Sindcadの話などi工、 JEsop's
Fablesと共|二、殆んご世界各閑人正常識ごい、ふべ
きものでめリ.ます。
PANDORA and Other Stor'Ies 
山崎貞先生続
(文部省検定済)中撃二、三年程皮
126頁昭和5'年臨時定債46銭迄科6銭
西洋で有名なお伽噺ら集めれものであります。 J攻め
てあるものは一一 Pandora，M idas， Puss寸n-Boots，
，lack and the Beanstalk， Beauty and t'-e Beast， tJack 
the Gi nt Killer， Dick Whittington a d liis Cat， 
Tom Thumb， The Be3.r and the '1 roll等であります。
艇議戸商浮のお伽噺ら知らないでは、西洋の支墜ら解すろに非常な不便ら感
ず、ろ事(:t、英語、英文事研究者の経験ずる所でわろ。 若い墜生時代lこ西洋
のお伽噺たいろいろ議心でおく二之が最も必要な二とである。
9 
中事校、女皐校、理想的の英語教科書
中与さ、女与さ校三、四年生に堅苦しいリ ーダーのほγ に興味本位の副議本
ル使つれら英語に艶する生徒の興味もー暦深〈なり、事力増進上大いl二
効果がめらうさ思ぴます。下の各書はこの主義で編嘉されれものであっ
てい、づれも欧米の有名なお伽噺P歴史物語、主他有盆なお話た集めそれ
に美しし、総た浮山入れれ理想的の副議本であります。
Asop's Fables 
With lZlust.γations 
〈文部省検定済)中墜二、三年程度
113頁.昭和 5臨時定債46銭送料四銭
1 鯵齢ゑ 糊ω岨…一し: イソけyフプ均。1物ヰ物脚B語駒の有砧名なれものら以入十埼章撰蜘ひぴ.各紳僻草恥lにこ滑紡麗
i1| ぶJぷ亡亡じじ;二二;三
| で書いてありますbか‘ら中撃二年の教科書ミして遁営なものであります。
ROBINSON CRUSOE 
In W ords of One Sy llable 
(文部省検定済) 中皐二、三年程度
93頁.昭和 5臨時定償却銭迭問四銭
ロピνゾν グルソー漂流言巴(工少年の讃みものさして
非常に興味深いものであります。
GULLIVER'S TRA VELS 
〈文部省検定済〉 中事三年程度
81頁.昭和5臨時定債 33銭送料大銭
英閣の大訊利家 JonathanSwiftの傑作で痛烈骨ら
刺す底の訊刺小設として有名である。本書1/J、入園
の巻ミ大人闘の巻ミ浴、極めて0 さしい英語iこ書き直
Lれもので、中二、三年生の副讃本として最遁である。
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ぎ思 認 認
事習院教授
山田巌先生編
中撃二、三年程)支(文部省検;主務)
EASY STORIES FOR BOYS AND GIRLS 
80頁.昭和 5.臨時定債 37銭送料4銭
本書1最近英図で出版されれ;肢も高評わる qーダ巾より日本の事生に興
味わるものル選ぴ編纂されれものであろ。内容は ThePied Piper， The 
Three Bears， Snow White and Rose Red9 Potter司sGift. Little Red 
Ridillg Hood， The Brown Toad， Tom Thumb. 
CINDERELLA AND OTHER STORIES 
中事三、女与さ校四年程度(文部省検定済〉
123頁.昭和5.臨時定債52，銭送料6銭
内f手1 Cinderella， The Sleeping Beauty， .The Fisherman and His Wife， 
An Odd Pair of Slippers， Beauty and the Beast， The ¥Vonderful 
Pitcher， Golden Wings等の有名な話であリます。
By The Hearth and in the Field 
早大教授山崎貞先生編
中身さ二、三年程度(文部省検定済)
124頁.昭和5.臨時定債44銭迭料6銭
τne 'Vhat Cat; The Three Little Pigs; On Birds; 
How Jiln ¥Vent Fishing; The Three Bears; On 
Flowers; The Straw， The Coal， and the Bean; The Elves and the 
Shoenlaker; On the Bakker; Hansel and Gretel; Why tlte Sea is 
Salt; On Animal等の冶'盆なお伽噺之理科のお誌が入ってゐます。
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"'CUORE" A BOOK FOR BOYS By EDMOND DE AMICIS 
Adapted for School Use by T. Y AMAZAKI 
中拳三、四年程度〈文部省検定溌〉
151頁.昭和5年臨時定償 52銭透料六銭
本書l:r'01・大矛'1の作;者 ArvIICIS の名著“CUORE"
(二I-eart)の英謬であります。 号さ生の日誌iこ擬した
祭校生活の記録で少年丈壌の上.采に属するもの。
Fifty F amous StorIes By J. Baldwin 
rt墜三年程度 (文部省、検定済1
178頁.昭和5年臨時定債ら7銭迭料6銭
木教科書{1二、三黙他からも出版されてまゐすが、撃容
堂EE行の本書 {1~市給といひ、紙質ミいび、印刷ミいび、
rf}明:裁さいひ最も完備l1:ものさされてゐますO 殊に
教科書ミ Lてー蚤囚るのが、誤植でおりますが、本舎
には一宇，雌も不鮮明又は談植の無いさいふら中上げて惚ワまぜに}。
T wenty More F amous Stories 
By James Baldwin 
中!J.き四年程度く文部省検定済)
160頁.昭和5年臨時定債55銭送料6銭
Fifty FanlOUS Storiesの著者 JamesBaldwinが少
年男女のれめに更に ThirtyMore Famous Stories 
ら著はしれ、その著書の中、日本の皐生に最も興味の
あるやうなものた二十篇撰んにものは本書であリます。本書も叉教科書
ミして寅に気持のよい美しい本であります。 段むるものは Columbus 
and the Egg，“Eureka !"， Galileo and the Lamps， Sir Isaac Newtton 
and the Apple， The First Printer， John Gutenberg and the Voices， 
James Watt and the 'Teakettle， Dr. Johnson and His Father， Webster 
and the vV oodchuck，“As Rich as Crαsus" The Gordian Knot~ King 
Richard and Blondel， The Fall of Troy， Penelope's Web， How Rome 
was Founded，“Delenda est Carthago!" Hannibal， the Hero of Car-
thage， Crossing the Rubicon， The White-Headed Zal， Peter Klaus 
the Goa therd等である。
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GRIMM'S立区
中皐四年程度(文部省検定済〉
112頁.昭如 5臨時定限 41銭送料4銭
童話界の大関ク¥''1ムのお伽噺の巾から最も有名なも
の十二篇ら選んであります。 TheSleeping Beauty; 
One-Eye， Two-Eyes; and Three-Eyes; Hansel and 
Gretel; Cinderella; The Three Feathers; The Vallant Little Tailor; 
The (~olden Goose; lhe ~lusicians of Bremen; Thumbling; The Blue 
Light; I-ans in Luck; The Cleaver GreteI. 
Andersen's Fairy Tales 
中号さワ~I 、五年程度(文部省検定済)
105頁.昭和5.臨時定位 39銭送料4銭
The Daisy， The Ugly Ducking， Little Ida's Flowers， 
The Tinder Box， Thc Fir-Tree， 'The Constant Tin 
Soldier， The Nightingale， Five Out of One Pod_ 
SANDER'S 
Union Fourth Reader (SELECTED) 
中与さ上級用(文部省検定済〉
132頁. 昭和 5.臨時定償 46銭会料4銭
Biographical Stories 
BY 
Nathaniel Hawthorne 
With Exercises by T. YAMAZAKI 
中皐四年程度(文部省検定済〉
138頁.昭和5.臨時定債49銭送料6銭
13 
務 謹 ? 認
ー一切〉民。←ーー
以上は中等皐校程度のものであります
が更に各書について詳しい内容と質物
外形ぞ示した目録が御座いますから墜
校名御明記の上御請求次第御法り致し
ます。 但し個人には送りませぬ。
中等製佼から弐の高等程度のものぞ御
請求になりましても献本致さぬ事にな
ってゐます。但し補習科用のものは営
グで見計ひ御高覧に供しますo
一度献本しました書物は再び献本致し
ませんからどうぞ皐校にお備へおき下
さいますゃう切に御願申じ上けます。
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l 
.·Here are the boo_l{s of all sorts,-=--fiction; belles-lettres, 
/ t 
-.essays, speeches, l~terary criticisms, pis tory, sciences, phi~·~ 
'losophy and sports,_:_atnong which you can picl{ . up any 
~ Items, and which you can buy- with()ut ·any regret~. . · 
·The highest · typographical accu.racy!, beautiful 
printing, artistic binding, excellent, pap~e ~- , and the · 
most important of au, the moderate prices of the 
- P.Ublications are always the features . chai~acteristic of the 
-Mokuseido books. · · 
/ 
~eing. fully conv.inced that our publications are in ev~ry 
. point as good as any British- or Arnerican-published booi{S, 
~ and are offered- at cheaper ·prices, we -deem it _the greatest 
... . 
·pleasure, to recommend our boolts to ouv · English reading 
public at large and for . the use af your classes ·1 
. . 
THE USE OF LIFE 
By Lord Avebu!y 
126頁定債50銭送料4銭
英図の一大名士 Avebury郷が、或(1皐者さLて、或
(1寅務家さ Lて、庭世の道右?誇々さ設いれもので、
その思想の穏理、行文の流暢なろ 1言iエずもあれ、ヲ!
読まれ頗る該博、青年拳生のの教科書として無二の真
書である。
話 HowTo Get What You Want 
By Orison Swett Marden 
く補習科程度3
164頁定債60銭まさ料4銭
精紳ー到すれば吾人め希望寸ろ所のもの、富の増殖
も、健康の増進も、智能の啓後い徳器の成就も受に1
能く入車中合ーの域lこまでも主義ぜしむる二と敢て至難
の業iこ非す、ご読者らして巻込措く能l工ざらしむるもの。
Jonathan and His Continent 
By Max O'Rell 
(高校一年程度〉
162頁定償 60銭途料6銭
Max O'Rell (1雅披で、本名'("1Paul Bouetさ謂ぴ、
主主め筆軽妙にLて訊刺i二宮ん7ごものである。
A Miscellany of Typical Prose 
(高校一年程度j
128頁定償 50銭怠料4銭
Thoreau， Chesterton， Daudet， Helps， Ga]sworthy， 
Conrad， Belloc， ToIstoy， Bennett， Arnold， Gissing， 
Hamerton， H. G. WeIls， Brett Hatte 等の伐表作ら
集めてあるo I 
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ENGLISH PROSE 
STORIES AND ESSA YS 
(高校一年程度〉
28喜定慣80笥餅6渓
Anonymous. -Lord Avebury. -N. Hawthorne.-C. 
c. Everett.-CQnan Doyle.-P. G. Hamerton. -W. 
Irving.-O. S. Marden. -Charles Lamb.-J. K. Jorome. --Allan Poe. 
-Theodore Roos-evelt等の傑作ら集め、論文ミ随筆さら交代iこ取入れれ
理想的な教科書であります。
HALF HOURS with MODERN WRITERS 
(高校ー年程度〉
157頁定償 60銭怠料4銭
Samuel Smiles - Max O'Rell -Lord Avebury-
Jerome K. Jerome - O. S. Marden -Walter Em-に
manuel-J. S. Blackie-.E. Souvestre-Mary Russell 
Mitford - Mark Twain - George Gissing - Oscar 
Wilde-Douglas Jertold等の代表作ら蒐集しれものであります。
Oscar Wildeの傑作二書
りイ 1レド‘1英図貴族向の文事者でありて、彼
の作品申特i二女1られてゐるものら小冊子と
して編薬しれものであろ。短時日で讃み切
るものとして最適の教科書であリます。
ー-~、 、 ~、ー'局、、/一、 ー〆-'- .-、._/~-，_.、、 r、“'向、/"、、--、_/"、_/"'o_/
The Happy Prince and 
Other Tales 
(高校一年程皮)
85頁定償 50銭会料4銭
The Happy Prince， The Selfish Giant， The Nightingale and the Rose， 
The Y oung King， The Star-Child. 
The Model Millionaire 
and Other Stories 
く高校一年程変〉
72頁定慢 40銭送料4銭
The Model Millionaire， The Sphinx without a Secret， 
The Cantervil1e Ghost. 
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Select Pieces from Eminent Authors 
(高校一年程度〉
122頁定慣60銭迭料6銭
Pathological， Kusa-Hibari (Lajeαdio HlIarn'. The 
Last Class (Alphonse Dαudet). Di妊erentKinds of 
Heroes (C. C. Everett)， Lucy， By the Sea， The 
Reaper (William Wordswoバh). The Nightingale 
(H，αns C. Andersen). Devid Swan， The Vision of the Fountain (Nαthaniel 
Hαωthorne). The Little Brother-in-Charge (Florence Monfgomery. 
The Desert (Alexαnder W. Kinglαke). Break， Break， Break; Tears、
Idle Tears; Crossing 'The Bar (AIρ-ed Tennyso川. Sunday (George 
Gissing). A Night among the Pines (R. L. Stevenson). 
BRITISH SHORT STORIES 
Edited by Niitsu 
(高校一、二年程度〉
上製
219頁定償 1.20銭送料8銭
本書{1英図2E代文豪の代表作為?撲出し、各篇の巻頭
iこはそれぞれ作者の符像とその億三巴ら添ヘナこもの。
To Please I-lis Wife (ThomαsRαrdy). Markheinl (R. L. Stevenson). 
A. Daughter of the Lodge (George Gissing). Without Benefit of 
Clergy (Rudyαrd Kipling¥ 1 Conde (Joseph Conrαd). The Lord of 
the Dynamos (H. G. WeUs). A Miller of Dee， Once More (John 
I_~αlSWOTthy) ・ The Letter and the Lie， The Tight Hand (Arnold Bennett)・
CHOICE NOVELETTES 
Edited by S. Umemoto 
(高校一、二年程度)
上製 194頁定償 l国送料8銭
The Broken Boot (John Gαlsworthy)， Bewitched 
(Edith Whαrtoが. Statement of Gabriel Foot， High-
wayman (A. Quiller Oouch ¥ Bread (Joseph Her-
gesheimer). The Garden Party (Kαtherine Mαns-
field). The Return (S herwood A nderson). The 
Enemy in .Ambush (Hugh Wαlpole). 
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短時日の聞に一寸しれ纏ったものを讃みたいとか.叉一冊に纏め
てある頁の多いものよりか、時々愛化したものを議みたいとかい
ふ希望者のために編纂したものであって定債も一冊拾銭乃至参拾
銭の締麗な気持よい cheapeditionである。行事や電車の中で
讃むにも便利で、ある。
~oゑU5tíbo'5 <!Cbtap ~bítíon 
ノ、J、J、，d向..".、 ._，.， " ..，.，..， v 
SILENCE By Leonidas Andreie賃
TWENTY-SIX MEN AND A GUミL By Maxim Gorky 
My Adventures in London By De Quincey 
The Coming World Unity By H. Randall 
THE WARRIOR'S SOUL By Joseph Conrad 
Virtue and Other Stories By J ohn Galsworthy 
THE DEFENDANT By G. K. Chesterton 
~ ，
The Defendantは Chestertonの初期の作で.1901年仁翠行本として
責れ.常時大い仁彼の巽2与を認めしめ北有名な亀の.
23 pp. 20銭
26 pp. 20銀
32 pp. 20銭
20 pp. 20銭
33 pp. 20銭
81 pp. 20銭
33 pp. 20銭
Selections from Shakespeare 32 pp. 20銭
The Merchant of Venice-Act IV. Hamlet. JuIius 
caesar-Scene 1. 
‘Rikki . Tik.ki-Tavi' and Red Dog By R. Kipling 69 pp. 25銭
Kiplingの名動物小説であって自然界から人間界へ這つt来ると云つ托
興味ある議物である.
THETWミ.EESTRANGERS By Thomas Hardy 36 pp. 20銭
Talk and Talkers By R. L. Stevenson 45 pp. 25銭
AUcla's Diary By Thomas Hardy 66 pp. 30銭
一一
Enoch Ardea and Locksley Hal1 By Alfred Tennyson 62 pp. 25銭
MAHOMET By Thomas Carlyle 62 pp. 25銭
MARTIN LUTI宣ER By Thomas Carlyle 41 pp. 25銭
The Character of Napoleon Bonaparte 54 pp. 35銭
The Country of the Blind and the Door in the Wal1 
By H. G. Wells 74 pp. 35銭
R. L. Stevenson: Virginibus Puerisque.(高校二三年程度) 63 pp. 38銭
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Milton: COMUS AND L YCIDAS 
定償 40銭送料 2銭
TALES FROM SHAKESPEARE 
By Charles and Mary Lamb 
87頁三色ロ緯人美本定債 60銭送料 4銭
Hamlet. Prince of Denmark. -Romeo and Juliet. -The :Merchant 。fVeniceの三篤を軟む，
THE RAJAH'S DIAMOND 
By R. L. Stevenson 122頁定i質問銭送料 4銭
Francois Vill.JD By R. L. Stevenson 
定償 50銭送料 4銭
TaJess from Charles Dickens 定俣 35銭送料 4銭
A Christmas Carol. -Dr. Manette's Manuscript. 
Olalla 
R. L.. Stevenson 定償 38銭送料 4銭
定債 38銭送枠 4銭ESSA YS OF ELIA 
By Charles Lamb 
Dream-Children. A Reverie.. The Praise of ChimlleY-SWeepero. A Dis-
sertation. upon Roast Pig， The Superannuated Man， Old China. 
ESSAYS OF 
HENRY D. THOREAU 
Selections fiγom lValdeη 
岡大剣美本定償 60銭迄料 6銭
Reading， Sounds， Solitude， Visitors， Higher Laws. 
Little Lord Fauntleroy 
By Frances 1王odgsonBurnett 
四六歩r上製美本定債 l固送料 8銭
4、公子が我園t之停へられ?乙のは可也古いとιでありますが此愛ら
し〈美し〈涙かましい物語は今提言ほ盛んtこ畝米の青年子女の問に愛好
されてゐるのであります、その原書はいづれ亀高債な大め教科書とし
℃容易仁用ゐる乙とが出家なかヲ大のでありますが、今回傍堂はそれ
を羨しい本主し℃厨かる最も安債仁して提供し大ものでありますe
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CONFESSIONS 
OF 
Opium-Eater 
BY 
THOMAS DE QUINCEY 
BY 
YONESAKU OTAGIRI 
INTRODUCTION :一
Life. W orks， General 
Characteristics. 
AUTHOR'S PREFACE: To 
the Reader. 
PRELIMINARY CONFES-
SION. 
THE PLEASURES OF 
OPIUM. 
INTRODUCTION TO THE 
P AINS OF OPIUM. 
THE PAINS OF OPIUM. 
上賛美松本女
1硲頁註ω頁定債 1図 、途料 8銭
本書iこ取っt:原文iヱー入二一生手初めて「倫敦対誌jにす載ぜられ積書
界ら驚倒さぜナ:英文撃中締に見る名丈として今日批評家の間lこ激賞ぜら
れてゐる所謂 OriginaI issue そのま hのものであサます。
念末J)I¥otes (ヱー字一・匂に刻 J]lこイナ~j l'綿密周到な全く頁心的のも
のて・、英米出版¢同一註碍書E比較Lて宅も遜色がない。 DeQuincey 
研究の好資料ざ Lてまれ高等程度の英文教科書さして上乗のもりであり
ます。
U nto this Last 
by John Ruskin 
Edited with Notes by 
Y onesaku Otagiri 
24翠定債 1国送料 8銭
ラスキνが白ち序文lこ「恐らくはなが今後書くもの弘中で最衰のも
のさなるであらうj と言ってゐるやうに推議彫守、ら授らし1:警!貨の金文
字! 第ー篇1:r祭琴の基礎j、第二筒I!I富の績膝j、第三篤1r地上め審
~J者j 第四篇 l工 li質1避に後ぴて J。皮相な丈 '9j~痛祭し正直な人間..;)霊怯
や高日目ぜろ著者一流の信念さ性格とが各穏に生き生きと躍り出Lてゐる。 1
港・末にi!懇切な英文の註蒋ア付げてあろ。 鰻濫な字句に1~昇滋事上 II
から特iこ絶妙な箇所l二f1:修続準上若く (1文法上vら見1:委l~ 、設;Ujが加
へてムる又引用語句lこ''1一々その出典が示してある。 由来註碍書に乏し
い本書lこかくまで精密な註蒋ら付しれ編者の苦心'1直ちiこ讃者i二認識ぜ
られるにちがびない。
21 
LIFE AND HUMANITY 
四六剣美本 132頁定債 60銭送料 6銭
Washington Irving， John Burroughs， N. Hawthorne，. Thomas Moor， 
Hugh Miller， Anatole France. Lafcadio Hearn， P. B. Shelley， John 
Keats， G. Gissing， John Galsworthy， Walter de la Mare， Edgar 
Allan Poe. 
宅-:het%Cemoirs 0/ 
Sherlock Holmes 
By CONAN DOYLE 
上製 188頁定債 80銭怠料 8銭
Silver Blaze.一-TheCrooked Man.-The Naval 
Treaty.--The Final Problem. 
The Lure of the Sea 
Edited by K. Sudo 
四六列美本定債 1周送料 8銭
John Masefield :-Port of Many Ships， Sea Supe~ 
stition， A Sailor's Yarn， From the Spanish， A Valediction，‘ 
The Golden City of 5t. M.lry， Trade Winds， Sea-fever， 
A Wanderer's Song， The Tarry Buccane~r， Lyrics from 
‘The Buccaneer.' Joseph Conrad :-Youth. Clark Russell:-
The Mystery of the Ocean Star， Calms and Seas. SamueI Cole-
ridge:-The Rime of the Ancient Mariner. 
~wínton' 5 ~tubíts in 
~nglí5b 1Literature 
With Appendix 
Edited by T. MINEO 
四六判美本約 450頁定債 2国送料 10銭
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FIVE SHORT STORIES 
By R. L. STEVENSON 
191買上製定債1国選料6銭
(高校一、二年程度〉
Will O'The Mill. -The Bottle Imp. -. The Isle of 
Voices.-l、heWalf W oman. -Providence and the 
Guitar. 
Twelve Best Short Stories 
From British and Am.erican Writers 
SELECTED BY K. KUMANO 
上製
2りO頁定債1国送料 8銭
本書に収めれ十二の名篇1米岡英語教師令に於て米
関各地の中撃校、高等裏門祭校で必修り教材と Lて選
定されれもの及ひ'紐育園計官官が一般の人々 lこ興味さ
寅盆のt:めの積物ごして選ぴしものとら会取して編
纂しれものである。
La[cadio Hearn. -Stockton. -Kipling. -Irving.-GaIsworthy. 
一Hawthorne. -Mark Twain. -Gissing. -J acobs.-Pain. -0. 
Henry.-Boyd. 
A CHRISTMAS CAROL 
By Cha宜lasDickens 
Edited， with Notes by S. UCHIDA 
上製 158頁定債 1闘送料6銭
The Cricket on the Hearth 
By C. Dickens Edited， with Notes by S. UCHIDA 
上製157頁定債 1国送料6銭
Glimpses of Modern English Critics 
62頁定震 50銭送料4銭
Matthew Arnold， ¥tVa1ter Pater， Oscar Wilde， Arthur Symons 等の
評論ら集め'英丈事研究者必讃の真書である。
包8
How to Live on 24 Hours a Day 
By Arncld Bennett 
Edited， with Preface by K. HANAZONO 
上製定債80銭送料6銭
Bennet (1現英閣支壇に於:jるオ人であって、本書l!
欧米の讃吻界lこ於て非常な好評ら博しつ hあるもの
℃わる。
THE CALL OF THE WILD hy Jack London 
Edited， with Notes by Y. TOMITA 
上喫 140頁定債1関誌料6銭
英語青年評ァー堺枯川氏め隷書『野性の呼聾』以来
あまりに有名である。今度宮はi兵の努力で、米諸等に
鈎する詳設ら加へ、夏lこ馬民口緒、地圏等らFI'してあ
る 完全阪の Prefacet London の appreciation1こ
好参考ごなる。
The English Country Calendar 
By Frank H. Lee， B. A. OXFORD 
PROFESSOR OF ENGLISH AT THE TOKYO UNIVERSITY 
OF COMMERCE， AND THE PEERS' SCHOOL. 
さ2警定債 1.30銭送料 8銭
英関の田舎の風物、景物、年中行事与十二ヶ月に於げ
て設いれもので、著者 Lee(1商た、帝大、皐習院に教
授ぜられる人fごげlこ我園人の晴好らも目安 iこおく二
さら忘れなかっt:さ見え、すらすらさ面白く誤んでゆ
かれる。 例へIfJuneのさころにある結婚風俗の件りなご・、Kronなs-
の無味乾燥ささ還って、半額に笑や湛へつ主語ってゐるやうな気軽さが
ある。 それに文藻lこも盛んに著話とて、腕々iこ詩の引用ゃ、諺の説明jや
がある。 Readerら教へろもの、英国の人情風俗た知らんとするものに
は是非ー讃ら薦めれい続麗な本でわる。
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(English Country Calendar F"J $) 
PREFACE 
• A laRd of just and old ·renown, 
Where Freedom broadens down 
From precedent to precedent." 
(Tennyson). 
WEATHER AND CLIMATE 
The Englishman's love of grumbling-Climate of Eng-
land changeable but equable-An ideal summer day 
-The Gulf Stream-Tempe1·ature-The seasons 
and months-May-day in mediaeval England-
Spring flotvers-Corn{ields, meadows, hedgerows-
Hares, foxes, pheasants. 
Englishmen are very fond of grumbling. 
Someone once said that to grumble was an 
Englishman's privilege, just as some one else 
said that an Englishman's home was his castle. 
Perhaps there is a little truth in both these 
. 
sayings. 
Certainly, if an Englishman wishes to find 
something to grumble and complain about, the 
climate and the weather give him plenty of 
opportunity to exercise his so-called privilege. 
Owing to her position on the extreme 
west of the vast continents of Europe an.d 
Asia, with no land between her and the North 
25 
A London Chronicle 
切4品 Notesæγ~d Illust~γations 
By Frank H. 'Lee， B. A. OXFORD ji 
上製 350頁 定償一国七十銭 送料十銭
Reviewεd by the Japan Advertiser:一
Having taken his students through an Eng1ish 
year in a textbook published about a year ago， Mr. 
Lee now gives them a year in London. lt is easy 
to see that the subject is again a congenial one. Even to write about 
London fils him， he says， with a sense of despair， so vast is the sub-
ject， so rich in memories， but beginning manfulIy at Tilbury Docks he 
gives his readers a thoroughly interesting review of the g:reat city. The 
book is divided by the months of the year， and though the method is 
]ess obviously right than when applied to EngIish country life， Professor 
Lee ingeniously finds reasons for being in London and enjoying it 
during all the months. January， as he says， isnot London's best 
month， but then it is the only month in which one can go to the 
pantomime. With such a genial guide， no wonder that his students 
ca11 for more. 
英語青年批評:ー著者は震に同じ北星堂から "TheEnglish Country Calendar"を
出し℃回国景物の叙法に特異の才を以ヲ大乙とを示したリー教授で，此の姉妹篇には筆を革め℃
大倫款の行進曲を綴ヲ℃ゐる. Prefaceは Londonの歴史と沿革である. 英人の倫敦愛から
書い℃末"'C..ローマ時代，サクソシ時代と次第t二移って現代に至る関に，種々の作家の倫敦践が
ちょ〈ちょ〈引い℃ある. 面白いがま芦少し四角張つ℃ゐると思つ?乙ら.その後が Chronicle
の賞慢で，一年十二ヶ月仁分け℃倫款の繁昌記となってゐる. “The foreigner who visits 
London for the first time can 8carcely fail to have a feeling of bitter disappoint-
ment when he arrives in the great metropolis about which. before setting out on 
his journey thither. he hss probably read and heard so much."ー ーといふ蓄を出しの
一月は，先づ我等を失望させ℃おいて.Noreから Thames 仁舶をλれると乙ろから話を始め
る. 雨岸には汚い沼池の岸ξ.引をあげられ北小舟.むさ苦しい家並とが捜し Ti1buryで汽
車仁乗ればま大二階建の努働者の家ばかり. ...しかし，かうし℃諸君がノスタルヂア仁曹は
れ免らエシパシクメシトに来て見たまへ，と話は何時か知らぬ問に Londonの齢差キ子棋の見
世物巡りとなる. そして子供の生活のこと仁なり，動物園， Woolworthの bazaarゃ Kerb-
seller の話仁移る. 乙の間二十六頁で息、亀づかせ，..tこ議ませる面白きである. 二月は時季摘
Parliamentのはなし，乙の終りに Houseの建坪幾何など h少し数字が出るが.そ乙は敬遠し
て亀.あとは開院式から議事走行，傍聴席占領競争などの様子が手に取るやう.それから London
の江戸ヲ子 cockneyの話し.The Templeの末歴.等々.それで五十三頁，三月は諺の Wind
in March.で街掃除から話し出し.銭から TheWhitechapel Road， The East End.それ
からーカ丸乙の位で略すιして.十二ヶ月 339頁は少し屯退屈しない. 案内認の俊続的きに堕
せ，...見聞談の冗長仁涜れ手仁，兎屯角.紹介子の議ん?さ乙の種の本の中では珍らしい好著のや
ろに思ふ. 容末の註覇軍十三貰屯.一寸僻奥仁ないやうなとと?さけが説明し℃あっt便利. 同事
の人議の一議をお認めし批い所以である.
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May 
To me at my fifth-floor window 
The chimney-pots in rows 
Are sets of pipes pandean 
For every wind that blows; 
" And the smoke that whirls and eddies 
In a thousand times and keys 
Is really a visible music 
Set to my reveries. 
(W. E. Henley-Echoes). 
The London Season-Social duties of Their Majesties 
-Levees and Drawing-rooms-Presentations at 
Court-1'he business of the Season-Society-The 
Derby-The Cosier-The Three Card Trick-
London Parks-Park orators-Hyde Park-St. 
James' Park-Bird Cage Walk- The Green Park 
-Kensington Gardens-Battersea Park-Regent, s 
Park-Greenwich Park-Anne Boleyn-Queen 
Elizabeth-The Royal Naval College-Admiral 
Togo. 
May marks the beginning of the so-called 
Lo11don Season which goes on until the end of 
July. If you were to enquire in what respect 
the period covered by the season differs from 
any other period of the year, you would 
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discover that the season is merely an in-
significant ripple on the surface of the sea of 
London life, and that it only affects a very 
limited number of people and only a compara-
tively small portion of London itself. 
To be exact, it is as well to describe the 
season as the period when the King and 
Queen are in residence at Bucl\:ingham Palace, 
and when they devote a considerable amount 
of time and trouble to the performance of 
social duties and to the holding of a number 
of social functions. 
It . has always been traditional with the 
Kings and Queens of England, and indeed 
with the members of the Royal family, to 
share as far as possible the life of the English 
people, to mix with them, naturally -vvithin 
certain limits, a11d to take a personal interest 
in their sports and pleasures. This is, how· 
ever, only one side of their manifold activities, 
and not the most important. They mal\:e it 
part of their duty to be present at the opening 
of all sorts of institutions connected with the 
general welfare of the people, . to attend 
exhibitions whose object is the furtherance of 
trade and commerce, to lend patronage to all 
28 
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sorts of charitable schemes and philanthropic 
organizations to assist the poor and needy, 
and, in short, to do everything within their 
po\ver to promote the general happiness and 
prosperity of the country at large. 
Now one of the multifarious social duties 
of the Sovereign, and probably one of the 
most arduous and uninteresting to him, is the 
holding of levees and drawing-rooms. 
In the United States of America every 
American citizen has the right to be prese11ted 
to and to shake hands with the President, this 
being apparently·· one of the visible expres-
sions of the democratic spirit of the Constitu-
tion, under \tvhich every man and every 
woman is supposed to enjoy equal rights and 
equal opportunities. In England, lil(ewise, 
every subject of the King has, theoretically, 
the right to be presented to his Sovereign, 
with, ho\'vever, certain restrictions which 
limit the number of thos~ presented to a com-
paratively few. Firstly, the person to be 
presented must be introduced by a person 
who has been previously presented ; secondly 
it is necessary for civilians to wear Court-
dre£s and for ladies to wear a dress of a 
29 
Our Village CIllustrated) 
By Mary Russell Mitford 
Compiled， with Notes by T. Y AMAZAKI 
表8警 定債 1.20銭送料 8銭
可司r・ASHINGTONIRVING 
RIP V AN WINKLE AND 
OTHER SKETCHES 
Edited， with Notes by R. TANABE 
上製 201頁定債1国送料8銭
Rip Van Winkle.一一TheSpectre Bridegroom.一一-The Legend of 
Sleepy Hollow.一一Legendof the Moor's Legacy.-The Governor 
and the Notary.--The Adelantado of the Seven Cities. 
An Attic Philosopher in Paris 
BY 
企mileSouvestre 
Edited， with Notes by R. TANABE 
上製
205頁定債 1国送料8銭
美しい持鎗が入ってゐて、巻末に{:r詳誌が添へてある
AMIEL'S JOURNAL 
(A SELECTION) 
THE JOURNAL INTIME OF 
HENRI-FREDERIC AMIEL 
上製
159頁定債 1国送料8銭
80 
Selections from 
ANTON TCHEHOV 
Translated from the Russian 
By Constance Garnett 
VOL. 1 (155 pp.) 
“セheBeggar and 
Olher Stories" 
VOL. 11 (178 pp.) 
“おtiseryand Olher Slories" 
Edited by Raymond Bantock (Oxon) 
上製定債各々 1園送料各6銭
THE 
INTELLECTUAL LIFE 
By PHILIl> GILBERT HAMERTON 
CSelected) 
161頁定債 70銭送料4銭
Selections from Edgar Allan Poe 
"The Gold-Bug and Other Stories) 
138頁上製完債 60銭送料6銭
The Gold-Bug. -A Descent into the Maelstrom. -
The Black Cat.-The Fall of the House of Usher.-
The Raven. 
Selections from 
GEORGE GISSING 
118頁定償 70銭送料 6銭
The Firebrand. -The Poet's Portmanteau. -The 
Medicine Man.-Raw Material.-The Tout of Yar-
mouth Bridge. -A Charming Family. -Fate and 
the Apothecary. 
81 
SELECTIONS FROM 
THOMAS HARDY 
(TALES AND POEMS) 
上製約 220頁 定債 1園怠料 8銭
The Melancholy Hussar of the German Legion.--
Alicia's Diary. -What the Shepherd Saw. - An 
Imaginative Woman.-The Son's Veto.-The Three 
Strangers. PUEMS. 
The Son's Veto and Other Tales 
By Thomas Hardy 
上製
150頁定債 80銭送料6銭
The Son' s V eto.-F or Conscience' Sake.ー ToPlease 
His Wife.-Enter a Dragoon.-The Three Strangers. 
REPRINTED BY PERMISSION OF 
H. G. 'iVELLS 
The W orld Before Man 
Being 
Book 1 of'The Outline of History' 
The Making of Man 
Being 
; Book 1 of 'The Ourline of History' 
Edited， with Preface by T. TOMITA 
Z更定債各1国送料各6銭
本書l1著者 H.G. WeIls 兵力J特に北星堂£り蓄を行為p許されれもの
で、日本に於て(1他の出版えと許さないむのである。
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huge reptiles returning to a whale-like life in the 
sea. Pliosaurus, one of the · largest Plesiosaurs, 
measured thirty feet from snout to tail tip-of which 
half \vas neck. The Mosasaurs were a third group 
g r o u p o f these 
J\1esozoic reptiles 
was a varied group 
known as the Dino· 
saurs, m a n y o £ 
which a t t a i n e d 
quite enormous 
proportions. In 
b i g n e s s these 
greater Dinosaurs 
h'ave never been ex-
of great porpoise- 1 
like marine lizards. 
But the largest and 
n1 o s t diversified 
Triceratops in its 18 
The reconstructed skeleton of a great 
herbivorous horned Dinosaur, Tricera- • 
tops prorsus, at the Natural History 
Museum, London, and the reptile as 
it was in its natural state. It was a 
reptilian parallel of the hippopotamus, 
but with , three rhinoceros-like horns. 
ceeded, although the sea can still show in the whales • 
creatures as great. Some of these, and the largest 
among them, were herbivorous animals; they browsed 
on the rushy vegetation and among the ferns and 
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SELECTIONS FROM 
KA THERINE MANSFIELD 
Compiled， with a Preface 
By Raymond Bantock B. A. 
上製
161頁定債 1厨送料6竣
Preface~-KATHERINE MANSFIELD who died in 
1923 at the early age of 34. is the greatest English writer of 
short stories. She is as yet practically unknown in J apan. Her work has been 
profoundly influenced by the art of Anton Tchehov. the great Russian author of 
short stories. She has applied to English life. the same methods of character 
drawing that he applied to Russian life. N 0 writer has succeeded better than 
she in depicting the subtleties of modern English life and character. She is 
above al an exquisite artist. and her stories. wiU become classics in English 
Literature. 
Selections from John Galsworthy 
Compiled by Y. NIITSU 
上製美本定債1閏送料6銭
A Fisher of. Men.-Courage.-Compensation.-A 
Parting.-The Neighbours.-Once More.-Justice. 
-Magpie over the Hill.-Evolution. 
Selections from HA WTHORNE 
150頁.定債70銭送料6銭
~_ Rill fro~ the Town Pump. - David Swan.-
Mr. Higginbotham's Catastrophe. - The Vision of 
the Fountain.-Fancy's Show Box.-Dr. Heidegger's 
Experiment. - The . Sister Years. - The Minfster' s 
Black Vell.-Ambitious Guest. 
HELPS'S ESSA YS 
written in the Interval of Business 
くWITHNOTES) 
布製 170頁定償60銭送料4銭
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THE SEXTON'S HERO 
AND 01~HER TALES 
By Elizabeth Cleghorn Gaskell 
With æγ~ Introd札，ctioγ1， a礼dNotes by 
四六判上製 A. STANTON WHITFIELD 
EO錦、途料 8錦 B. Litt. Oxon.. E. R. Hist. Soc.. 
Mrs Gaskell was the earliest of the first-rate English women writers 
who became tellers of short stories. This singularity alone should make it 
worth while to examine her work in this field. In her short stories 
and long short-stories (she wrote few novelettes) are many detaih and 
delicacies of w('rk that seem worthy of notice. 1n the art of describing 
what she ~ets out to describe she certainly has， at her best， no superior事
and she d es this with a dispassion and aloofness which are neither 
heartless nor cold. She has never become a <:ult and no fuss is made 
about her. We do n t fuss over our friends， and Mr3. Gaskell is a 
companionable auth')r and as such she will always be loved. Quietly 
and unobtrusively she added her Iittle store of emotional insight to 
the patrimony of mankind. 
INTRODし:CTION--THESEXTON'S HERO一一THESQUIRE'S STORY 
一-THEMANCHESTER MARRIAGE--THE HALF-BROTHERS. 
TOIll Brown's School Days 
By Thomas Hughes 
ADAPTED BY 
IWAOYAMADA 
凶六列上製 定{買 1民J20銭怠料 8銭
Selections from 
?そαbindrαnαlh~αgore 
Vision and .Other StorIes 
Edited by H.島町ki
四六列上製 定債 1闘送料 8銭
Vision， 1 n the Night， The Skeleton， The Post-
master， Paper Boats and Other Poems， Poems， 
Malini等の代表作た集めれるもの.
一ー一一一、，ー ーー 1
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ON LIBERTY 
BY 
John Stuart Mill 
Edited， with Notes by 
SEIICHI UCHIDA 
四六剣上製 244頁定償 1園20銭送料 10銭
LITERARY PROSE 
Selections from Great Writers 
最上美木定償 80銭送料 8銭
Thomas Henry Huxley， Thomas Carlyle， Hamilton 
Wright Mobie， Oscar Wilde， Thomas De Quincey， 
Arthur Symons， Walter Pater， Lafcadio Hearn， 
William Hazlitt. 
Pen， Pencil and Poison 
and Other Essays 
By Oscar可高rilde
最上美本定債 1周送料 8銭
Pen， Pencil and Poison， The Decay of Lying， The 
1 maginative Prose of Walter Pater，“Hamlet " 
Stage Scenery. 
CRITICAL A N D 
MISCELLANEOUS 
WRITINGS. 
送定 L四
料償ムム
入ー制ハ
銭国栽列
本書l!高級の論文や集めれものであります
William Hazlitt， R. L. Stevenson， Walter Pater， 
Edith Sichel， George Santayana， Lafcadio Hearn， 
John Addington Symonds， Thomas De Quincey， 
Thomas Carlyle等.
、36
Some Prominent Chapters in 
SIR WALTER SCOTT'S 。UENTINDURW ARD 
Edited with Notes 
By YONESAKU OT AGIRI 
上製223頁定債1.20銭送料10銭
スヨザトの大作から線、てλ章二百頁た抜き、間lこ所々省略ぜられれ廿九
章1十行内外の英文lこ書き縮めて筋fごげら通るやうにしてある。念未lこ
li詳細現切なろ註えと添へてある。叉続麗な挿給も毅枚入れてある。
駅間関常設情状 Selectionsfrom 
MA TTHEW ARNOLD 
上製
190頁定債1国選料8銭
The Function of Criticism at the Present Time.-The 
Study of Poetry. -Wordsworth. - Sweetness and 
Light.-The Celt and the Teuton.-Emerson. 
Selections from Walter Pater 
with Notes 
(高校上級、大串程度〉上製定債1園迭料六銭
Chronology. - Preface to “The Renaissance."--
Sandro Botticelli. -Conclusion (From the RenαlS. 
sance).-1 he Child in the House.-Divine Service.-
A Prince of Court Painters.-A Study of Doinysus. 
English Composition 
By K. Hanazono 
定債 70銭 送料 6銭
本書 lt自由英作文の理想的教科書であります。
37 
Higher Intelligences 
with Author's Life and Notes 
〈程度高級〕
上製
忽O頁定債1闘迭料8銭
WiIliam Hazlitt， Walter Pater. John Addington 
Symonds， Heloise， Pater-Abelard等人主主の名文ら集
めれものである。
LONDON SKETCHES H. V. Morton 
43頁定債 25銭怠料 2銭
“The KeysぺInside“Big BenぺAmongthe Kings， 2 LO， Keepin号 an
Eye Ope~l ， Two in a T~wer， Cenotaph， Romance on Wheels， Ghosts 
of the Fog， Faces in the Strand. 
Lyrical Poems of England 
定債 30銭 送料 2銭
Thomas Moore， William vVords¥vorth， S. T. Coleridge， John Keats， 
Alfred Tennys~n ， Hobert Browning， E. B. Browning， Thomas Hard);， 
John Masefield. 
~nglí5b Vωt5 130頁上製定債 1図
宅;heirForms and訊[amω 色竺f
ωith N otes and Comments 
BY R. ISHIGURO 
英語青年批評一一英詩六十篇 lこ詩*用諮ら交互に排列して te~hnics さ
詩の寅慢さル並行して教へてゆかうさいよ-仕組み technics には一々
Greekの originから設さ起してあり，問書中の寅例iこreferしてあろ.
詩中の難語にl1裏方b得t:notesがある 要する lこ，如何にも石黒.氏の
著らしし、親切な適切な本である. 詩型S用諮ら主主 l1:英詩の教科書と
しては L参考書ミしても〉本書一冊あれは専門家でない限り先づ十分で
あらう.
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吋 Poemson Evening and Night 
(From GrayめOur~ime) 
Edited with Glosarial Notes by Y. OTAGIRI 
上製 ~Æïffi
194頁厄{民 1.50銭送料8銭
黄昏に1人の心1'総て厳請になる、民面白になる、深
刻になる。人一傍iこ敏感な詩人が、此時の感激iこ歌い
出でt: ろ自然の魂の登十五、或者 11之れに無常か観じ、或~.(1之iこ液刺れ
るか!迭の色ら見ろ、或者1古俸設iこ乙女の純なる念願ら偲ぴ、或者'1友の
情げに去に L日の商影や這ふ。病苦に貢げじ魂の勇批ら歌ってゐるもの
もあれば、夜半の暴風雨に大白然の威力ル讃嘆してゐるものもある。ミり
ご・りにその生活境遇思索iこ隠じて特殊の趣乍示しつ弘、相集戒して一巻
となり、グレー以下現代まて英関詩人の思想感情ら烏鰍的iこ表してゐる。
ー詩人毎にー詩ら取り、小影、評健、詩、韻律の問項iこ分t1て其順序
に列べてあろ。詩の本文iこI!、難地の字句に墨鮎ら施L、谷米に註擦の
あるこさら示す。各詩の績律(1. 編者の最 l.骨折つれ部分で、韻脚の分
切、長短抑揚(1従来用ゐられて尽ろ制規の詑貌iこ依つ L表L、愛柊其他
特に注意すべき黙11、其都度一々術品ら以て小設た施し、術語(1巻末に
於て詳しく説明ぜらてゐる。考委末の註解H1詩中の字句の討標ご韻律法の
術語の説明ミ混交Lて AB C }I債に排列してあるγ ら字句の註穆ミ韻律
訟とら一緒lこしれ小字典のやうなものである。
ENGLISH PO.EMS TJ~Ei~:N子会長JLs
With Notes 
布製定債 70銭主主料 6銭
1 
Thomas Gray. Robert Eurns， Thomas MOJr?， William Blake， 
Lord Byron. Percy B. Shelley，とamuelT. Coleridge， William 
Wordsworth. John Keats. Henry W. Longfellow. Alfred Ten-，1 
nyson. . B. Browning'. Dante G. H.ossetti. Christina G. 1<08-
setti， William B. Yeats， Arthur Symons. Walter de la Mare， 
J ohn Masefield. Robert Browning， Edgar Allan Poe. 
Five . Short Plays Edited by A. Miyamori 
定償六十銭 送料四銭
THE MERRY MERRY CUCKOO 
THE BISHOP'S CANDLESTICKS 
THE LOST SILK HAT... 
WHER~ THE CROSS IS IVfADE… 
THE THRICE PROMISED BRIDE 
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Jeαnnette ktαγks 
Normαη l¥lcl(innel 
Lord Dunsαny 
Eugen e 0' N eil 
Cheng-Chin Hοung 
. 
Extracts from SHAKESPEARE 
With Synopsesαnd lllustγαtions 
EDITED BY 
ASATARO MIYAMORI 
上製美本
299頁潟民四十銭定債1.50銭送料10銭
本書t"t各章の巻頭に各其筋ら述ぺ、次lこ本文ら殺めて
あろ叉各章毎にそれぞれ舞霊場面の潟民ら入れてある。一冊にしてよく
これにけのものを収めれものは外闘にも珍らしい。沙翁研究者、英文撃
研究者の異に机上り友さすぺき真書である。
A SKETCH OF WILLIAM SHAKESPEARE (by Sir Sidney Lee).-
Julius Casar.-As You Like It.-Romeo and Juliet. -TweHth Night; 
or， What Y ou ¥Vill.-King Lear.-King Henry IV.-The Merchant of 
Venice.-The Tempest.-Othello， the Moor of Venice.-King Richard 
II.-Macbeth.-A Midsummer-Night's Dream. -Hamlet， Prince of 
Denmark. 
Contemporary One-Act Plays 
Selected by Asataro Miyamori 
上製
206頁定債 1国透料8銭
英撃者にLて劇評家?こる宮森先生が英米のー薬物中、
我畢生に最も興味あるものた撰ぴ編纂されれもので
あって作者lれ、づれも欧米一流の人家である。
George Calderon.-Henry Arthur Jones.-Lord Dunsany.-Sir Jones 
M. Barrie. -John Galsworthy. - Alfred Sutro. - Arthur Caser. -
David Pinski. 
Litle Masterpieces of Ten Great Dramatists 
Edited by A. Miyamori 
上製 289頁定債1.30銭送料8銭
The First and the Last (John Gαlsworthy). -The 
Grand Cham's Diamond (Allan Monkhouse). -The 
Compromise of the King of the Golden Isles (Lord 
Dunsany).-JaIses and John (Gilbe付 Cannon).-The
Theatre (H. F. Rubinstein).-The Workhouse Ward 
CLildy Gregory .-The Unseen CAlice Gerstenbery).-The Bracelet (Alfred 
Sutro).-The Exchange (Althea Thuston)--Thirst (Eugene G. O'Neill). 
40 
Culture . and Life 
上製
145頁定債80銭詮料6銭
Some Hints on Reading (J ames Bryce)， The Dedi-
cated Life (R. B. Hαldαne)， The League of Nation 
(Edωαrd Gray) ， The Universities and the War 
(Michαel E.Sαdler)， The Social Value of. the College-
Bred (Williαm~αmes)， Educational Aims and Values 
(c. W. Eliot)， The Social Ideal in Education (G. E. Vincent)， The Care 
and Culture of Men (Dωid S. Jordαn). 
Essays on Modern Problems 
Edited hy K. KUMANO， M.A. 
上製
235頁定債1.20銭送料8銭
Urbanization and its Adjustment. 
What is the City (C. A. Beard)， Nine Character-
istics of the City (E. C. Hayes). 
Capital VS. Labor. 
Life and Work in Olden Times (C. A. Beard)， The Technique 
of Arnerican Industry (C. H. Parker)， The Demands of Labor 
(Samuel Gompers)， The Reply of Capital-Representation (John 
Rockefeller~ Jr.)， Humanizing Industry (1. Fisher). 
Distribution of Wealth. 
Relation of the Distribution of Wealth to Sociological Problems 
(E. C. Rαyes)， The Present Tendency to Adjust Distribution of 
Wealth in the United States (ThomαsN. Cαrver). 
Universal Suffrage. 
Political and Civil Liberty Closely Connected (C. A. Be，αrd)， 
Woman Su妊rage(J. Bryce)， The Future of Universal Suffrage 
(C. Seymour). 
International Problems. 
Racial Prejudice (W. H. Thomαs)， The Policy of “The Open 
Door" ¥Bαillbridge Colby)， Force and Peace (H. C. Lodge)，“I 
am a Convenanter" {W. Wilson)， The League of Nations a Culmi-
nation of Civilization (Jan. C. Smuts)， The Far-Eastem Problem 
(J. O. P. Bland)， The World's Future (H. G. li'els). 
41 
THE CITIZEN OF TI-IE WORLD 
(SELECTION) 
BY OLIVER GOLDSMITH 
上製定債 80銭 送料8銭
! 1 “The Citizen of the W orld " of Oliver Goldsmith (1728-
j.! '1774) consists of a series of letters supposed to have been 
I written by a Chinese gentleman just arrived in England 
to his {riends in Pekin and other parts of the world. We 
can see how Goldsmith， with his easy flow of English， 
records his experiences in Lo.ndon and makes humorous 
observations 011 English Life. Y. 1. 
SEVEN 
GREATMEN 
OF 
TO-DAY 
SELECTED ESSA YS OF A. G. GARDINER 
(For the Use of Colleges snd Schoolo} 
定償 60銭迄料 6銭
Mussolini，“Father Hindenburg"， Mr. Stanley Baldwin， Mr. Halnsay 
~，1cDonald， Dean Inge， .President Coolidge， Henry Ford. 
42 
議tabíng~ in 
~ocíologp 
3Jn ~brtt "Uobt 
上製各約 125頁
定債各80銭送料各8銭
Edited by K. KA、rvABE， M.A.， PH.D. 
Vol. 1. SOCIAL EVOLUTION 
Social Evolution and Cosmic Evolution. Social Evolution and Bio-
Iogical Evolution. Man and Animals. Human Society and the Society 
of Animals. Development of Human Society. Situation and N umbers 
of the l-Iuman Race. The E任ectof Geographic Factors in History. 
Mental Life and Education. Family Life. The State. Religious 
Life. Art， Ornament， and Decoration. Conclusion: The Tendency 
in Social Evolution. 
Vol. 1. MORAL IDEAS AND SOCIAL LIFE 
Sociological View of Moral Life. l¥foral Codes. Sexual Morality. 
Suicide. Abortion， Inf anticide， Killing the Old. Cannibalisrn. 
Scapegoat. Asceticism. Conclusion: Social Nature of Moral Ideas. 
Vol. 11. SOCIAL PROBLEMS 
Social Unrest. Problem of Poverty. Dependents and Defectives. 
Crime and Social Control. Prostitution. Venereal Diseases. Eu-
genics. Prevention of Poverty. lndustrial. Democracy. 
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DEAN INGE: 
Select Essays of 
Dean Inge and Principal J acks
ADAPTED WITH NOTES BY 
T. AIDZU 
四六歩r上製美本 200頁定債 1固20銭送料 8銭
The Soul of England， lndustrialism， Democracy. 
PRINCIP AL .JACKS: 
From the Human End， The Tyranny of Mere Things， A Drifting 
Civilisation， On a Much-Neglected Virtue. 
本書受f:;に就いてi工特に弊堂lt原著者の承諾と後行者 Benn& Co.より
版権ら譲受げれるものなれl1:絶封他i二事事載た許さ Yるものなり。
American Short Stories 
Edited by Y. Nitsu 
上製美本 200頁定債 1固20銭送料 10銭
本書iヱ米国近代の一流揃であって集めれるものlt各々そ
の代表作として世界に聞えれるものである。 牧むると
ころtl:ー一ー
¥tVashington lrving (The Spectre Bridegroom)， Nathaniel Hawthorne 
(The Ambitious Guest)， Allan Poe (The Mαsque 01 the Red Deαth)， (The 
Pit and the Pendulum)， Francis R. Stockton (The Lαdy or the 
Tiger ?)， Bret Harte (The Luck o{ Roαring Camp)， (The Outcαsts o{ 
Poker Flat)， Henry James (Four kleetings)， O. Henry (The Cod and 
the Anthem)， (Aρer 1'-，ωenty Yeαrs)， Jack London (The Leopard Man's 
Story)， (To KillαMαn). 
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Selections from 
Jack London 
上製美本 179頁定債 90銭送料 8銭
The Enemy of al the World， the Faith of Men， 
Batard， The Whale Tooth， The Heathen， The Great 
Interrogation， The Man with the Gash， Where the 
Trail Forks. 
Ciales of Cierroγand [A(ystery 
Edited by Y. Nitsu 
上製美本 111頁定債 70銭廷料 6銭
A Tales of Terror (Thomas Hoorl)， The Caldron of 
Oil. Wilkie Collins)， Mateo Falcone (Prosper Merimee)， 
The Villa J asmin (William Le Queux)， The Chau圧倒r
and the Little Lady (William Le Queux). 
CONTEMPORARY 
SHORT STORIES 
Edited by S. UMEMOTO 
上製美本 177頁定債 1国送料 8銭
A Mere lnterlude (Thomas Hardy)， A Source of 
IrrItation (Stacy Aumonier)， Through a Window (H. 
G. Wells)， The Umbrella (Arnold Bennett)， The Bull 
that 'fhought (Kipling). 
Cihe CVicar of Gj回ake似d
By Oliver Goldsmith 
上製美本 242頁定債 1闘送料 8銭
The Vicar of Wakefield lt従来我園高等専門事校の数
科書として高債な舶来書が採用されて来れが今般弊堂
で議行しれ本書は舶来書の約牟額で、而かも舶来書に
比して非常に感じが良いものであります。
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Ethics for Young People 
By C. C. EVERETT 
布製 133頁定債 60銭送料 4銭
Fortitude， Courage， Heroism， Di妊erent Kinds of 
Heroes， Contentment， Ambition，. Education as a 
Duty， Self-Respect， Self-ControI， Self-Reliance， Re-
lations to Others， Selfishness， Obedience， Love and 
Sympathy， lJsefulness， Truth and Honesty， Good Temper， The 
Playground， Fun， Friendship， The Home， The School， Patriotism， 
Kindness to Animals. 
名neEssence of Modern 
Idealism By Royce 
Compiled by M. Kohno 
上製 170頁定債 1回送料 8銭
米関n住ーの最大の Idealist として知られて屑ろ Royceの交筆に就
ては既に定評あろ所、而かも難解なろカント哲与さがへーゲル哲患に
溌展する径路め叙述あれり稀l こ見る ~'!fj 併さた珠玉のやうな文皐で書
いて居る。内容は1.General Introduction-The Hole of Philosophy 
in Human Life. 11. Kant's Conception of the Nature and the 
Conditions of Knowledge. II. The Modification of Kant's Con-
ception of the Self. IV. The Concept of the Absolute and the 
Dlalectical IJealism. 
Silas Marner By George Eliot 
上製美本定債 90銭送料 8銭
本書は女流作家 Eliotの初期の，j、設であって、女先の作品中最も完
墜なものと云はれて居る。
The Soul of Man 
By Oscar Wilde 
pイルドの作品中稀lこ見る傑作である。
46 
仮製美本
定債 50銭
送料 4銭
a・・・・ー"・・ーー-一
The F athers of Philosophy 
and Science 
From“THE STORY OF PHILOSOPIIY" 
By WILL DURANT 
(For the Use of Colleges and Schools) 
Adapted with Notes by M. KOHNO 
上製美本 定債 80銭怠料 8銭
哲事及び科事室tn浮時代のj社合的雰閏気と其天オソグラテスO プラトー。
7' 1Jストートル等の忠怒ら極く卒易iこ極めて興味深け玩設したもので
あります。
PLATO:-
The Context of Plato， Socrates， The Preparation of Plato， 
The Ethical Problem， The PoliticaI Problem， The Psychological 
Problem， The Psychological Solution， The Political Solution， 
The Ethical Solution， Criticism. 
ARISTOTLE:ー
The Historical Background， The W ork of Aristotle， The 
Foundation of Logic， The Organization of Science，一一一1.Greek 
Science before Aristotle， 2. Aristotle as a Naturalist， 3. r] he 
Foundation of Biology. Metaphysics and the Nature of God， 
Psychology and the Nature of Art， Ethics and the Nature of 
Happiness， Politics，-一一1.Utopia and Conservatism， 2.Marriage 
and Education， 3. Democracy and Aristocracy. Criticism， 
Later Life and Death. 
THE WISDOM OF LIFE 
SCHOPENHAUER 
Translαted by 
T. BAILEY SAUNDERS 
上製美本定償 1国送料 8銭
DIVISION OF THE SUBJECT， PERSONALITY， OR WHAT A MAN IS， 
"PROPERTY， OR WHAT A MAN HAS， POSITION， OR A MAN'S PLACE 
IN THE ESTIMi¥TION OF OTHERS. 
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The Pavilion on the Links 
By R. L. Stevenson 
四六歩q美本定債 50銭送料 4銭
Three Men in a Boat 
Jerome K. Jerome 
上製美本 160.頁定償 80銭送料 6銭
SELECTIONS FROM 
jOSEPH CONRAD 
上製美本 238頁定債 1閏塁走料 8銭
The Informer. the Inn of the Two Witches. The Idiots. An 
Outpost of Progress， The Warrior's Soul. 
CChe Story of a Bad Boy 
By Thomas Baily Aldrich 
四六剣美本約 180頁定債 80銭送料 6銭
Rosamund Gray and Selected P oems 
By Charles Lamb 
WITH NOTES BY 
E. V. LUCAS & EDW ARD DOWDEN 
上製美本定債 60銭港料 6銭
Rosamund Gray. Poems :-Hester， the Old Familiar Faces， 
The Grandame， On an Infant. Dying as soon as Born， W ork， 
Written a Year after the Events. Written $∞D after the Preced-
ing Poem. 
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Modem Masterpieces of 
Autobiography 
上製美本約 160頁 完債 1固 送料 8銭
本書吹むる所 飛行家 Lindburgh. 患者にして政治家の JohnS. 
Mill. 南北探険の諸勇者 Scott，Amundsen， Peary. 自働事王 Henry
Ford. 女流批曾事家 Addams女真.並に筆の故駐英米園大使 Page.
及び電気王 Edisonの七章であって、就中 A ーミ?の手紙は近来稀i二
見る雄筆と稀ぜられ、まれミルの早敬育の章iヱ古来何人も悉知の名
篇。 南北極探険の記事及a:l) ~ノドパーグの大西洋横断の詑事i工興味
常々として湧くが如く、 フォードの特異なる商業政策t:t吾人の一考
た強ふる所の'ものであります。
Readings in Modern Sports 
By K. HORIE 
上製美本各篤農入定債 1国送料 8銭
本書iヱ諸事の研究と共l二運動方面の興味た讃者に奥へるナこめに編ん
たものであって、す 9νビッグ・ゲームら始め、ラヨストの筆に成れ
るデグイスカップ職、ア〆ネット・ナラマン嬢英傍海峡横断の記事等々、
最も健全にして興味た余ねナこる無二の讃物であります。
作者は何れも第一流であって Bancroft& Pulvermacher， D. M. Bul-
lock， D. Stewart， C. Buchan， C. M. Daniels， A. KeIIermann， 
Lowe & Porritt， G. H. Ruth， Clark and Dawson， W. T. Tilden 
J. R. Lacoste， Sir H. Lunn.等。
Higher English Composition 
By Y oshisuke T omita 
Book 1.11. 上製篤農入定債各90銭送料 6銭
本書1:著者濁創のものであって総合的に英作丈夫P試みさ
ぜる‘やうに編纂されれものであります。
49 
An Introduction to 
English Poetry 
SELECTED BY S. H. BATTY-SMITH 
It must be admitted that the publication of yet another anthology of English 
verse needs justifying. The justification of the present book is that I have not 
found a selection exactly suited to the Third Year students of a Japanese High 
School. Of the existing anthologies one is too expensive, another is too long, a 
third is out of date, a fourth in its fastidious avoidance of the hackneyed omits 
the justly famed, a fifth deals only (though admirably) with the nineteenth and 
twentieth centuries, a sixth seems to have been chosen by inadequate method 
of icking poems out of a hat, a seventh is really a work on prosody and is too 
advanced, and eighth is limited to the Romantics, a · ninth gives patriotic but 
undue prominence to such conscientious promoters of ·•uplift" as Cornelia Pea-
body Wilkes, the Sappho of South Dakota, and her like. I found that I had to 
make my own. 
The Third Year student of a Japanese High School is curious about English 
poetry; he wants to be introduced to it and he is capable of understanding it, 
but he has not time to spend in the byways, lovely though they be, and he can 
r ot yet cope with obscurities. I have taken fifty poets and tried to show him 
what manner of work was done by each at . his or her best and most typical. 
The task is difficult. For Milton must be shown being majestic but not Biblical, 
Blake being religious but not mystical, Burns being neither stilted nor unintel-
ligibly Scots, Wordsworth being simple but not prosaic, Scott romantic but free 
from fustian, Byron being Byronic but not ridicurous. One must try to show 
why Tennyson meant what he did to his age and to exhibit his perfect dictiont 
but not his weakness, Browning must be rugged but not crabbed, Swinburne mus 
mean something and not merely drug us with melody, Kipling must be patriotic 
and virile but not blatant The book must be short enough to be read in three 
terms and cheap enough for the poorest student, yet it must cover the ground. 
Moreover the Japanese do not like long poems. 
I admit that some of the poems chosen are hackneyed; I admit that I have 
taken liberties . with spelling and punctuation in the interests of intelligibility; 
I admit that I have cut passages out of their contexts. But if these sins shall 
help to bring home to Japanese students the loveliness of English poetry, then 
I claim to be just1fied. For ·if my readers find something to their liking, let 
them follow these s gn-posts and fare better in some fuller anthology or in the 
volumes of the poets themselves. It is true that some of the poems chosen are 
over-long and that at least one is obscure, but I found no other means of doing 
anything like justice to the authors. It is true also that many admirable poets 
are omitted, but the result is that it is possible for a student to read the whole 
in the time allotted, and for the book to be published at a low price. Let not 
the student, however, suppose that there were not great English poets before 
Marlowe and Shakespeare; there was much fine work written, but the language 
is over-difficult. Of the Elizabethan and Stuart periods I have given no more 
than examples. Nor did English poetry die with Rupert Brooke ; there are still 
heirs to the great tradition. Moreover America has two or three living poets 
of genius, and her nineteenth century ones ate not unworthy of attention, even 
if only Whitman had greatness. 
S. H. B .• S. 
July, 1929. Kochi High School. 
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The English Mail-Coach 
and Other W ritings 
By 
De Quincey 
EDITED WITH NOTES By 
Y.OTAGIRI 
上製美本 160頁定債 1国送料 8銭
Introduction: 
J. Epitomical and Critical Remark. 
11. Chronology of Principal Events， Compositions， and 
Pub1ications. 
II. Bib1iography. 
The English Mail-Coach: 
Section I-The Glory of Motion. 
Going Down with Victory. 
Section II-The Vision of Sudden Death. 
Section III-Dream-Fugue. 
On the Knocking at the Gate in Macbeth. 
From The Suspiria de Profundis: 
1. Levana and Our Ladies of Sorrow. 
2. Savannah-la-Mar. 
Representative Modern Essays 
Edited by S. Umemoto 
四六卵j上製定債 80銭窓料 6銭
Reminiscences of Conrad (Galsu'orthy)， John Galsworthy (Conrad)， 
What Is Fascism (H. G. WeUs)， The Happiest of the Poets (W. B. 
Yeαts)， The Holiday of the Slave (G. K. Chestertoll)， The Profitable 
Reading of Fiction (H，αrdy)， Russian Fiction (A. Bennett). 
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SCIENTIFI.C READINGS 
???? Part 1. 
[s ological 
Edited by KODAMA， Ph.B. (Chicngo) 
各種説明園解入四六~1美本定債一国二十銭
??????
CONTENTS 
1. Scope of Biology. 
1. General Properties of 
Living Matter. 
A. Living and Non-Living. 
B. Protoplasm. 
c. Energy Transformation. 
D. Oxydation. 
V 1.Insect Sociol ogy. 
VII. Human Physiology. 
A. The Stomach. 
B. The Blood. 
c. The Muscle. 
D. The Skin. 
VIII. Bacteria and Diseases. 
E. Hydration. IX. Darwinism. 
F. Enzymes. A. The Web of Life. 
G. Colloidal Nature. B. The Struggle for Existence. 
II. Paramecium and Bacteria. C. Variability. 
A. Structure of Paramecium. D. Selection. 
B. Metabolism in Paramecium. X. Dinosaurs. 
C. Behaviour of Paramecium. XI. Dietetics and Vitamins. 
D. Bacteria. 
IV. The Plant in Air and Light. 
v. The Chief Groups of Anilllals. 
A. The Chief Groups of Animals. 
Glossary. 
B. Vertebrates. 
C. Diagnostic Vertebrate Characters. 
英語の摩習{"t交与さ物丈げ積んで居7こので出来るものでなし、。庚く凡ゆる事
象iこ亘らなければならぬ。特・に我等it兎もすれば英語闘民の問では常識的
程度の科皐の知識さへ持令ぜが無い事が多し¥と云ふ様な主張に基いて編
纂ぜられれものO 編者{t其方面に於て頗ろ遺言旨の深いと云はれる人で、牧
むろ所、興味津セナ:る科書主的積物、卒易l二失ぜず、高等程度の与さ生なら了解
L符.る程度のもので而かも彼等の未7ご知らない多くの新材料た包含して居
る。誰れが積んでも面白くて布袋な事た後見するであらう。而かも議了す
れば大韓一般の注物皐的な用語及ぴ事寅た知り得る様に編纂されて居る。
高等亭校理科の教科書として大皐入皐参考としての良書である。
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SCIENTIFIC READINGS 
?????? Part 1. 
Phys;cal 
Edited by KODAMA， Ph. B. (Chicago) 
各種設明図解入四六剣美本定債一周二十銭
???
CONTENTS 
1. Electrons 
α. Electrons and N uclei 
(B. Russel). 
b. Hydrogen Spectrum ( " ). 
c. States of Hydrogen Aton 
(B. R ussel). 
II. X Rays ( " ) 
11. Radio-activity (" ) 
IV. The Solar System (Moulton). 
V. The Sun (，，) 
V 1.What is Geology? -Pre-
liminary Outline 
(Chαmberlain¥. 
IX. General Circulation of the 
Atmosphere. 
x. Thunderstorms. 
XI. Paints， Varnishes， and 
Co~our. 
XII. ChenlIstry of Corrosion 
XII r.Portland Cement. 
XIV. Aviation and Chemistry. 
XV. Internal Combustion Gas 
Engine. 
XVI. Aeroplane: how it is made. 
XVII. What is Radio ?-an 
Explanation. 
VII. Geological Tirne Divisions (，) 
VIII. Pleistocene or Glacial Period ( " ).
APPENDIX:ー
Theory of Relativity-a Simple Exposition. 
Glossary. 
前者の姉妹編で物強化率界、地質天文、ェν汐ユヤ 9νグ¥気象皐の最新知
識えと極めて卒易lこ叙述Lれもの、其他飛行般、飛行機、ラヂオに関する詑
事た牧む、著者中ノぞートランド・ラ Yセルあり、生物事続中のトムソン等
と相製・して其英文まれ非常にすぐれれものがあろ。 患者として1:チエム
パνν。宅ールトンなど何れも世界的大家のものがある。ヱ V グトロ νや
太陽の記事、氷河時代の話などは勿論、緒具やセメ νトの記事でL興味、津
々ナ:るものがある。巻末に牧むるアイ νジュタイ νの相劃性原輝.の詑事l1:
数皐抜きの級めて卒易な叙惑で、讃者1:興味深く大盤の概念た把み得るで
あらう。大串入与さ準備書として勝又高校経科の教科書として上乗φ もの。
-幽・・固.
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Democracy and 
Public Opinion 
COMPILED BY T. YOSHIDA 
上製美本定債 1園芸室料 8銭
Extracts from “Modern Democracy" by J. Bryce 
1. Introductory， II. The Historical Evolution of Democracy， 
II. Public Opinion， IV. Types of Democrafic Government， 
v. The Money Power in Politics， VI. Responsibility， 
VII. Oligal・chieswithin DemocracIes. VIII. Leadership in a Democ-
racies， IX. The Later Phases of Democracy， X. Present 
Tendencies in Democracies， XI. The Future of Democracy. 
SUPPLEMENT ARY :ー
Extract from “Law and Public Opinion" by A. V. Dicey 
Relation Between Law and Public Opinion. 
相異れる近代デ毛グラスィの各特長らプライス卿の鋭利なろ批評限と流
暢なろ筆綾ら以て解剖しその未来lこ劃する洞察た加へ以て奥論のEしき
蹄趨ら示Lナこものであって、近代デ毛グラスィに封する健全なろ批卵jカ
た養ふぺく最上の良書である。 而かもその丈流麗lこして某観察の鈴き
ことはatl二世界lこ定評あるものである。
SLEEPING FIRES 
Bv GEORGE GISSING 
上製美本定債 80銭怠料 6銭
本書i工1895年 Gissing が Epsom滞在中に物しれものであって、彼
の“Eve'sRansom"， The Paying Guest"の二作と共iこGissingのほが
らかな一面た物語るものである。
Five Best Stories 
上製美本定債 80銭送料 6銭
Eminent British Writers: Cyril McNeile， Sir Philip Gibbs， 
Hugh Walpole， H. A. Vachel1， ¥7. S. Maugham. ?
?
?
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O. Henry: Best Short Stories 
CHOSEN BY 
K. KUMANO， M. A. 
上製美本定債 1固送料 8銭
A Retrieved Reformation， Mammon and the Archer， The Last Leaf， 
A Lickpenny Lover， The Gift of the Magi， The Clariori Call， The 
Pendulum， Brickdust Row， According to their Lights， T'he Passing 
of Black Eagle， 'The Trimmed Lamp， A Fog in Santon. 
TWO CRI1~ICAL ESSAYS 
A DEFENCE OF POETRY SHELLEY'S VIEW OF POETRY 
By P. B. Shelley By A. C. Bradley 
上製美本定債 60銭送料 6銭
De Profundis By Oscar Wilde 
Wなthan Introductionαnd Notes by Y. TANABE 
上製美本定債 1園送料 8銭
Yイルドの獄中詑1:彼の作品中最も庚く讃まれて居るものである。
The English Renaisance of Art 
By Oscar Wilde 
定債 20銭 廷料 2銭
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Lafcadio Hearn's Life 
AFCADIO HEARN was born at Leucadia (Santa Maura), 
Ionian Islands, June 27, 1850. His father was an Irish 
surgeon with the rank of major in the English army stationed 
there at that time, his mother a Greek. A few years after 
their return to Dublin, Ireland, his parents' union \Vas · dissolved by 
mutual consent and his mother returned to Greece. His vague 
memories of his mother were always tender and full of yearning 
affection and they caused him to love everything Oriental in after .. 
life, as, according to him, he happened " to be an Oriental by birth 
and half by blood." 
He was afterwards adopted by his grand-aunt, brought up and 
educated in Ireland, Wales, and England. While at St. Cuthbert's 
College, Ushaw, he some time, in France, 
iost the sight of his too. 1-Iis grand-aunt 
left eye while play- losing her property, 
. . 1ng ; In consequence 
of which the work 
he went to America 
in 1869 to make his 
thrown upon the other own way. He became 
eye by the enormous a journalist in Cincin-
labours of his later nati and stayed there 
years exceedingly in- for about eight years. 
creased its natural Then he went to New 
short-sightedness. He Orleans, where he re-
was educated, for mained ten years as 
an editorial writer of the Times Democrat. ·In 1887 he went to 
Martinique, French West Indies, as a literary contributor for the 
publishing house of Harper Brothers. He returned to New York, and 
from there came to Japan in April, 1890, again as a contributor for 
the same firm,-never again to return. 
After his arrival in Japan, he at first confined his attention to 
Yokohama, to Tokyo and to Kamakura, but as he wanted to see the 
interior of the country, he got a position as English teacher in the Mid-
dle School at Matsue, by the help of Mr. Hattori, Prof. Cha1nberlain, 
1 
and Mr. Mitchell McDonald. It was in December of the year that he 
mat·.cied there a Japanese lady, Miss Koizumi. In the fall of 1891, 
he went to Kumamoto and taught in the then Fifth Higher Middle 
School until 1894. Then he went to Kobe and was editor of the Kobe 
Chronicle for some time. In. 1895 he became a Japanese citizen 
and adopted the name of Koizumi Y akumo. In 1896 he was invited 
by the late Prof. Toyama, the then Dean of the Literary College of 
the Tokyo Imperial University, to the post of lecturer in English 
literature at that college, which he continued to hold until 1903. In 
the spring of 1904, he began to teach at the W aseda University. He 
.died at Nishi-Okubo, Tokyo, September 26, 1904. His long list of 
works includes the follovving :-
1. ONE OF CLEOPATRA'S KNIGHTS, AND OTHER FANTASTIC RoMANCES. 
2. STRAY LEAVES FROM STRANGE LITERATURE. 
3. GOMBO ZHEBES. 
4. THE TEMPTATION OF ST. ANTHONY. 
5. SoME CHINESE GuosTs. 
6. CHIT A: A MEMORY oF LosT IsLAND. 
7. KARMA. 
8. YouMA. THE STORY OF A WEsT INDIAN SLAVE. 
9. Two YEARS IN THE FRENCH WEST INDIES. 
10. THE CRIME OF SYLVESTRE BONNARD. 
11. DIARY OF AN J MPRESSIONIST. 
12. GLIMPSES OF UNFAMILIAR JAPAN, (2 VOLS.). 
13. OuT OF THE EAST. 
14. KoKoRo. 
15. G .LEANINGS IN BuDDHA-FIELDs. 
16. EXOTICS AND RETROSPECTIVES. 
17. IN GHOSTLY JAPAN. 
18. SHADOWINGS. 
19. A JAPANESE MISCELLANY. 
20. JAPANESE FAIRY TALES, (4 VOLS.). 
2l. KoTTO. 
22. l{ W AIDAN. 
23. JAPAN: AN ATTEMPT AT INTERPRETATION. 
24. THE RoMANCE OF THE MILKY WAY AND OTHER STUDIES AND STORIES. 
25. INTERPRETATIONS OF l ... ITERATURE, (2 VOLS.). 
26. APPRECIATION OF POETRY. 
27. LIFE AND LITERATURE. 
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28. F ANTASTICS AND OTHER FANCIES. 
29. A HISTORY OF ENGLISH LITERATURE, (2 VOLS.). 
30. EssAYS ON AMERICAN LITERATURE. 
31. SOME STRANGE ENGLISH LITERARY FIGURES. 
32. LECTURES ON SHAKESPEARE • 
. . 33. LECTURES ON PROSODY. 
34. SOME NEW LETTERS AND WRITINGS. 
35. OcciDENTAL GLEANINGS. 
36. AN AMERICAN MISCELLANY. 
ETC., ETC. 
Though his \Vorks include several translations, travels, novels, 
essays, and sketches, the bulk of the material of them is of Japan. 
She owes him a great deal, as a great many friends of Japan have 
been obtained through the pen of this great stylist, whose style was 
at once simple and ornate, and whose soul was full of warm sym-
pathies and keen insight. On the occasion of the coronation of H.I.M. 
the Emperor, Koizumi Yakumo was posthumously honoured by the 
Emperor with the Junior Fourth Order of the Court Rank. 
1ne above is Hearn's coat of arms,. symbolizing 
a heron, that he adopted in Japan. It will 
be remembered that Hearn wanted his 
name to be pronounced ''heron.'' 
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The "Tokyo Hearn", cYl [Review 
fBy the fJVew ~rk CCiimeJ 
Dec. 18, 1927. 
LAFCADIO HEARN'S seven years as Professor of English Literature at 
the Imperial University of Japan were perhaps the most fortunate of his life, 
the happiest, if he ever succeeded in being happy. In spite of his inferiority 
complex, delusion of persecutions, hallucinations and gift for suspicion and 
self-torment, the secluded artist did fruitful work. Probably at no American 
or European university would he have stayed so long or had so much his own 
way. He "did" his fourteen lectures a week and escaped the hundred official 
dinners and sixty private banquets a year; and the mob of tourists. How he 
loathed the ceremonial frock coat ! On the high crown of our civilization he 
invoked the Mohammedan curse: " May God put a Hat on you ! "-a maledic-
tion no longer intelligible in Turkey. 
In those years · HEARN wrote seven books and lectures which Professor-
ERSKINE calls "the lovely and romantic adventure of Western culture in a 
J-apanese classroom.'' The Japanese who are interested in him, understand 
him now. The piety of his Japanese pupils and friends, fulfilling the request 
of the late MITCHELL McDONALD, one of the few men with whom he suc-
ceeded in getting along to the last, has raised an appropriate monument to 
him, by the publication of his books in co.mely form and at low prices. We 
have just received with some interesting minor or supplementary works, his 
second series of lectures, on "The History of English Literature," published 
by THE HOKUSEIDO PRESS, Tokyo. Even before his lectures were printed, 
l:IEARN was known through his letters as a sensitive and acute critic, a.lmost 
always interest·ing, whether his point of view be accepted or not. 
His sense form, rhythm, ·tint; his discriminating delight in "the facesr 
manners, gesticulations," even " the personalities " of words ; his clairvoyance 
in detecting sometimes beneath a splendid or impeccable surface a cruelty,. 
a lack of human tenderness, were but a part of his critical apparatus. It 
is a small thing, but one loves the mingling of straightforwardness and 
whimsicality when he confesses to BASIL CHAMBERLAIN his uncertainty-
shared by most American statesmen -as to the right use of "shal1 " and 
~will " and his association of the former with harshness and penance and 
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Echoolday memories. We can but take a dip or two into these stately 
volumes. We fall upon GIBBON, the way to reverence whom, according to 
WALTER BAGEHOT, is "not" to read him at all, but look at him, from out-
side, in the bookcase, and think how much there is within." 
His style is "monotonous." 1 t's a style in which the truth cannot be told. 
HEARN studied its music, its sonority, its variations of sentence forms. Then 
he penetratingly observes tha~ GIBBON, writing in a style akin to classic 
poetry, is bound to be and is "very sparing in his use and choice of words." 
He is economical, but never dry, never ''tiresome." This is but the barest 
imperfect outline of an essentially new sketch of an old subject. SWINBURNE 
"dates" at present. Some wise young Daniel has sufficiently described an 
intellectual and ·moral nonentity by charging him with "reading Swinburne." 
HEARN'S remarks on the Swinburnian rhythm are none the less welcome to 
the unfashionable. So with KIPLING, most of whose characteristic work ap-
peared in time for HEARN to read it. To depreciate KIPLING and pilfer his 
secrets is common enough. HEARN'S twenty-year-old views are salutary. In 
literature, too, one returns to his first loves. 
" What the devil is the use of trying to teach English literature to a class 
totally insensible to European imagination?" asked HEARN irritably at 
Tokyo. He might have asked the same question, merely dropping "Eu-
ropean," at any American college fortunate enough to have him as an in-
structor. Among all ·those stones and thorns there is a little good ground 
that is to bring forth fruit. HEARN'S harvest has been gathered at last. 
Hearn Books by the Hokuseido Press. 
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THE HOME OF LAFCADIO HEARN 
By Barnet N over 
F1·om " Baffalo Eveniug News" June 29th, 1929. 
TOKYO-September 26 will mark the 25th anniversary of the death at Tokyo of Lafcadio Hearn, that strange figure in the literary history of the 19th 
century whose life spanned three continents and whose writings on Japan 
have become classics for their rare beauty, their charm and their superb evo· 
cation of the spirit of the land and people, which, after wandering over the face 
of the earth, he at the last made his own. 
For years an admirer of Hearn I did not feel that my stay in Japan would 
be complete without a visit to the home where he had lived and where at the age 
of 54, as Koizumi Y akumo, subject of the Mikado and husband of Setsu 
Koizumi, daughter of a samurai, he passed away. 
It was a rainy late May morning that I called on Y. Nakatsuchi, proprietor 
of the Hokuseido Press, publisher of Hearn's works and a close friend of the 
Hearn family, and went with him and an interpreter to the narrow street in 
the Yotsuya district where Hearn had lived and where his widow and daughter, 
the youngest of their four children, still reside. 
Despite the driving rain, the little walled-in courtyard was very charming 
with its stone lantern, flagstone walk and shrubs, while the brilliant red of the 
azalea bushes in bloom cut through the mist. A knock on the outer panels and 
the door slid open. We stepped in. Mrs. Hearn came to greet us. Taking off 
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our shoes. (which are a profanation in a Japanese household), we climbed the 
polished steps and entered the living room. It was undecorated except for a 
simple scroll and a kakemono depicting (since it was still spring), a cherry tree 
in blossom with a charming mountain in the background. 
Tea was brought in handleless cups and we sat down on little cushions and 
sipped it. Outside the windows we could see an exceedingly picturesque garden 
with a tiny lotus pond, miniature bridges, pine trees and palms, an old well 
covered with a bamboo mat, cherry trees and shrubs, the whole shutting out the 
clatter of the city. We arose to get a close view. It was easy to picture 
Hearn, seated a Ia Japonaise in kimono, with a little writing table in front of 
him getting inspiration from the dainty garden. 
And the room where he worked has been kept by Mrs. Hearn in very much 
the state it was when her husband was alive. There in a book-case are some of 
the books he used, all of those which he wrote, and those posthumous ones 
compiled from the notes of former students at the ln1perial University of Tokyo, 
a stand with figurines so beloved by Japanese, a scroll of some famous hand-
writing, pictures of Hearn and of his lifelong friend, Paymaster Mitchell 
McDonald, U.S.N. 
But the most striking thing about the room was on the wall opposite the 
garden screens. For there half-way between floor and ceiling was a little shrine 
-a shrine to Hearn himself dedicated by his family, with his pictures within 
and also a sprig of flowers, a bit of fruit and a lamp which ?vfrs. Hearn lit as 
we entered the room and,· bowing, placed alongside the picture of her late 
husband as she also lit some incense sticks. 
And we, too, went and bowed to the spirit of the departed. Then tea and 
cakes were brought by Hearn's daughter, whose profile resembles remarkably 
that of her father. Mrs. Hearn brought out various mementoes, particularly the 
collection of bamboo pipes with brass bowls and capable of holding but a pinch 
of tobacco, which Hearn had used. After then as we sat there and sipped our 
tea she asked for my card. I handed it to her and walking up to the shrine 
she bowed and placed it below the lamp. 
"That is to recommend you to the spirit of the departed," said the inter-
preter. And the spirit of Hearn seemed very near. 
Mrs. Hearn talked of Hearn. There he used to sit and work. That \vooden 
barrier along the glass door screens decorated with hawks and herons he put up 
to prevent the child from falling out. Those books he used. 
We rose to go. Mrs. Hearn and her daughter followed us to the door. All 
bowed low. 
'' ltte-irasshai-mase," they said, bidding us Godsp~ed. 
"Sayonara.'' 
"Sayonara," we replied. 
Not far away in the Zoshigaya cemetery in a plot surrounded by a bamboo 
hedge lie Hearn's ashes under a simple monument marked -with Chinese 
characters. 
" Man of superior enlightenment" reads the inscription "who dwells like an 
undefiled flower in the mansion of the eight rising clouds." 
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PUBLISHER'S NOTE 
11r"HE publisher has undertaken the publication of the Lafcadio Hearn Series 
\tV at the special request of the late Mr. Mitchell McDonald, one of the 
best friends of Hearn's and his literary executor after his death, accepting his 
suggestion that the prices of the books be ma~e as moderate as possible with 
a view to obtaining a wider circulation among the Japanese students. 
In this connection the publisher may be excused for recalling his inter-
view with Mr. McDonald at the Grand Hotel, Yokohama, in June, 1923. 
Firmly holding the publisher's hand in his and with tears standing in his eyes, 
Mr. McDonald spoke of Hearn in the warmest ·terms. 
"It is," · he said, "already twenty years since my dearest friend Hearn 
died. I am now over seventy and cannot hope for many more years to Jive, 
while you are still young with a great work to do in publishing books in 
English, including works of Lafcadio Hearn. 
" In publishing Hearn's works," he went on to say, "I would suggest that 
you fix the prices of his books as low as possible so that they may be widely 
used as textbooks of the English language for the Japanese students, whom 
Hearn so loved when he was here. Your attention in this respect would 
greatly delight the spirit of the late Hearn, whose remains lie buried at the 
Zoshigaya cemetery, as well as mine will be. 
"Lafcadio often told me to take good care of my health, and now I must 
tell you to do the same thing, especially because you are undertaking the 
publication of his books. When you are going ahead with the work I believe 
the spirit of Lafcadio will always be with you." 
With these words of Mr. McDonald indelibly impressed in memory, the 
publisher has started the publication of Hearn's works with the assistance of 
those scholars of English Literature who were select pupils of the author. 
The publication of Hearn's works as well as his lectures delivered at the 
Tokyo Imperial University have all been undertaken by us in the same spirit, 
special care having been taken to bring the printing, binding and all other 
features .of the books up to the best standards of the world, and to offer 
those books to the public at very moderate prices. 
We are more than gratified to see that all those publications met with 
a very favourable reception of the reading public of the world} even exceed .. 
ing our own expectations. 
October 2nd, 1929. 
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Y. NAKATSUCHT, 
Publisher 
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A Letter to Y. N akatsuchi. President of the Hokuseido Publishing 
House, from Mitchell McDonald. who was one of intimate friends of 
Lafcadio Hearn and his literary executor. 
June 23, '21 
My Dear Mr. Y. Nakatsuchi, 
Your very gracious and kind letter of the 
19th is received and I assure you it 
gives me much pleasure to feel that 
I have acquired a new good friend 
in your good self. 
What you say about our dear 
friend Lafcadio brings tears to my 
eyes! 
When again you write to Mr. 
Tanabe please give him kind greeting 
for me and say that I often think of 
him. Lafcadio of en told me to take good 
care of niy health, and now 1 am telling you to do the same 
thing, for you have a great work to do upon which you 
are to be warmly congratulated, dear Mr. Nakatsuchi. 
Very sincerely yours, 
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Great Literary Gifts 
frotn Japan to English 
Literature 
NEW BOOK 
ESSAYS 
ON 
AMERICAN 
LITERATURE 
By 
Lafcadio Hearn 
EDITED BY WITH AN INTRODUCTION BY 
Sanki Ichikawa Albert Mordell 
Professor in Editor of 
the Tokyo Imperial University .. An American Miscellany," etc. 
The following articles by Lafc~dio Hearn dealing with American litera-
ture and belles-lettres in general were collected by Mr. Albert Mordell, of 
Philadelphia, who is well-known as an indefatigable collector and editor of 
Hearn's newspaper and Magazine writings. The rv1s. of the present volume 
has been entrusted to me by Mr. Mordell for publication in Japan and I have 
gladly complied with his request. ... It is now a quarter of a century since 
he died in Tokyo and though his name is not likely to be forgotten yet it is 
our duty to keep alive the memory of a man who has done so much for our 
country. • • • -From Prof. S. Ichikawa's preface. 
Price 4.50, postage 27 sen. 10 x 7" 
Gilt-topped, handsomely bound in cloLh. 
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PUBLISHER'S NOTE 
.Jn -tmorp of 
llaftabio Jt;tarn on t{Je 1![';1tJentp=fiftb ~nnfbtr~arp of t{Je 1J9eatb of 
tbt ~rtat lLitterattur, ~tptemlJer 26t{J, 1929 
~ INCE we started to publish the Lafcadio Hearn Series in the spring of 
~ 1924, the series met with the welcome of the reading public much more 
than our . expectation. We of course believe it is due to the immortal merit 
that the works of Hearn have in themselves. 
In May 1927, we followed the series with the publication under the edit.or· 
ship of Prof. Ochiai of the Peers' College, Tokyo, and Prof. Tanabe of the 
Peeresses' School, Tokyo, both of them being the former students of Hearn at 
the Tokyo Imperial University, of his "A History of English Literature'', a 
remarkable unique contribution to the study of English Literature. 
We were much more than satisfied to see that the book also was received 
with enthusiastic appreciation of the editorship and the excellent craftsmanship 
by the A.merican and European public. 
Now we are very glad to announce the publication of another Hearn book, 
"Essays on American Literature", on the very day of his twenty-fifth an· 
niversary of the death of the great writer. The work is a collection of his news· 
paper and magazine writings · during his American days from 1878 to 1B87, 
by Mr. Albert Mordell, of Philadelphia, well-known indefatigable collector 
of Hearn's writings and is published under the editorship of Prof. S. Ichikawa, 
of the Tokyo Imperial University, to whom Mr. Mordell entrusted the MS. 
for publication in Japan by us, the Hokuseido Press. The publication of the 
last-mentioned work is made as an expression of our devotion to Hearn rather 
than on a business basis. That which was aimed at in the publication, there-
fore, is first of all to secure the highest level of accuracy and the most excellent 
craftmanship, so that the work may be left to posterity as the standard edition. 
We take this opportunity to express our most cordial thanks to Prof. S. Ichi-
kawa, for his untiring efforts with which he, himself a Hearn scholar, edited 
the work. 
Your reviews and criticism3 are cordially invited. 
September 26th, 1929. 
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Y. NAKATSUCHI, 
Publisher. 
JAPAN CHRONICLE 
0CTOBER 23, 1929. 
LAFCADIO HEARN ON AMERICAN L·I.TERATURE 
"Essay on American Literature.'' By Lafcadio Hearn. With an 
introduction by Albert Mordell. Edited by Sanki Ichikawa, Prof. of 
English Literature in the Tokyo Imperial University. Hokuseido Press, 
Kanda, T0kyo, 1929. Price ¥ 4.50. 
It was inevitable that Lafcadio Hearn's work for the papers with which he 
was connected while he lived in America should sooner or later be · dug out of 
the files for the benefit of st~dents of Hearn, and Mr. Albert Mordell is to be 
congratulated on the capable way in which he hag done the work, and Prof. 
Ichikawa on his editing. In distributing the praise the Hokuseido Press must 
have its full share, for it has put out a very handsome volume, with wide 
margins, uncut edges, good paper, everything in fact that a booklover looks for, 
and all at a very low price. Mr. Mordell has collected the articles from The 
Ite·m and The Times-Democrat, the two New Orleans papers with which Hearn 
was connected, with the former from June 1878 to December 1881, and with the 
latter from 1881 to 1887. Naturally during those years Hearn did a good deal 
of writing for the two papers, and out of these Mr. Mordell has selected fifty 
articles dealing with the literary panorama in America when Willian1 Dean 
Howells reigned supreme. Hearn was in the thirties when he wrote these articles 
and it is obvious that his literary opinions \Vere in a state of flux. Nor had he 
developed that charm of style which was later to bring him so many readers. 
'I he articles are well written,- carefully written; but the style is a little laboured 
and smells a trifle of the lamp. 
vVriting for Southern papers Hearn was obviously compelled to curb his 
critical spirit to suit his environment. Thus in a review which is headed "Judge 
McGloin's New Book,'' the description of the work as "one of the most remark· 
able volumes published in the United States, a prose epic worthy to endure in 
our literature," was evidently a concession of Southern feeling, Judge McGloin 
being a distinguished Southerner. Occasionally, however, Hearn breaks through 
his environment and speaks in more critical tones. Thus in one essay he groups 
tugether the decay of America's mercantile marine and her literature, ascribing 
the latter to the absence of international copyright laws. Hearn lived to see 
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this defect partly rectified, but there are stiH complaints that the American 
copyright laws are a bar to the growth of literature, . although designed to 
foster it. 
Mr. Leonard 't\T oolf, who denies that Longfellow was a poet at all, will no 
doubt be shocked at Hearn's eulogium, written as an obituary, in which he spoke 
of Longfellow's poetry as "a mosai.c work in literature, wrought with gems of 
all lands, with myriad jewels of all human thought, with the ruby distillations 
of innumerable human hearts." On the other hand the reviews contain a very 
virulent attack on \Valt Whitman, upon ·whom Hearn was apparently never able 
·to mCike up his mind. Like most reviewers when confronted with what Mr. 
Strachey avers to be nn inevitable if objectionable phase of genius, He:1rn con-
centrates upon this part of \Vhitman's work to the exclusion of others, th ~)ugh 
he has to acknowledge that elsewhere "there a:·e pages of force and rouah 0 
lveauty; there is originality, rlepth, strong feeling." One earnest student of Shake-
speare suggested the other day in one of the literary journab that Shakespeare 
actually liked depicting such characters as Sir John Falstaff and the nurse tn 
Homeo and JuNet, who were conventionally supposed to have been created to 
tickle the ears of the ground-lings, since he would hardly have taken such pain 
over those characters if he . had regarded them as mere concessions to popular 
feelings. It seems highly probable, if n :)t absolutely certain, and the hesitation 
to assert it must be taken as part of the conventions, one of which Hearn fol-
lowed in denouncing \Vhiman on the strength of certain passages in his poems. 
1 his is all the more extraordinary as he himself in another essay rebukes I-Iowe1ls 
for condemning Goethe's work on the ground of the author's personai immorality. 
The world has moved on since l-Iowells wrote and since Hearn censured him. 
\Vhile there is a certain quantity of ephemeral matter in the essays there is 
also on the other hand much of interest on literature generally. All display Hearn's 
wide reading and retentive men1ory and his earnest desire to avoid mere hack 
work. They were, therefore, well worth culling from the cu1umns in which they 
were hidden, and Mr. IVIordell and Prof. Ichikawa are to be congratulated on 
another lasting monument to Hearn's genius. 
. A Letter from Albert Mordell, the collector of MSS. 
Dear Mr. Y. Nakatsuchi, I 
I was very much gratified by your kind letter and the accompanying vo1ume of Lafcadio ! 
Hearn's •• Lssays on American Literature" which I had collected and lor wn.ich I had writ- ] 
ten an Introduction. . ' 
The book is one of the most beautiful volumes I have ever seen. You do things like I 
this much better iil Japan than we do in America. I feel that there is uncOJ~sciously pres- ' 
ent in the publication of this volume a love and reverence for Lafcadio Hearn that had no l 
· mere commercial success in view and that the book was a love of labor and worship of its : 
great author. for which credit is due both to you and Professor Ichtkawa. I was also : 
touched by the devotion you felt in offering one of the copies to the spirit of the deceased i 
author on the occasion of the twenty-fifth anni ersary of his death · 1 
It is singularly anomalous t~at you i~ Japan should have beenthe ~rst to i~sue· ;1 volume j 
of Hearn's views of our own hteratu .e Instead of. such a volurr:e bemg published first by i 
. an American publisher. It shows you take an interest not only in ~ea:t;n but _jn o~r lett~rs. I' 
Now that the book is out I think you should do your best to g1ve 1t a Wide cnculatwn 
and it is my belief that you can attain such a circulation in this country where this par- 1\ 
ticular volume should have a real interest. 
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護費新開より
(昭和五年一月十二日)
八雲の「米図文皐j
r草の葉J を非義術と言~す
宮森脇太郎
本書く“Essays on American Literature" 英語原交の億)は故ラプカ
デイオ・ハーシ氏 Cll 本でI~ ヘル ν 左後音する患者が多いが、 氏の本凶
?ころ英図l:t勿論米図。欧洲大陸各闘ではハー νと後音されてゐるσFI本
名・小泉八雲〉が、また日本に来なし、時代の一八七八年から一八九七年の問
に於て米凶ニュー・オー vアνズ市のアイテムお£ぴタイムズ・デ宅グラ
~トの雨紙でを芝表しれ論設六十二第六と輯めナ:四折列二百八十五頁一一緒
論た入れて←ーの大本である。
巻中牧むる所、小設や詩集ゃ作家の批評が多いが、一般文事に闘すろ評論
も可なりにある。就中「小設の償値Jr将来の新聞紙Ji詩人Jr米図文与さ
の死Jr成功ぜる文皐Jr詩翠ロシグブエローら弔すJr文豪エマスνの死J
「ホイ~トマンの草の菜J r潟賞小設Jrホーム・スヰート・ホームの作者」
「オ能とヲミオJrハム νyト備忘録Jr久遠の文亭Ir vー キー ν・ミラー J
「安償な書物Jr天オの罪悪」等は私の最も興日また感じれ論文である。
「草の葉JI二就て「奇矯な、非萎術的な、濁額的な、表現の無雑な、卑俗
極まる詩である。 一時t:t論者の好奇心た惹くかも知れぬが、永久に詰ま
れる事はあろまいと断じたのは、今日から見れば柳か(I~ル外れた評である
が、ハートベコミラーやトウェインの作物の良債た認め、口二/グ・プエローと
エマスユ/の天オた激賞ぜるあれり、正鵠ら得1:ろ論評ナこる l:t言ふまでもな
く、 「オ能とヲミオJとの差達夫と論じ「久遠の文皐」の何物ナこるかた詑き、
「潟寅小設Jの将来た濠測ぜるが如きi工、いづれも傾寝iこ値する文字であ
る。 此等の論設l:tハーン氏が二十八歳から三十七歳までの問に執筆し7こ
ものであるが、後年t片界的大丈豪ナこるべき素質た持てる人の交章7ごげあっ
て比絞的短い新聞の論文ではあるが、修辞といひ論旨といひ良に立汲なも
のである。 従って十九!片紀末の米図文皐た鑑賞ぜんとする失皐者lこは必
議の文献花と云ふことた偲らね。
装慎優雅、紙質精良、印刷鮮明、天金宅ログヨ表紙であって、昨年北星堂
出版の同じ著者の英文事克と同様に、日本で出版ぜる洋書としては未曾有
の美本である。 否英米雨図の高汲出版物i二比しても遜色がない。
市河博士l"tかれて£リハー ν氏遺稿の出版に多大の興味た有ぜられる患
者であるが、博士の編纂と校正iこ成れる本書l二、私が遁議の際一宇の設植
を見なかったのは流石7ごと感服しれο fJ日本の文皐及凶民性沿海外iこ紹
介ぜる恩人としてハーン氏l二割・する崇敬の《厚き北星堂中土義敬君が、利
害得失犬伝皮外視してこれまでρ ーν氏の遺著十数種た出版した態度i二私
iヱ敬意ら表してゐるが、今回の出版もdF、算盤玉た超越ぜる布盆なる事業と
して推奨することた議践しない。
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東京日々新聞より
(昭和四年十月二十一日)
アメリカ文撃論
ヘルシの論稿集成さる
花園粂定
ラフカヂオ・ヘルふ/のものといへ1:、古い新閉までさがし同Lて、そ
の断簡零墨に至ろまで、再ぴi片の中に出るとし、ょ、のが、 この頃のアメり
カであるが、今度へルνがアメ 9カにゐナこ時分に新聞に書いナ:ものたフヰ
ラデルプヰアのアルパート・毛ーテ・ 3レとし、ふ人が集めて、東京帝大の市河
三喜教授に託L、ヘルνの書物の出版で知られてゐる利i田北星堂から出版
したのが[エYセイス・オ ν・アメ 9カy ・pテラチユアJ一巻である。
集められてゐるもの泳中にlt、アメりカ交皐に関するものにかりでな
く、「将来のヂヤーナリズム」とか、[天オの問題i等の論rづζも牧められて
ゐるが、大慢においてアメりカ文亭に関する論稿の集成である。
へ/レンが、一つはブラ νス諾とスペイ ν語とら与さぶアこめ、--"つは勿論
生活のア:めlこ、フランス人、プラ νス語、それからスペイ ν入、スペイユノ
語、の勢力の残勺てゐる都合ニュー・オーリンスi二来たのは、一八七七年
十一月 i三日であ勺ナこ。こ hで、ヘルνltrアイテム j といよ、小新聞の副
主筆怜で働き、その後、タイムス・テ"毛グラ ~l、の文皐部長となって盛ん
に書いれものに。 へyレνi工、二川二、新聞記者として生訴しれ。 市河三
喜氏編韓のヘル ν米図文皐論集i工、多くこの時代の論交ル集めナこものであ
る。 毛ーデルの序文の中i二、「此の集に入れれものは、何れも未後表のも
の(でかりである。 凡て、ニュー・オーリ νスの新聞の枇設から潟L取 Jコナ:
ものであるJと書いてゐる。 採用しれもの弘中にl!、無署名の紅設の中
からその文骨量と思想と lこよりヘルνのものと編者が認めれ Lのも含まれ
てゐるといふことである。
大憾ヘルνlt..必ず一般の人のいはないところに焦黙ら向げて、オリ
ヂナルな表現で何物から書くのが癖のゃうで、これが、ヘルンの書ぃナこも
のか興味多く Lてゐると思ふのであるが、ヘルン存生中に溌去されナこもの
と比べると、この米図でのかれの貴い遺品の多くは著しく呉った感じらわ
れわれに奥へるゃうであるの 文率的作品が、若い時代と後の時代とで、
著しく相違Ltこ鮎ら含む作家の例として見ることも出来ると思ふのであ
ろの 兎に角、米図i時代のヘルンた知らなければ、へ yレνの一生に関する
知識は完全でlt1.よし、。 この書が、市河教授の綿密な校訂に£りヘルンの
珠玉が、こ Lに再ぴ口の光た見ることら待7こことはヘルン愛好者iこ取り喜
lt.しき事である。
ヘルンが、その初め毛ーノマ少サ νの英言撃たしれことも興味あることで
ある。 恐らしモーノマYサン英詩の最も早きもの弘一つであらうと思は
れる。 そして一生の問、殆ど1、設た書かなかっナ:事も注目すべきことで
あろ。 小説込書かなかdつれことは、図合開設営時i二日本に来ナこへ yレン1，e
Lて、われわれと同じ卒市に立つ人のやうな感じた奥へ、長くその生命ら
保ナ:しめてゐる所以ではあるまいか。 ヘルンl:r.....It、つも、時代に徐リ近く
憐れることなLI二、常住な生命、永遠の自然と呼吸た共にしてゐるゃうで
ある。 ヘルンた積むことが、決して「月遅れの雑誌Jの!混じた興へなu、の
は、このナ:めであり、ヘルンが屡々積書人の問iこ戻り米るのもそのにめで
あると考へる。
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Not many copies are left in stock ! 
Please enter youJ~ order quick. 
fi 
HISTORY 
OF 
ENGLISH LITERATURE 
By 
Lafcadio Hearn 
In Two Volumes. 
6.00 each volume, postage 36 sen. 10 x 7" 
about 500 pp. each volume. 
Gilt-topped, handsomely bound in cloth. 
Immortal Work of lnternational·Value in the Study 
of the History of Gnglish Literature~ 
A complete series of lectures by the late author at the hnperia~ Univ~rsity 
of Tokyo, never heretofore published. 
During his seven years' lectureship at the Imperial lJniversity of Tokyo, 
Lafcadio Hearn gave to his classes two consecutive series of lectures on the 
His tory of English Literature, each series covering three ac3.demic years. The 
present issue is of the second series, extending from Sept21nber 1900 to March 
1903 and is naturally the more complete of the two. 
Everybody kno\vs Hearn ranks among the best stylists of the world, and 
his study of English Literature is unique by reason of his keen insight into the 
Oriental mind and his frequent and happy references to Japanese Literature. 
As he taught the West to understand the East, so he interpreted the 
Western mind to the Eastern. 
Lafcadio Hearn's appreciation of English authors also is of supreme in-
terest, because he never failed to try revaluation of them from a new view-
point of his own. 
Such work as this is only possible by a genius with ardent love of beauty 
and truth like Koizumi Yakumo (Lafcadio Hearn). 
No student of English Literature can possibly afford to do without the 
History of English Literature by Lafcadio Hearn. 
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A帯大市河博士一一ヘルν英文皐史l1立汲に出来ナ:、
Lて事生に議まぜナこい。
A湯村帯大教授一一「……今度北星堂から出版されれ「小泉八雲英文皐丸j
l:t中々立汲に出来て居る、同じ英米の出版物の問に位Lて少しもそん色
がない・・……(中時) じゅんじゅんナ:ろ如何にも向}j父らしい言楽(工、日
本の亭生の一方に探り岡リ易いへきi二割.1て最も適切な忠言であると
思ふ。ヘルジが日本の事牛.に封'l、釣合のとれれ至橡穏・蛍な英文拳の概
念た投げ、立さんでその好亭研究の心た刺激ヒ£うと努めれのがこの英文
与さ克の講義である。 初めて英文卒た研究し£うとする日本の皐生に封・
するイ ν トロダグジョ ν としては誠に;高官なかっ積んで甚1~.而白い書
物である。(帝大新聞〉
A大谷鹿島高校教授一一「……・・・小泉先生講述英文皐虎御出版と知り蔭乍
ら喜悦致居り Lところ此皮貨物えと拝見し、紙も印刷も装釘も誠・に結構iこ
て外岡出版のものに優ろとも劣る虎なく立汲なLのiこ候コ 吃度大々的
好評ル博するものと信じて疑はざる慮lこ候。
永く研究室に保存
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企米国バーネヅト氏一一堂々?:ろ立添な本であろ、米閣で出版されれ文事
論以外にかくも大部の原稿が永jご撃を表されてゐなかっt:二三 l1賞lこ不
思議である。アメリ力に1ヘルνの愛護者が非常に多いから確に高評ら
博すろこさ L忠ふ。殊lこ友人であつれミサエール.マクドナールドエミが
:fT命であつれなら二の本ら見てどんなに喜んfごこと7ごらう...・H ・.J。
企田高早大教授一一嘗て先生ら英文事教授さして迎へ、先生の最後の而 L
英文学史の講義えと諒いれ忍塗(:1此書の御授行為テ誠iこ嬉しく懐しく感じ
ます。同時に新〈も印刷 l こ、紙質 l こ、装~良 i 二日本の出版界に多〈見ざる程
l二、更に畝米の美本に比して、遜色なき穏に立添な英字本さして出版ぜ
られれ二とらうれしく感ずるのであります。先生がな逢に輿へられれあ
の美しい詩的な、音楽的な言葉ミ其登潤な内容さは今もぬ胸iこ生きて、
英文撃研究の燈明となってゐるのですが、今其美袋出版ぜられれ悌に接
しますと、一層教壇の先生が眼前lこ蘇られ-c、一字一句生きれ言葉とな
って響くのであります。先生の英文墜史の講義It必しも等質の詳しきら
傍へておまぜんげれさ.い世lこ多〈める皐なる撃究先生の著書ミ撰ゐ異
iこし、先生特白の詩人的、閃光的な鑑賞力、洞察カに依って、英文事史の
要所々々た深〈強〈摘撃をし、更に其ら通して丈撃研究i二、光ミ熱とカと
ら奥へてくれるのであります。私は此意味に於て先生の講義に感謝L、
更に今回英美本となって撃を刈ぜられれこさら滅しもし、感謝するもので
あります。
A南目富山高校長一ーへノレy遺族さしても門下の人々も立汲な遺書の刈
行か見るに"Jげて今夏懐苔の情に唱へぬこと h在じます、之iこっげても
日本の英撃界のt:め斯℃‘る瓦著の苅行lこ設されれる貴底の御努力に封
し感謝申し上げます。
A入注視衛氏一一今回の御出版{1唯lこ日本の丈化i二割するのみならず世
JI.の文化lこ謝する一大貢献であります、丁皮御撃を表の頃t例のー圏全集
牧が洪水のやうな勢ら以て波りつミあつれ時でわり&しれ、なl"t英時悲
の小さな畜蕊のゆで御送リ下jごさつれ見本ら譲み乍ら北墨堂の比二冊
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の出版t今回のありさあらゆる全集物ら総合L1: l.リもー暦多く日本
の文化lこ寄興する所があらうと考ヘナこのである・H ・H ・. .1比皮の御出版t!
世界に劃する日本の名審であり、日本図民{!貴下iこ御趨在中上げれはな
らね程のものさ忠びます。
企英語膏年(煽原東京高師教授評)一一北星堂主中土義敬氏が異常の努力
た挽ひ犠牲た費して、小泉八雲の文義ミ撃間ら後伐の日本の撃生の銭i二
浅さうさする心得l1感謝さるべきものである、叉北星堂ら助げて、之の
業ら完成ぜしめ£うさする阿部、落合、大谷その他の諸兵の名i之、八雲丈
献の蒐集に不断の登カら惜まない市河博士なご・の名さ共;こ、日本iこ於げ
るハアν復活の功労者として銘記さるべきものであらう。今度の「英文
撃史J(1二冊本の上宅きであるが、ハアνの東京帝大に於げるその講義
Sept. 1900-March 1903に亘ろもの弘前半ら上梓しれものである 0 ・
・・…(中略、。中i世紀の物語俸設ら詩ろに食って中世紀そのもの、説明γ
ら詳しく面白くして勺、 hり、エリずペス靭の散文に Spanishinfluence 
があることら一々例ら上げ原ら正して解説してゆく依などは讃んでい
って肩が凝らないlfγ りでないその視切そのものに鰯れる気がして夏
い試持である。常に日本ノ文物ミ比較して理解も深め4うとし、常i二機
舎ある毎に面白い episodeた引き出して、英図人の常識に親しまぜうと
するなれ工別lこ日本人の震に議じれ英文事長Lである事与深〈感じしめ
る0・・・…(中略〉。 十八世紀ら Popeの時代と Johnsonの時伐さlこ分げ
て、それら詩歌、歴史、随筆、小説、戯曲革命文撃なごずに項ら改めながら
叙述してゆく行丈{1賞嘆制官まないものである 0・・・…く中略、叉彼1常
i二Tennyson，Swinburneら比較に出して、彼の扱ってゐる時伐と彼
の時代の新交撃と艶照するのが婦である。 これは、もづと新しい現代ら
知ってゐるものには不満であるかも知れなし、。 L'T)'l、やさし〈丁寧
( :、噛んでふくめるやうに教へてくれる事(1，彼の身上であって、最も又
この講義の美艶である。英文撃の歴史ら一通り知りt:'v、と思ふ人iこ、何
£りい、弘会考書であり講義である二との償値はむしろ一層高められ
てゐるさいってもい ~o………く中略、
A木村積氏〈讃質)一一ヘルνの英文事典(1何んと言っても面白』、、この締
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綜巻「交委主前穂j上下「人生さ文事_jr詩の鑑賞jなどは、アーァ、キゾ
教授の校訂でアメ 1)力から出版され絶大の好評た博し1:。芥川龍之介
兵も大事か出1:ての頃、あろ雑誌の真書の推薦に右の四冊かきまげてゐ
?二。それは苦々口本人に取って有盆な許りでなく、欧米の文芸愛好家ら
も盆しれので、あちらで出1:丈塾入門。文撃椴論に之等の書の好評ら讃
んに事(1一切でない。…('-1.)略〉。所が此英文撃史7ごげは原稿が纏めてア
メ'J力へ行ってるのに一向出版されないさ聞いてゐナ:。ミこみが今度北
星堂の手に依って立添な出版ら見ナ:事(1何ミいっても歎ぴに堪えない。
何しろ沿滑な書fごから私(i今漸くヱサザペ λ丈皐の所まで読んで来れ
のにが英文事幕41えでなし、犯逮 i こ、寸ヨーサー以前/J~"0 ~くも!~，g~長宋く且つ
分りよく誼め1:事l1非常にギi難γつれ。
A報知 UI駒期務1氏)- :J"_νの講義1、γってノートら持つれ事がな
く、教室ら縦横に歩きながら口述するのら常としれが、この一念た設ん
で見るさ、行文の明快ちょう遣にして含蓄ミ詩味に富む庭、さすがi二一
代の文豪れるi:1ftlすないのである。Jlkむろj芸初期時代から十八世紀まで
に及び、特にアνク。ロ.サクスνの英国占領以前、北欧民族の女化史的
使値えと論じ、宗教、思想文墜上の立場ら解説し、得意の榊話、俸設上の考
察ら加へて、英国初期の文撃た論ずるわれり、ありふれれ英文事史ミ l工
会然行き方や異にして居る 0・・・・・・(中略)。この書は一般女皐!えが、著名な
大家と、その作品のこう椴ら年代的に羅列するのとその選ら異にし、時
代と人物の関係、各民族問における思想丈事の双閥的傾向等ら背景ミし
て作者与論じ、作品の傾向僚値か論ずる庭、著者猫nの方式さし、ふぺ〈、
一一設者1各作者之、その傑作の償俊之ら総活的に失日らんさするに1本
書1絶好の指針である。紙質.製本、装釘共iこ間然する庭なく、日本で
もこんな立添な英書が出来る様lこなうれこさ i工、我凶出版界のにめiこ喜
ぶべきこさ h思ふ。
異色ある英文皐史
ラフカヂォ .I、ーシの態度
生駒募羽織
(3. 1. 6.報知)
イνゲヲ νドやスョヲトラ νドで1、亭主力幸病祭か怪我らl1:複合
の外t!、籾おの金でぷ食することは、紳士1:る資格らタリ、者ミぜられてj忌
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示。 Lかるにトマス・力ーライル(1:、エヂユ〆バラ大号さら飛ぴ出してγ ち、
問舎の教師らしてゐる内iこ、金持の痕と結f脅し、 七年・間その細君iこ養1
れながら、車徒:丈号さら研究し、つぴiこロ〆ドユ/(こ乗サ込んで、一躍大文豪
になってしまつれ。 γ 〈の如きはイギ 9スの祉舎的言識に背〈もので、細
君としても名聞上非常な危険らわ‘勺、しれのであるが、隠忍して£く夫の
大成や助げれのは感心である。
これ(1ラプ力ヂオ.;>、 -yの『英文撃史J1'英文)第二巻カーライル論rt
の一節であるが、訟は二の設lこ一種の興味ら感ずると共に、こ¢七年間が、
決して彼れにとりて卒未nな愉快な時代でのみあっt:さは信じなし・。 彼れ
の妻(1オ色完走備の賢婦人で、彼れら敬愛してはゐれが山、ろいろな問題で、
絞れE衝突し、彼れの研究ら妨害しれ様な事はしばしにあつれ。ソグラテ
又の妻1~!lt智な作婦にγ ら、 その犯罵i工火哲の耳i二、蚊の!鳴く程にも感
じなかっナ:1ごらう句、 力ーライル夫人の議論採(1、少な力、らずその犬ら
悩ましれであらう。それら忍んで七年間、 鳴かす、飛(!ず研究ら綴tj1: 1支
れの努力lこは、近代人の及I!ない広があろ。著者がその黙について何等
言・及する庭なきら怯む。
著者の英文撃史i工、私がvって第一巻ら讃んにさるに述べれ!w(従
前の列俸盤形式ら蝉脱し、先づ一時代ら指導しれ五匠蚊名ららっし来リ、
その周囲の空気傾向た訪!??、系統的に英文準の主主鴇の述必講述するのでわ
る。彼(1十九世紀の英文撃た設(Iこ賞り.ヴイタド))ア以前ミ、ヴイグト
1) -y時代の二期iこ分ち、前期の詩人iこはウオーズウオース、ゴール，)ヲヂ、
ゾ-v-、パイロ ν、 シエレー、 キーザたあげ、 づ寸、 設家:\占こ iは工 λ ゴ~ト、
】リ} ヲ1ト、 zンン/，
デ.グエy ミγ1-九ら?選ぴ、その特色、流a氏等た解設l1:る後、第二流以下の
作家についてい尖鋭なる論評ら試みてゐる。
後期時代に入リて(1、先づ詩宗テニ λνら激賞し、 エリザペス時伐
lこ沙翁ありて、 さんらんれる文撃た後世に傍へれる女1く、十九世紀にテ
ニユ y 出でい英文撃史上に待異の地歩ル占めたミ設き、九パス毛ゲヅグ
〈ケイ νν滋まれ(1誇張波〉及ぴラフアエル前期滋としてロセクチ、丸ウ
イνバーふ/らあげ、小説家iこはアヨユ/ト媛、エ，)オク 1、、ヨ，)~丸、九寸
プ〆スν、キヅプリユ/夕、等十名ら選ぴ、散文家iこl1ブロード、ラ九キ y 、
アーノルド、寸 y )j. Iレ、ノ、グユレー等たあげて庖ろ。
殊にグイグト qア靭の初期に、ダーウイ ν出で弘、科号喜界、思想界、宗
教界lこ大動揺ら奥へ、スペyサー 、ノ、グ Jえνー等の人家輩出の動機ら作つ
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ナ:事情につき、著者の少年時代の思出話L1:、大慶に興味深〈讃んt:。
著者'1想像カ、空想力が詩人、小説家lこ最も必要なるた設き、ーの面
白い断定ら下して居る。その設に£るさ、幼年時代及ぴ少年時代に童議、
童話、物語サ等が喜ばれること (1、東西その軌らーlこするが西浮ではこ
の空想教育ら中準時伐以後まT総捜するに反し、 日本で{1'"、やしくも巾
等教育以後において{1，全然か Lる傾向やいやしみ歴史、俸託、科挙等の
如き貨準Lジ-)Jアス.vνグス〉た菩ぴ、物語リ、小設の類ら児戯j視する
のは、情採教育上の紋黙であるさ指摘し、最も築面目な撃者とぜられれ
守ヨー ν-~:副 (1、象徴的なる東洋風の物語りの愛護~であり、まれラ λ
キν(1終庇毎週じて、小説と物語ワの愛護者であり、彼れの流麗なろ文章
さその畳富なる想像力l工、小説、物語りに貧ふ庭が多いさ設き、気むづか
Lいj1-ライノレですら、 これ等の書物ら喜んで讃み、 テエス νi工世界各
図の小説ら耽議しれと設いて居る。
最後に著者{1米国丈撃について一大論文ら添付して居るが、 その筆
鋒の辛らつ痛快なる、巻た拾っるに夜、ぴざらしめる。彼~'Lめ設によれば、
アメ 9力iこl工夫撃らしき丈撃なしさし、ふも過言にあらず、アメ q力ーの
詩人ロ νグブエローすらも、英[週詩人に比すれば、第三流以上に出づる
こさ幾trくもない。 徐裕しゃくし'"'?(諭す‘る l二足らずとげなして居る。
ひとりその内にありて、予 h敬重するに足る者{1、アラ ν・ポーである。
絞れの詩作は非常に乏しく、全詩篇ら集めても、大~な活字で組んで、厚
ν紙iこ印刷してい よう.cc>(ー 怖の書物さすよるに過さ勺いが、 それでも
十九世紀の下半期1こおげる英米爾閣の詩人に伍して、彼れ濁得のま也歩ら
占めるに足るさ激賞して局ろ。し℃えなi工ポーの探偵小設について、著者
の論評ら聞くた得ないのが遺憾である。
著者の英文 (1、全篇ら通じて、~明流麗なろさ、製本の堅牢、用紙、Ep
席.の善瓦鮮明なる (1、第一巻紹介の時に述ぺ1:通りである。い予しくも
英文墜lこ興味ら有する者i工是非一本らそなふべきである。
A帯大英文畢研究--Hearnが 1900年九月γ ら1903年三月まで、東京
常園大挙‘で講義されれ英文皐史がニ-冊の立添な本になって北星堂γ ら
出版される二とになっ1:。第一考会{1英文撃の初めγ ら十八世紀の終りま
でや取扱ぴ、この六月iこ出版されれが第二巻(1秋に出版されるさの濠告
である。 CambridgeHistory of EngIish Literature よりも大型な本
蓄の盤裁は堂々れるもので、印刷も鮮明感正であり、巻末には各頁 繍
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十二頁iこわれる精密な索引が附ぜられてゐるこさも便利である。本書ら
手lこして第一l二感じれこさが Hearnが驚嘆すべき精励な教師であつれ
こさである。引用文が非常に稀な、大版で千頁にも近い丈事史ら、紹介す
る一々の作品たよんで三年足らすーの問に講義しーーしかも也、与る立浪
な結果らのこすこさl工、それたげでも非常な努力でなければならねコ
本書の特徴(1英文撃た研究し£うさする日本人の事生ら指導すろこ
とか常に念頭に置いてなされれ講義らしく、一々の著者の性格、著作の
内容及ぴ女号室た寅にt=I~象深い寅感の言葉で紹介 L批評してゐる黙であ
る。 それ故詩ら説明する時iこは英図の詩形さは如何なるむのである勺¥
ぃγにしてまれ~Uが新らしい詩歌志創始しt:γミむ、ょ、やうな事項ら鑓~
寧i二、外園人にもわかるやうに説明し、同じゃうに劇のfl展、小説の撃を逢
lこ就いて、如何にも納得されやすいやうに述ぺてゐるが、小説の由来た
Picaroon novelから始めて設明しれ所は最もすぐれてらす、力、っこの
務れな散丈の大家が各小設家の丈腫ら論じてゐる所々の頁は他の丈与さ
史では決Lて見出されないものである 0・・・〈中略〉
本書l工夫事者及ぴ作品の性質ら活叙して、讃者に忘れがれき印象ら奥
へろ路、スタイノレの推珍ら中心さしれ丈撃史ミしては興味深い稀なろ瓦
舎であるが、組織的文撃史としては未完のものである。 Hearn{1初め
は他の撃者の見解ら t顧慮しれら Lく、古代及ぴ中世の研究で{1
Brooke， Ten Brink， Saintsbury等ら屡引用してゐろが、 Chauc色r以
後iこなると次第に印象主義の丈墜史になって He3.rn濁特のものになっ
てくる。 L略〉………要するに本書(1墜的な文撃史として讃むべき本で
(1なく、 Hearn自身の印象的な感想に接ぜんがれめに讃まろぺき本で
ある。
本書i工Hearnの講義ゐ謀、γれれ蛍時¢畢生の筆言、巴から作られれ弘の
であるが、勺‘く忠寅i二一語ー匂らも溺さず筆託され、我々にも謀議の喜
びら分れれれ方々に艶L感謝の念にナこへなし、。口述の丈章さして多少繰
り返しはあるが、 Hearnの言葉l1"、つも洗練され、透徹する。うな魅
カや有する。
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東京朝日
〈昭和二、一二、二三)
日本おミぴ円本入浴最も愛l1:外園入、殊に日本の撃生ら我子のやうに
熱変しれ文豪ラフ力デイオ・ノ、-. 〆が東京{6-)(英文科のt:めに講じれ英
文皐史の講義がその常時の撃生fごつれ田部，縫合雨兵の努力によって堂
々千頁の大冊ミなって出版されれこさは水年度の英文与さ界におげる最大
政穫の一つであらう。 第一巻らむ川玄ろ如く読み終って鶴首第二巻ら待
つれ筆活 l工今こ~ Iこそれら手にして今夏ながら丈豪の遺業に釣する敬慕
の念ら深くしナ:、従来~71~1こて出版され1: 英文撃史 i工数十否数百 iこ達す
るであらう七九、づれも日本の与さ生にとってl工会主味干さうなオー 1レド・ィ ν
グワヲジユヤ希服、羅典の文事lこ百浪言ル貸して肝腎のジエイクスヒア
.sc>'iJアーズウ TJ-7、の名が現れるまでに(11、、加減ウ‘ゾサ・ 1Jして了ふも
の詐りに、然る lン、-Y(1.エリずペス女皇籾以前(1極〈簡潔に必要の程度
lこ止めてグラミ/ジズムの項貼に達しれ十七1ft紀刀、ら漸くその偉大な見識
ル傾注してゐる、第二巻l工スョヲト lこ始まろロマソチジメ、ムの第一期よ
り設き起し丈撃が科撃の影響ら受くるこミ断〈癒着ミなって来1:ノ、ググ
ユνーの作品lこ至る十九世紀の終りまでた述べ蓬してiまさんごや銭す所が
ないが夏iこ我等iこミって有難νのは巻末に添へ?:米関文事論1数十頁での
るロ νグフエロー、ア戸グイジタ切ら賞拐するは他¢批評家ミ何等愛りは
ないけれご'、エマーソ ν犬伝ひごくやっ hげてゐるのはすこぶる面白u、、命
大衆文事全盛の現代日本文撃界においてその先駆れるエドヵ・ー・アラ ν・
ポーら詳密に論評してあるのたまを見ずるこさは一段と興越が深い、ノ、ー ν
自身もその講義た終るの齢において断ってある通り『英文撃のほんの骨
粗ら日本の撃生に説いて英丈撃に罰する興味ら持t:ぜることも目的ミし
れのである γ ら多くめ作家、著作ら脱落しれものもあらう」が与さ生向の英
文事史さしてはこれで十分で、これ以上撃l:rんさ欲する者l工好む所に従
dって各々研究すれによい謬でj)J.>、要する iこ本音H1英文撃愛好者iことっ
て無上の手引さ格するも過でないご尽ふく早川i生〉
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英文皐史第二巻を積んて
(英語青年)
上巻1世詳し結構でタト図でも褒められれ様であったが、この下巻も
手れiこ劣らね出来であろ。今、皮の部分(1十九世紀の英文与さ史ら主として
之にアメ))1女与さ管見ごし、ふ程のものが添へてある。 この英文撃史がγ
く泣伐iこ詳宮、な二ごは小泉氏自身の教養趣味にし依つれであらうが日本
皐生が今議むものごしても指針の書さして遁蛍なこさである。文章の~
切な二と議義の視切なことなどは上巻のミ iまりで攻めて申し述ぺるまで
もなu、。允づ Pre-Victorian Poets さし、ふ辛から始まり、 その中には
The ] stRomantic School (Scott， Wordsworth， Coleridge， & Southey) 
The 2nd ROlnant~c School (Byron， Sh~lley， & Keats) 及び Minor 
Poets が説いてある。 次1 Pre-Victorian Prose で The Great 
Novelist (Scott， Lytton， Dickens， & Thackeray， Minor Novelists， 
The Female Novelists，及び TheGraver Prose (Macaulay， Carlyle 
& De Quincey)の諸草刀、ら成ってゐる。 この散交の部分では Dickens
ら鈴 i.J諒むなミす込め、lVlacaulayら大に得議してゐろなさ.里見下の世評ミ
呉ろ Lのがあるのは岱日をの丈与さ界に於ヴる評促i二依リ且勺小泉兵自身の
晴好3・，:)~lさておるのであらう。然し、 Hazlitt の infiuence が殆 ε・すっか
り今iひ世た協勺れと言って(それも蛍時l工さうであっナこらうが)多く語ら
ず Lambゃ LeighHuntに二三行し力、言及してすれ、のは如何であらう。
浪漫主義盛期以来の随筆文撃は小泉兵の感興ら~Iγなかっ止のであらう
か・。次1.The Victorian Era. Introductory についで第一部[1詩人列
侍である。 Tennyson，13rowning以下 Rossetti，Swin burne等の諸詩
人ら先づ講じてある。取扱の上で異色があるのは TheMinor Singersミ
格する中に早< Bridgesた敷へ Morris，Arnold， Mrs. Browningなど
が軒並みにその中へ入れられてゐる事である。 ArnoldIこ艶する小泉兵は
常iこ冷淡であろ。 これも岱時の世評iこ依つれのかも知れないが Rossetti
ゃ Swinburne に射するはご・の同?長谷求めれがつれ気がする。 その次に
Lighter Verseさいふ主主ミ TheSpasmodicsミし、ふ孝之があって、前者
に Locker， Dobson， Lang; Calverley， Barham， Aytoun， 後者i二
BaJey， Dobell， Smith， James Thomson， Owen l¥1:eredith， Patmore込
入れて論じてある。 印象的な漫談的な批評ではあるが普通の handbook
なご・には取扱はない事ド多し、小詩人ら根気!¥講義してあるのは、 この
書の美黙のーっといふベーであらう。第二部(1散文家列俸である。 Vic-
tor ian Fiction として Bron民， Eliot， Kings1ey， TrolIope， Reade， 
Wilkie Collins， Stevenson， George du Maurier， Kiplingら扱ってある O
Meredithが J.Sheridanゃ LeFauと共に附設的iこ閥れ℃わるのi工嘗
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時 Meredith が在世中であ勺れからであらう。 Stevensonに勺いてさ
Kiplingに勺νての設{1最も面白〈慧まれれ。叉 Kingsley の Heroes
らびごく推格してあるのは、快心でこれによって恐らく Heroest-r日本
へ紹介されれものであらう o Eliot (工“theface of a horse"ら持って
たるなご.{1鍛笑まれる言葉てある。タ~，工 GreatVictorian Prose outside 
of FictionでFroude，Ruskin， Arnold，に並べて、 AddingtonSymonds， 
¥Valter Pater， Tyndall， and Huxleyカ:講じられてゐる。 Symonds ら
賞美lPaterら stylistさL、若過タろ、交樫が意識的であるさし、ふ風
な批評(1小泉入雲さいよ、名文家の批評さ L て 1~( 謀、すべきであらう。 最後
i工criticism -(~ Gosse， Saintsbury， Dowdenらおi介してある。郎総の
N otes on American Literature ("1 50 頁iえどの中iこ主さして小説家
在、その小説家でも Poe ミ Hawthorneミ Holmesさら主として論じ
れもので LowelJ，Bret Harte， Howells， IIenry James の如さし加へ
てある o Emerson 1詩人として L論説家と Lて l， 推奨する事が出来な
いさし、ふ設は面白い見方で、小泉兵の態度ル!¥説明してゐるγ も知れ
なし、。 命本書には別冊さして SupplementtoαHist01・yof Eη3.L4t. 
by Lαfcαdio Heαγn Vol. 1. (From Ben Jonson to Restoration 
Drama) といふ 60頁の本書同型小冊子ル副へてある。 これは前考会に於
て不足して紋げてゐナ;部分かfi!?ふ匁に、北星堂主力〈?を心して探し出しれ
補遺で、小泉兵が 1901年の GraduateClass Iこ肉って講じれ英文撃史
ノオトのゆから後見Lt:ものである。 く今度出版のものは 1903 年の
Graduate Class Iこ向って講じれものた底本としれので、年度の都合上そ
の人達が聞き溺しれ部分が Milton犬伝中心さずる時イ℃で、 そこ7ごげが上
巻の中で脱げてtr!iぜつれ。それら指摘lt:のは本誌及。川英夫皐研究 jに於
げる K. D. 品であつれが、 今堂主及び編輯諸兵の努力に£ってそれが
recoverされる lこ至勺t:こミ l:r....われら reVlewerの最も愉快さするさ
二ろである。)この初濯も結議なもので殊に十七世紀後半の丈撃は Prose
Styleの developmentミして眺めるのが遁izfごといふ設なご'(1傾聴に足
る言葉でわる。“thetiresome Dryden and the monotonous Pope" な
ども振りてゐる。ナ:': p. 26に“Caroline1iterature， then there was 
Jacobean literature"さし、ふ風に逆に年代ら二度までも数へてあろのは
misleadingであろ。年代順に Jacobeanand Caroline とあるべきであ
らう。総じてこの書は殊に下谷は列俸的である。列俸的な銭iこ詩人につ
いてl1その詩的境地の鑑賞ら主さし散文家についてはその丈慢の批評に
詮意すろさいよ、傾向iこ走。てゐて時代的に generalsurveyの少し、憾は
あろが、小泉氏の長!り1(1己の噌好lこHIJして語ろこさに最も多く現はれる
のである力、ら、二の書によって盆々 Hearnesqueになっれといってよし、O
Browningの Ring& the Book ら設く lこ常りあミいよ、 method ら日
本の文与さでも試み£と勧め Kingsley の文筆ら考へるに附して(1 leis-
ured class ミ来事ミの考察ら述べるなご'貌匂~11 ご・の頁lこも満ちてゐる。
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Some of the Comments on Hearn's · 
A History of English Literature 
Letter to the Publisher from Mrs. Lafcadio Hearn • 
......... I am grateful from the bottom of my heart to you for having 
brought out such an exceedingly fine volume, that quite surpasses our ex-
pectations. Immediately on receipt of a copy presented by you, I made an 
offering of it to the spirit of the deceased ........... . 
(Translated from Japanese) 
Prof. Edmund Blunden, formerly of the Tokyo 
Imperial University. 
... ... ... Hearn's History of English Literature is an immortal work, artd 
the excellent edition of the Hokuseido Press is fittingly worthy of the merits 
of Beam's writings ........... . 
Elizabeth Bisland (Mrs. Wetmore). 
. .. ... . .. so beautiful a form, both binding, paper, and typography ........• 
I am extremely grateful for such a treasure to add to my library ........ . 
The Japan Advertiser, Tokyo. 
Jun~ 12, 1927. 
The enterprising Hokuseido Press is making a reputation as specialists 
in the works of Lafcadio Hearn ......... Hearn was a conscientious professor. 
Every sentence is directed to the listener, and the whole work is framed so 
as to reach the audience of Japanese students whom Hearn had before him;. 
The format is good. It is large, dignified volume, printed on good paper 
and light to handle ; the type is attractive and the hieh level of acr,uraey 
attained is very creditable. 
The Times Literary Supplement, 
August 18, 1927, says on this publication:-" This great volume (and it 
is only Volume l.) of Hearn's lectures at Tokyo Imperial University has been 
made up solely from notes taken by Japanese hearers; but the sweep of the 
discourse more than justifies the piety that has preserved it. Few lecturers 
in English, in England, can a~ord to leave this tribute from Japan un-
studied. Hearn was, of course, at an unfair advantage : he lectured to chil• 
dren uncultured in English alone, full of nativ~ literary subtlety for him to 
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build upon. But the genius with which he grafts English literature upon 
Japanese culture and mythopooa is an example to all lecturers and teachers 
in the art of finding tlte soil for the seed and ·the seed for the soil. The 
volume is worthily produced and printed, and bound by craftsmen who 
care for th~ir work. 
•• OBSERVER"~ London, April 15, 1928-
u Japan and L~fcadio Hearn,. 
Btl STEPHEN GWYNN 
..•......... After reading this "exposition" of English literature to a strange 
people, this tracing of a strong and luxuriant growth from its ancient roots, 
one perceives that literature is an expression, the most articulate and 
therefore the most human expression, of life itself: and, accordingly, as it is 
human, can nowhere be really out of kin with human thought. Lafcadio 
Hearn, in these lectures, is really interpreting the imaginative side of Eng-
lish thought to Japanese ; and, in order to do so, he has to make plain his 
own standpoint about life itself. Literature for him cannot be literature if 
it is ignoble, '' good poetry was never written by a bad man/' he says, in so 
many words. This way of aprroaching his subject broadens the outlook much 
beyond that of the ordinary teacher- and probably he was forced to it in 
speaking to people of so different a tradition by the need to establish common 
ground. 
The book is therefore a personal and even temperamental review of the 
huge subject which he handles with such mastery. It has to be personal, for 
when a critic takes up such a position, he must make plain what he means 
by "good" and "bad." Satire, the personal attacks of Dryden and Pope, and 
their followers, he condemns as ignoble; but he is most severe about the 
Restoration comedy which, he says, tried to make ridiculous whatever was 
worthy of respect and held up low vices to · admiration. But he declines al-
together to be bound by the British interpretations of morality; and his 
treatment of Byron's case is admirable in its breadth and vigour. Those who 
followed his teaching learnt to study English literature from a European 
standpoint. 
......... I, at least, do not know where a more illuminating introduction 
to the study of its subject could be found; and so f&r as concerns the early 
part, up to the Elizabethan age it is quite as nearly exhaustive as the ordinary 
student can desire . .. . .. . .. But these two handsome volumes of fine print on 
splendid paper are an honour to Japanese workmanship, and they are published 
at about half the price which an English firm would be obliged to charge for 
them. It was a principle with those who planned this memorial that Hearn's 
books should be cheaply available to students; and these volumes are only the 
completion of what is in itself a small library of this author's works. 
It is a privilege to recommend them to English readers- for many of 
whom. great part of their interest will lie in the frequent analoities which 
Hearn suggests between English literature and that of Japan. 
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The Lafcadio Hearn Library, 
Toyama Koto-Gakko, Toyama. 
THE Library consists, needless to say, of the coiiection originally made by Lafcadio Hearn, otherwise Yakumo Koizumi, with some slight addition 
acquired by the family after his death. Of the former, those books marked 
with asterisks in this catalogue belong to his New Orleans days. As to the 
latter, it consists chiefly of those posthumous publications of his works presented 
by the publishers, with the important exception of two manuscript volumes 
of "Japan: an Attempt at Interpretation," the last production from his fruitfut 
pen, a crystallization, as it were, of his life-long study of this Land of the 
Rising Sun. Hearn was in the habit of making two clean copies, whenever 
a work of his was finished, on torinoko paper specially ordered from the 
famous Haibara's, Nihombashi, Tokyo. One of these he sent to the press, 
keeping the other himself in case of loss in the mails. The manuscript in 
question is one that thus passed through the press. 
The number of volumes altogether amounts to 2,435, of which 1352 are 
English, 719 French, and 364 Japanese and Chinese books. These last wera, 
no doul;>t, occasionally dipped into by Hearn himself, but were chiefly used by 
his faithful helpmate, who thereby supplied her husband with nuclei for many 
of his marvellous stories. 
It was soon after the great seismic disaster in and around the city of 
Tokyo four years ago that Madame Hearn began to be seriously concerned 
about the Library, then still in her possession. It might, at any moment, 
share the fate of so many unfortunate private libraries in the devastated 
districts. What she earnestly prayed for, was that it might be transferred 
somewhere within easy distance of her home, to some one of the universities 
in the metropolis, where it should be kept safe against all forms of danger. 
Indeed, she took means to make her wishes known, but in the confused state 
of things still prevailing at the time, no definite response came from the 
expected quarters, or, if it came at all, it was in the unwelcome form of 
haggling over the price. It was exactly at this juncture that I incidentally 
heard from Mr. R. Tanabe about the affair. Only a few days before, I had 
consented to accept the position I now occupy, and I hailed the news as 
something providential. I made an offer through him, on behalf of the School, 
for the Library at the price asked, paying down the earnest required. Madame 
Hearn could not at first reconcile herself to the idea of sending the precious 
mementoes of her beloved husband into a remote country district which had 
had no connection whatever with him in his lifetime. But she finally consented, 
reflecting that I was a brother of the intermediary who had been a favourite 
pupil of his, and that the School in question, though not a university, had as 
its origin the commemoration of a most auspicious marriage in the Jmperia} 
Family for which her husband had always entertained such profound veneration . 
......... The books, carefully packed in fourteen cases through the good 
offices of Mr. Nakatsuchi, proprietor of the Hokuseido, arrived in Toyama safe 
and sound in December of the same year.- From Prof. T. Nannichi's Preface 
to Catalogue of the Lafcadio Hearn Library, Nov. Srd, 1927. 
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Jlafcabio 1!)earn ~tries 
IN SEVEN VOLS. 
Gracefully Bound in Light-Green Coloured Cloth, 
-the Colour Hearn was Most Fond of. 
L•f d L•t t Edited by Prof. R. TANABE 1 e an . 1 era Ufe Price $ 1.20 Postpaid 
Nine pieces selected out of the lectures which were dictated 
for the convenience of his class by Lafcadio Hearn (1850-1904). 
in his Tokyo Imperial University days: Literature and Politica.l 
Opinion-On the Relation of Life and Character to Literature-On 
Co1nposition- Studies of 'Extraordinary Prose-- Naked Poetry- The 
Value of the Supernatural in Fiction and the Art of \Vriting Ghost· 
Story-'lhe Havamal: Old Northern Ethics of Life-On Reading in 
Relation to Literature-Farewell Address. 
St • d Sk t h Edited by Prof. R. TAN ABE OtleS an e C eS Price $1.30 Postpaid 
Thirty representative masterpieces selected out of aU his 
writings:-The Tale a Picture Tells- The Legend of the Monster 
Misfortune-Ningyo-no-Haka - A Question in the Zen Texts-A Story 
of Divination- 'fhe Story of Kwashin Koji- From the Diary of an 
English Teacher- The Dream of a Summer Day - Bits of Life and 
Death-On a Bridge-At Yaidzu-Otokichi's Daruma--Pathological-
Kusa-Hibari-The Japanese Smile-" Unselfish Self-Control"-" The 
Japanese Silence "-Some · Thoughts about Ancestor-Worship-" What-
ever the Living Possess is from the Dead"- A Living God-" The 
Writing of Short Poems"-" A Little Flower-Show"-"' The Beauty of 
Stones "-Vespertina Cognitio-Gothic Horror--Hi-tvlawari -Stranger 
than Fiction-My Guardian Angel-ldolatry-Obaasan-no-Hanashi. 
Lands and Seas Edited by Prof. T. OCHIAI Price $ 1.50 Postpaid 
Taken from among Hearn's books of travel. These pieces are 
the record of his wanderings through both hemispheres. They 
range from those impressionistic writings of his earlier days 
when he was an artist in colours·· to his ·works of a later · period 
in which he perfected a style of his own-·. vigorous, but always 
charming :--l\1y First Day in · the Orient.:...... A ·Pilgrimage to · Enoshima 
-Fujinoyama-Notes of a Trip to Kyoto-In Osaka-Matsuye-By 
1he Japanese Sea -From Hoki to Old-In a Japanese Garden -A 
Midsummer Trip to the Tropics-A Winter Journey to Japan. 
Poets and Poems Edited by Prof. R. TANABE Price $ 1. 70 Postpaid 
Twenty lectures on Poets and Poems selected out of those 
di~tated for the convenience of his class - by Lafcadio Hearn 
(1850 ---19{)4 \ in his Tokyo University days t1896--1903) :--Note 
upon the Shortest Forms of English Poetry-Poems about Children--
Some Fairy Literature-- Some Poems on Death-Byron-Note on 
Wordsworth-Some Notes on the Poetry of Shelley.-On the Lyrical 
Beauties of Keats-Note on Hood-Tennyson-Edward Fitzgerald and 
the "Rubaiyat "-"Three Silences"-" Sea Limits"-" The Patriot"-
~' Strangers Yet"-" Sands of Dee"-" Dover Beach"-" West London " 
-"A Picture at N ewstead "-A Poem by Robert Bridges. 
Japan and the Japanese Ed!ted by Prof. T. <?CHI AI 
Price $ 1.50 Postpaid 
Ten representative pieces tal<en from among Hearn's most 
serious writings, treating especially of the inner aspect of Japan 
and the Japanese,-· the result of the profoundest thoughts on the 
subject, of which he stands a unique interpreter :-The Genius of 
Japanese Civilization.-Jiujutsu-The Future of the Far East-A Con· 
servative-· Difficulties-Strangeness and the Charm-The Religion of 
Loyalty-The Eternal Feminine-Some Thoughts about Ancestor· 
Worship-The Idea of Pre-existence. 
Rolllance and Reason Ed!ted by Prof. R. T ~NABE 
Price $1.30 Postpaid 
"The Shaving of Shagpat "-Note upon Tolstoy's "Resurrection" 
-The most Beautiful Romance of the Middle . Ages-.A. King's 
Romance-Old Greek Fragments-The Prose · of Small Things-On 
Romantic and Classical Literature in Relation to Style. --Tolstoy's 
Theory of Art-. The _ Question of Highest Art-The Insuperable 
Difficulty-On the Philosophy of " Sartor Resartus "-Note on the 
Abuse and Use of Literary Societies. 
Facts and Fancl.eS Edited by Prof. R. TANABE . Price $ 1.20 Postpaid 
Some representative Masterpieces of Lafcadio Hearn in his 
American Days :-Humble Fare and High Living in Ancient Rome--
The Piper of Hamelin-Women of the Sword-Fair Women and Dark 
Women-G. ants and Dwarfs-Pigmies and Monsters-~ Notes on the 
Utilization of Human Remains-The Burning of the Dead-Tombstones 
-The -Little Red Kitten-· The Devil's Carbuncle-The Garden of 
Paradise-St. Brandan's Christmas-A Lily in the Mouth of Hell-
The Poisoners-The Nun Ryonen. 
Sl 
"JAPAN AND THE JAPANESE", 
Reviewed by ''the Japan Advertiser,'' Tol~yo, 
March, 1928. 
This new volume in Hokuseido's useful Lafcadio Hearn series 
assembles ten representative pieces taken {rom Hearn's most serious 
writings on the inner life of the Japanese. It opens with the essay in 
'' Kokoro " on the genius of Japanese civilization with its famous 
picture of New York.-" a city walled up to the sky and roaring like 
the sea ''-and Hearn's contrast with the Japanese cities which, when 
he wrote, gave no visible sign of the new found force which Japan 
was displaying in war and commerce .......••.. . Hearn's extraordinarily 
sympathetic studies of Japanese character will always have a place in 
the West's knowledge of Japan. And even if it were not so, if Hearn's 
insight were less penetrating than it has seemed, the art with which 
he sket~hed an idealized but essentially true picture of the Japanese 
mind and soul still retains its charm. Those well-produced and low-
priced reprints of Hearn edited by his old pupils are a distinct service 
to the reading public. 
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A Most Illuminating 
Introduction to Shakespeare 
J?7 ~ J?7 
LECTURES-ON 
SHAKESPEARE 
BY 
Lafcadio Hearn 
Price ¥ 1.80 Postage 10 sen 
CONTENTS:-!. The Greatness of the Man; II. Personal --
The Man and His Life; III. The Distinction of Shake-
speare's . Work; IV. Method; V. Sources and Possible 
Grcuping; VI. The Language of Shakespeare and His 
Obscurities; VII. ~he Grouping of the Plays ; VIII. A 
Little _Discourse about Soltle Typical Characters; AP-
PENDIX: -Notes on the Study of Shakespeare. 
Being nine lectures delivered by Hearn at the Tokyo Imperial 
University, in 1899, and not before published. 
. . . . . . . . . While they appear to contain nothing new or specially original, the 
lectures are full of sound understanding, and they illustrate once more the 
successful pains which Hearn took to arouse the interest of his pupils and guide 
it aright. ......••• --(The Japan Advertiser, Dec. 23, 1928). 
THE OBSERVER, 10 Nov. 1929 
LAFCADIO HEARN, whose "LECTURES ON SHAKESPEARE" have reached us from 
the Hokuseido Press of Tokyo, was not a usual person, but in this course of instru~ 
tion, delivered in 1899, he appears as a champion of the orthodox; he liked to offer 
his Japanese students sense, not sensation. So he created for them a plausible 
portrait of the relentless and omnicompetent worker, in private life as good as gold 
and in public a gold-digger of the most blameless order. For this respectable, 
bourgeois Shakespeare Hearn stated a strong case. It is a little odd, perhaps, 
that one for whose moral spotlessness Hearn spoke up so strongly should have 
observed that 
Love is too young to know what conscience is, 
but Hearn evidently believed fervently in his reading of what facts we have and in 
the integrity of Shakespeare as the solid English worker. But interpreting Shakespeare 
to the Japanese was hard work, and the ethical atmosphere of '' Measure for 
Measure" cost the lecturer some tortuous toils of explanation. But explain he did 
-and that explicitly. 
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Limited Gdition of Unique Worl~ by 
Unique fiuthor. 
Price 
2.00 
Postage 10 sen. 
SOME 
STRANGE 
ENGLISH 
LITERARY 
FIGURES 
OF 
THE EIGHTEENTH 
AND 
NINETEENTH CENTURIES 
IN A SERIES OF LECTURES 
By Lafcadio Hearn 
EDITED BY 
...... 
R. TANABE 
This book contains Lafcadio Hearn's confid~ntial lectures on 10 strange 
figures in English Literature given to a small group of advanced students at 
Tokio Imperial University. 
Profound sympathy on the part of Hearn, who also was quite a character, 
with strange geniuses in English Literature characterizes his lectures. 
Hearn never lectured on similar subjects again, except on William Blake, 
and his second lecture on Blake is included in this book. 
The ten strange figures treated by Hearn are William Blal{e, Bernard 
de Mandeville, Erasmus Darwin, William Beckford, Christopher Smart, 
George Borrow, Monk Lewis, Thomas Lowell Beddoes, Walter Savage 
Landor and Thomas Love Peacock, who all have left strong and peculiar 
landmarks in English li teratura. 
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Reviewed by the Japan Advertiser, 
Dec. 4, 1927, under the headin~r 
''Literary Eccentrics'' 
Blake interested him so much th1t he devoted two lectures, at separate 
times and with separate treatment, to the artist-mystic who is coming so 
remarkably into his own. Eight of the ten pieces which Profess0r Tanabe 
has salved are printed now for the first time. 
The importance of the subjects varies, but there is no doubt as to their 
interest, and many readers besides Japanese students will be grateful to Mr. 
Tanabe for having brought Hearn's studies of half and-in a few cases--
wholly forgotten eccentrics together in a useful little volume. 
... ... . .. " Monk" Lewis must be as clean forgotten as Mandeville, and few 
readers would now understand, let alone read, his fiction of clanking chains 
and gibbering skeletons, but it is interesting to get a glimpse of the incredible 
catacombs through which he led our grandfathers and grandmothers when 
they were very young. The book was worth putting together and it makes 
a useful addition to the Hearn series in which the lfokuseido Co. has specialized. 
FORTHCOMING VOLUMES 
The following books of Hearn are all _published 
for tlte first time by us, and offered in limited 
editions only. 
Lectures on Prosody 
fReady for $ale Price 1.50 Postage 8 sen. 
Lectures on Flowers in English Poetry 
and English Tree Poetry 
To be published in May. 
Lectures on the Moon and Insects 
To be published in June, 1930 
Victorian Philosophy 
Ready for Sale Price 1.50 Postage 8 sen 
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l{urata Hyakuzo's 
CGhe 
Priest & · ~is CJ)isciples 
TRANSLATED FROM THE JAPANESE 
By 
Glenn W. Shaw 
Price 2.50 
Postpaid 
Fine cloth binding, with the front cover 
illustrated. 
This popular modern drama js a tale of love and religion v•:oven about 
the life of Shinran Shonin, the founder of the great Shin Sect of Buddhism, 
whose favorite disciple loses his heart to and happily marries a pretty little 
tea-house girl in the gay Kyoto of seven centuries ago. Since its first pub-
lication in 1918, the Japanese original has gone through well over a hun-
dred editions. 
The translator, Mr. Glenn W. Shaw is well-known in Japan as a devotee 
and translator of the modern literature of the country, and his skill in trans-
lating the Japanese language into English is admitted, by all who can under-
stand the two languages, to be so flawless and admirable that the translation 
reads almost as natural as the original. More than fifteen thousand copies 
of the English edition were sold. 
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DURING the nearly three years that have elapsed since the stereotype plates of this book were destroyed along with the 
wealth of lives ,and property devoured by the earthquake-
kindled flames that swept over Tokyo during the first three days of 
September, 1923, several interesting things have happened to it. 
Last year it was retranslated into Dutch and published in Hol-
land, where it was received with interest. 
The year before, in France, it fell into the hands of Romain 
Rolland, who at once wrote to Mr. Kurata, asking permission to pub-
''With this tremendous play a young 
Japanese takes his place among the great-
est dramatists and profoundest thinkers 
of the age.'' 
-HAROLD F. RUBINSTEIN 
lish it in French. Permission was given, but whether a French trans-
lation has yet appeared, I have never heard. 
Meanwhile people in Japan have gone on comparing it sentence 
by sentence and word for word with the original, and two further 
inaccuracies in translation have kindly been brought to my notice. 
Availing myself of the opportunity offered by the present resetting of 
the type, these I have corrected. All other faults, I -have left as they 
were. 
That the book has justified its existence, I am glad. There seen1s 
to be something in it that appeals to a good many people both in the 
East and in the West. 
-Glenn W. Shaw, Translator. 
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~kf?u ~ 
~ . ' uaru~ E1 
and 
Translated into English by 
Glenn W. Shaw 
Fine cloth binding, the front coveT illustrated toith 
a Japanese colour print. 
Price 2.00, postpaid. 5 1/ 4 x 8" 
The most popular book of Japan's most popular 
living author. 
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Comments on the Plays by 
European Critics 
'' t!tHIS volume of plays is a revelation of the common heart of 
the world irrespective of complexion. * * * " All the plays 
ft:e full of Japanese traits-inns, temples, theatres, pilgrimages, and 
family life; but none the less Kikuchi Kwan, like an advanced Eu-
ropean, is engaged more with humanity than with nationality ; he is 
an ultra-modern Asiatic \vho abolishes the separate sense of continent 
and colour ; and he ranks amongst the foremost dramatists of the 
world. * * * * The translation by Mr. Glenn W. Shaw is very good 
and vigorous." 
-The Observer, Reviewed by Mr. Rune Gregory. 
" Indeed the West might learn something from these wonderful 
little dramas, loaded as they are with significance, beauty and great 
art. If there are more Japanese dramatists like Kikuchi Kwan, Japan 
has reason to boast of her modern drama. Nor has she anything to 
learn from Bernard Shaw and John Galsworthy." 
-" Morning Post." 
Highly appreciative reviews on the book have also appeared in 
••Times Literary Supplement'', ''Daily Telegraph'', 
"Manchester Guardian'', ''Sunday Times'', ' -'Fortnight-
ly Review'', ''Nation and Athenoeum'', and ''Spec-
tator '', etc. 
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MEDIOCRI 
By 
Futabatei Shimei 
Translated by 
Glenn W. Shaw 
Price 2.00, postpaid 
Fine cloth, with the front cover Illustrated 
~HE original "HEIBON" (Mediocrity) was composed about 
twenty years ago, that is, at the rise of Naturalism in Japan. 
The author, in spite of this remarkable literary talent, had entertained 
an aspiration for statecraft, and, in his later years, had rather a 
severe contempt against literary work. Yet he was indeed one of the 
largest figures of Meiji Literature. 
" M d. "t " . t· II t b. h A e Iocri y ...... IS prac 1ca y an au o 1ograp y....... s a 
human document it is alive and moving and instructive, and as a 
sidelight on the literary mind during the formative period of Meiji it is 
significant •..•..•••• 
From Introduction of the translator • 
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From ''Times Literary Supplement'' 
(London) 
November 10, 1927 
MEDIOCRITY. By FUTABATEI SHIMEl. Translated from the 
Japanese by GLENN W. SHAW. 7 1/2 x 5 1/4, xvii. + 195 pp. 
Kanda, Tokyo: Hokuseido Press. 
Mr. Glenn Shaw, who is favourably known in Japan as a devotee 
and translator of the modern literature of that country, judiciously 
introduces "Mediocrity" with an account of Futabatei's career-a 
singular one. Futabatei was originally a nationalist who studied 
Russian for his country's advantage in emergency, but Russian litera-
ture transformed him into a "library socialist " without means, and 
duly into a novelist and journalist. " Mediocrity " and his other 
works are considered the first real display of modernism in Japanese 
literature. His book is a strange medley of fineness and coarseness, 
photographic detail and mental posturing....... Admiration is due to 
the Tokyo publishers, who have printed the book with uncommon 
correctness and proportion. 
From the Japan Advertiser, Tokyo, 
August, 1927 
...... Why I should advise anyone to read this book I do not know. 
It will certainly not amuse, and amusement is what novel readers 
want. Yet if Futabatei does not see life whole he sees it steadily, and 
the acrid sincerity of the book redeems it. The man fights with life 
and is defeated but he goes down bloody but unbowed. Reading it, 
we see that Futabatei's reputation is not an accident. All his charac-
ters are solidly-drawn, four-dimensional human beings, the fourth 
dimension in this case being soul, or the quality of being alive. The 
reader will not soon forget " Mediocrity." 
-Reviewed by Hugh Bycu. 
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Did you ever think of Osaka 
as fascinating) 
Gel a copy 
-Osaka Sketches 
BY 
Glenn W. Shaw 
Price Yen 2.00 Postage 8 sen 
276 pages with nearly 150 illustrations. 
Fine cloth binding, with the front cover 
illustrated from Kunisada's old print 
entitled ''Naniwa-no-Ashi.'' 
Mr. Glenn Shaw's book is quite light, and is well described by 
the title except for the fact that the sketches sometimes go for a 
holiday to other places-even as far as Colorado. They are passing 
comments on "things seen," and show that the author never gets 
blase but finds it a very jolly and interesting world. He is, as 
readers of his translations know, an incorrigible colloquialist, which 
is often a virtue,. but we must confess to a distaste for such con-
structions as HHe took down with leprosy and had to go into the 
asylum." Osaka, as everybody knows, is, like the great world about 
it, full of ·all manner of wonderful things, and Mr. Shaw notes 
them down, often with shrewd observation· and with an amount of 
knowledge about things Japanese that makes him an interesting 
guide. Some of his encounters must surely be rare even in Osaka. 
For instance, the old lady who carries round a snapping turtle in 
her bag, so that pickpockets get their pilfering fingers bitten, rather 
strains one's credulousness, but Mr. Shaw no · doubt would be ready, 
like the author of "Believe it or not," to satisfy the sceptic. The 
book has numerous illustrations. The "Sketches" mostly appeared 
in the English column of the Osaka Asahi, and form an interest-
ing collection of reminiscences. Mr. Shaw is one of those rare 
persons who would make a good diarist: he sees something exciting 
every time he goes out.- The Japan Chronicle. 
Grotesquery, Curiousness, Humour 
and Exquisite Delicacy 
a l 'orientale 
AKUT AGA WA RYUNOSUKE'S 
''TALES GROTESQUE 
AND CuRrous" 
Rendered into English by Glenn W. Shaw 
being 
Gems of Modern Japanese Literature. 
Akutagawa' s short stories refreshed in the wonderful 
translations by Glenn W. Shaw. 
Fine cloth binding, the 
cloth cover illustrated 
with a Japanese colour 
print. 
Price ¥2.00 
Postage 10 sen .. 
" See How Akutagawa's Masterpieces are 
" Refreshed in the Garb of Excellent Translations ; 
" See How the Most Delicate and Difficult 
"Points in Translation have been Tackled 
" in the Wonderful Manner ; 
'' And Enjoy the Curious and Grotesque 
"Stories through the Long Autumnal Evenings; 
" Here is the Royal Road to the Further 
" Improvement of Your Already Good English." 
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LEADERS OF THE MEIJI 
RESTORATION IN AMERICA 
EDIT~D ORIGINALLY WITH THE 1IT.-E“THE JAPANESE 
IN AMERICA" ??????
BY 
CHARLES Li¥MMAN 
Amerioan Secretary of Japanese Legation in Washington 
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